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「……泣いてなんてないわよ。わかってるわよ。うちに帰ったら私は泣かないし、しっかりするし」

　ひとりの少女が誰だれもいない空間に向かって語りかけていた。

「ただ、ときどき泣きたくなるときがあるのよ。つらいわけじゃないんだけど……。泣き顔を見せたら心配かけちゃうから、見えない場所で泣いて、笑ってうちに帰るっていうそれだけで」

　大きな木の幹に背中をつけて座っている。

　まっすぐな黒髪をひとすくいだけ結ゆって束ね、他は後ろへと垂たらしていた。

　軽く斜ななめ上を見上げ、花びらみたいな桃もも色いろの唇くちびるをかすかに尖とがらせる。

　少女の名は──あかり。十六歳さい。

「ずっと閉じ込められて、友だちもいなくて、ひとりぼっちで大きくなった姫様と比べたら──私のほうが幸せだっていうのもわかってるし。あ、そういうんじゃなくて。姫様を困らせたいんじゃなくて」

　あかりは、丸くて大きな真っ黒な瞳ひとみを見張り、慌あわてたように両手で頰ほおを押さえて涙なみだぐむ。

「やだな。私って本当に気が利きかなくて、ごめんなさい。姫様のこと虐いじめたいわけじゃないの。ただ……そう、私には友だちがいなくっても、大丈夫。姫様がいるからっていうか。うん。つまり」

　ぎゅっと目を閉じて首を上下に振ふる。

「あ……そうか。そういうことよね。そうよ。わかった。いま姫様のことがちょっとわかった気が。あれはそういう意味だったのね」

　今度はいきなり首を左右に振って、目を開けて、両手をパンと合わせて打ち鳴らす。

　そして、帯おびのあいだから黄き表びよう紙しを取りだし、ものすごい勢いで頁ページをくりはじめた。

「私にはお爺じい様さまに、弟もいるのに、姫様は、誰もいないんだものね。つらいよね。いくら呪じゆ力りよくを授かっていたって、それだけじゃ足りないよね」

　あかりは、黄表紙に向かって「うんうん」とうなずき、熱心に語りかけてから──はっとしたように顔を空に向けた。

「おりてきたわ！」

　唐とう突とつに叫さけんだ。

　あかりの視線の方向へと誰が目を向けても、そこにあるのはいつもと同じ青空だ。

　なにひとつ、おりてきていない。

　あかりがえんえん話しつづけている相手の「姫様」も、もちろん、いない。

　──すべては、あかりの、空想のなかの人物だ。

　けれど、あかりの脳内に浮かび上がる妄もう想そうの「姫様」は、周囲で生きている誰よりも燦さん然ぜんと光り輝いていて美しいのだ。

　あかりにとっては。

　と──。

　ちいさな金色の獣けものが、疾しつ風ぷうの勢いであかりの側そばへと走り寄り、膝ひざの上に開いた黄表紙の上へと飛び乗った。大事な黄表紙の上に、とさっと、わずかな重みがかかる。

「え……なに？」

　あかりはぎょっとして、自分の膝に載のった獣を見つめる。

　イタチに、似ている。でも毛並みがイタチのそれより、ずっときれいで艶つややかだ。黄色ではなく銀色でもなく──黄金の色だ。

　その獣が、茶色い飴あめみたいな目であかりを見上げた。「きゅ」とちいさく、甘えるような鳴き声を上げる。

　桃色の濡ぬれた鼻とピンとしたヒゲがヒクヒクと震ふるえた。

　さらに「きゅ」と鳴き声を上げ、獣が、あかりの胸元に額ひたいをぐりぐりと擦こすりつける。長いしっぽがゆっくりと揺ゆれる。

　大事な大事な黄表紙の上に乗るなんて言ごん語ご道どう断だん！

　なのに──怒おこれない。怒れないぐらいに、その獣は愛らしく、あどけない目をしている。反則的な愛らしさで、あかりの胸にすがるように、前足をかけて引っ搔かいた。

　──こんなとき「姫様」だったら、どうするかしら。

「……可愛かわいい。可愛い奴やつじゃ。そなた、どこからやって来た？　迷い子か？」

　あかりは目を細め、獣を、撫なでる。いままでの動きとはうってかわって、静かで、優ゆう雅がな手つきだ。

　語り口調が微び妙みように変化しているし、声も少し低くなった。

　獣が、あかりに撫でられて、うっとりとした顔になり、くるりと丸くなると、毛け繕づくろいをはじめた。しっぽを両手で抱かかえて、せっせと舌で嘗なめる。

「オボのことが見えるんだね？」

　ふいに、声がした。

　姫様になりきっているあかりは、ぎょっとしたりしない。鷹おう揚ように、けだるげに視線を上げると──茂しげみを揺らして男がひとり姿を現した。

　漆しつ黒こくの髪かみに日があたり、頭をくるりと縁ふち取どるような銀の輪が輝かがやいている。長くのばした髪は後ろでひとつに緩ゆるく束ねられている。きれいに整った顔立ちのなかで、精気に[image: 溢]あふれた強い黒こく曜よう石せきの双そう眸ぼうが目に[image: 灼]やきつく。

　飾りはないが高価な布で織られた戦衣を身につけた男は、年ねん齢れい不ふ詳しようだ。

　ぱっと見だけならば二十代後半。

　けれど生命力が逬ほとばしるような双眸の奥に、もっと年長の気配を感じさせる。

「オボ？」

「そいつの名前」

　くいっと顎あごで指し示され、金の獣の名前を知る。

「この子、オボというの。……ところで、あなたは？」

　膝の上の獣を優しく抱えて立ち上がり、黄表紙を帯に挟はさむ。着物の裾すそを整えて、男を見返し、ふわりと微笑ほほえんだ。高貴さを感じさせる、花が綻ほころぶような麗うるわしい笑顔だ。

「──おかしな百面相だけじゃなく、そんな顔もできるんだ？」

　男が、言う。

　途と端たん、あかりは固まった。

　──百面相って!?

　顔が一気に熱くなる。

　オボを抱だく手に力がこもったのか、オボが苦しそうに「きゅきゅきゅ」と鳴いて、あかりの手から逃のがれて飛び下りる。

「ど……どこから見てたんですか？」

「どこって……そっちの茂みの陰かげ」

「じゃなくて、私がなにをしているところから見てたんですかっ」

「……それは『私には友だちがいなくっても、大丈夫』とか、あとは『泣いてなんかいない』って言ってたあたりの、少し前？」

「──あぱぱぱぱぱは」

　あかりは[image: 謎]なぞの悲鳴を上げて頭を抱え、その場にしゃがみ込んだ。

「きみ、友だちいないんだよね」

　男は、容よう赦しやない。

「いるわよ。お爺様に弟の忠ただ春はるに」

「それはたぶん家族だろう」

　あかりはしゃがんだまま地面に指で「の」の字を描かきだした。

「姫様にイツキマルに牛うし若わかにアヤメに……あととにかくたくさんいるわよ」

「姫様ってさっきから話している相手だよね？」

「う……」

　あかりは涙目になって男を見上げた。

「姿がまったく見えないんだけど。もしかしてきみの心のなかでだけのお友だちというやつなのかな？　つまり実際にはいない想像上の友だちっていうか。黄表紙のなかの人というか」

「違うもんっ。姫様はみんなの心にいるんです！　黄表紙のなかの人に留まらないんです！」

「はあ？」

　あかりはすくっと立ち上がると、ぶんぶんと両手を振り回して訴うつたえる。

「私の心のなかだけじゃなく、誰の心のなかにも姫様もイツキマルも牛若もアヤメも鬼おに夜や叉しや様もいるんです！」

「ひとり増えた……」

　心の友に、鬼夜叉追加。

「それだけじゃないもん、もっといるんです。私が本気出したらこんなもんじゃない。みんなの心の友だちが百人でも千人でもそれこそ汲くめども尽つきない泉のようにこんこんと湧わき上がり……」

　男が呆あきれた顔になる。

「その心のなかの姫様は、家族もいなくて、閉じ込められているのか？」

「え？　そ、そうよ。……陳ちん腐ぷな人物造形と思うかもしれないけど、でもでも、私のなかにちゃんと姫様の気持ちがおりてきて、私には、わかったのよ。だから……」

「で、そのお姫様にも友だちがひとりもいないのかな。きみみたいに」

「私のことは仕方ないけど──姫様のことは馬ば鹿かにしないでっ」

「自分のことは仕方ないって認めるのか。ここは『私にだって友だちはいる』と否定して欲しいところだ」

「それは……」

　言い返せないのが、つらい。

「まあ、いい。それより、ここは立ち入り禁止の場所なんだ。誰かに見つかる前にここから出ていかないと、危ないよ」

　そう言ってあかりへとすっと差しだされた男の手の甲こうに、血が滲にじんでいた。木の枝に引っかけでもしたのだろうか。思わずあかりは男の手に触ふれる。

「怪け我がしてる。水で傷を洗ったほうがいいかも」

「別にこのくらい……」

　男が目を瞬しばたたかせて言いよどんでいるあいだに、あかりは、引っ搔き傷の状態を見て、石や土が傷口に入り込んでいないことをたしかめる。次に、懐かい紙しを取りだして血を押さえた。

「ちいさな傷でも、痛いものは痛いじゃない。それに手当てをきちんとしないと、膿うんだりするから……。家に帰ったら軟なん膏こうはあるの？　ないようなら私のうちのお薬を持ってくるけど」

　返事がないので、ちらりと男の顔を仰あおぎ見る。男は驚おどろいたように目を丸くして、あかりのことを見つめていた。

「薬なら持ってる」

「そう？」

　傷口を覆おおっていた懐紙を引き剝はがす。

　血は、止まっている。

「さっきの話。きみには、その姫様の気持ちがわかるというの？」

　男が静かに尋たずねた。

「わかるわよ。いや……うん。ごめん。わか……ろうとしているの。私は黄表紙の作家になりたいから。赤本とか青本とか、そういうのを書きたいから。登場人物は私の分身だし、だからわかろうとしてる……の」

　後半の台詞せりふは尻しりつぼみになって、ごにょごにょと口のなかでちいさくなっていく。

「わかるのかもしれないな」

　一度は離はなれていったオボがまた戻もどってきて、あかりの足下にするするとすり寄っている。着物の裾にからみつくように身体からだのあちこちを押しつけて「きゅう」と鳴く。

「え……？」

　馬鹿にされ笑われる覚かく悟ごだったのに──男に肯こう定ていされ、あかりは、言葉を失う。

　男が、あかりの足下でぐるぐると回っているオボの首をつまんで持ち上げると、あかりへと手渡した。

「オボをきみに貸してあげるよ。なついたようだし」

「……そんな」

「可愛いだろう？」

　オボが男の台詞を聞いて「きゅ」と鳴いた。可愛らしさを精一杯表現するかのように、茶色くて大きな目を潤うるませて、ちいさな爪つめを立てて、あかりの胸元にしがみつく。

　引き離そうしても離れないオボの様子に、あかりの頰が緩んだ。

「うん。可愛い。……でも、困る。だってうちのお爺様は猫ねことか犬とか、そういうのは面めん倒どうみきれないから駄だ目めって言ってたし」

「大丈夫だ。オボは犬でも猫でもない。自分の面倒は自分で見る。邪じや魔まにはならない」

「そんな……」

「譲ゆずるとは言ってない。貸すだけだ。オボが見えているあいだは貸しておく。見えなくなったら返してくれればいい」

　見えなくなったらって、意味がわからない。

「駄目だよ。だってあなたが一緒に暮らしているんでしょう？　会えなくなったら、あなたも、この子も、きっと寂さびしくなる。ずっと側にいてくれる家族を手放しちゃ、駄目だよ」

　オボを抱きしめた手を、男へと差しだして告げる。

「自分が寂しいのに、人の心配までするなよ。子どものくせに生なま意い気きだ」

　男が、笑って、あかりの頭をさらりと撫でた。撫でてから、つぶやく。

「きみからは火の匂においがする……。だいたいここは結界があって誰も入れないようになっているんだ。入ってこられたのは、その火の匂いのせいかな。それともなにかの罠わな？」

「火？　え……あの」

　男が手をのばして、いきなりあかりの着物の裾を捲めくった。反射的にあかりは男の手を叩たたいて、振り払う。

「……な、なにするのよっ」

　あかりの驚きよう愕がくに合わせたようにオボがシャーッと男に向かって威い嚇かくの声を上げた。

　男が両手を軽く上げ困こん惑わくした顔でつぶやく。

「カシャの手紙を持ってきてくれたんだよね？　それ、古すぎて、触さわらないと読み取れない。触らせて」

「なに言ってるの。そんなもの持ってない」

　妙みように正々堂々とした痴ち漢かんだ。いっそ清すが々すがしいぐらいだ。なんだか憎にくめない。いやらしさがなくて、なにやら困ったような顔だからだろうか。

　──触らせないけどっ。

　男が首を傾かしげてあかりを見返した。

「オボはしばらく貸してあげる。オボもきみのことが僕ぼくより気に入ったみたいだし。きみにちゃんと友だちができたら、オボは賢かしこいから、気配を察して、きみのところから僕のところへと帰ってくる」

「さっきから、友だちいないって馬鹿にされてるようなんだけど……。春になったら私にだって友だちができる予定です。新しい学校にあがるから」

　むうっと頰を膨ふくらませてあかりが言った。

「馬鹿になんてしてないよ。僕だって友だちがいないもの」

「え……」

「……そうだな。新しい学校とやらで、友だちを作るといいよ。きみの空想の友だちごと、きみを好きになってくれる友だちが、きっといる。変わり者の、あかり──」

「そう……かな。そんな友だちがどこかにいるかな？　……って、あれ、なんで私の名前？」

　ざざざ……と風が吹く。

　風が男の髪を舞い上げ──男の姿はゆっくりと消えていく。

「噓うそ。……あなた……輪りん郭かくがどんどん消えていってる。夢？　これは夢なのかな。黄表紙を読んでるうちに寝ねちゃって、夢を見てるのかな」

　あかりは慌てて自身の腕うでを指先でつねり──「痛い。夢じゃないみたい」と、つぶやく。

「待ってよ。ねえ……だったらあなたが私の友だちになってよ」

　周囲の景色に溶とけ込んで、消失する男へと手をのばし、あかりがつづける。

「私、学校でも友だちを作るけど、あなたも私の友だちになってよ」

　あかりの声を聞いて、男が目を見張り──苦笑して──とうとう完全に姿を消した。

　あかりは、オボを抱いたままポカンと口を開け、頭ず上じようを見上げていた。
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　宝ほう寿じゆの国は、丸くのばした[image: 餠]もちの形をした島国だ。

　その中央に高い山脈が連つらなり、そこから扇おうぎの形で左右に川を従えて広がっているのが、宝寿国最大の都市『寿すつ都つ』である。

　あかりが、寿都の町はずれのすすき野原で、[image: 謎]なぞの美青年にオボを押しつけられてから、四ヶ月が経たっていた。

　この春、あかりは無事に女学校に入学した。

　学校では、すすき野原で宣言したように、友だちを作るために努力している。

　しかし、夏になった今もなかなかその努力は実を結ばないでいた。

「──ということを南なん蛮ばん寺じ興こう亡ぼうの書では書かれており」

　前に立ち熱弁をふるう先生の言葉がうまく頭に入ってこない。勉学の説明は、するすると耳のなかに潜もぐり込んだまま、頭のなかで霧きりみたいになって、蒸じよう発はつしていってしまう。

　人がふたり並んで学べる横長の机。正座して、教科書と筆記具を置いている。

　前から三番目という絶ぜつ妙みような場所があかりの席だ。

　先生の目を盗み、手習いで書き損じた反ほ古ごの紙の裏に「四し天てん王のう最弱の男」と書いてみる。次に「姫様」と書いて、それを丸で囲む。姫様から四天王最弱の男へと線を引っ張って、つなげる。

　最近、あかりが熱心に夢想している物語の登場人物たちの人物相関図である。

　実は、姫様含ふくめ登場人物たちのほとんどに、まだ、名前がない。

　姫様は、ある日、あかりのなかに『我われは天てん空くうの姫である』と名乗って居座った。とてもきれいで強くて、まっすぐで、人に裏切られることはあっても自分が誰だれかを裏切ることはない孤こ独どくな姫君だ。

　ぴったりの名前をつけてあげたくて、ずっとその名を探している。

　そろそろさすがに「姫様」と呼びかけるのではなく、ちゃんとした名前で呼んであげたいのだけれど。

　──なんだか、もにょっとする。

　袂たもとのなかでオボがくるくると暴れる動きに思考が中断されるのだと、最初は、思った。

「……かりちゃん、あかりちゃん」

　こそこそと名前を呼ばれ、それがオボの身じろぎではなく、隣となりに座る学友にトントンと何度か脇わきをつつかれていたのだと気づく。

「あかりちゃん、先生が次を読みなさいって」

　ささやかれて、はっとして教科書を取り上げた。

　弾はじかれたように大きく動いたせいで、オボが袂から転がり落ちた。「きゅーう」と抗こう議ぎの声を上げ、恨うらみがましい顔で見上げた。そのオボのしっぽが、たっぷりと墨ぼく汁じゆうを注そそいだ硯すずりに触ふれそうになり──。

「わ。オボ──。しっぽ。駄だ目め、それっ」

　咄とつ嗟さに手をだしてオボを抱かかえて立ち上がる。

　教科書が落下し、みんながしんとしてあかりを見上げる。正座してきちんと並んだ女の子たちのなかで、いきなり立ち上がり、[image: 謎]の動きを見せる自分。

　実は、オボの姿は彼女たちには一切見えていない。

　ゆえに、あかりのこの言動は周囲には奇き矯きようなふるまいにしか見えないのだ。

　やってしまった。またもや、やってしまった。

「……うん。またはじまったな。あかりくん、今回はなにがおりてきた」

　先生は慣れたものだ。

　真っ白な長いヒゲと、箒ほうきを逆さにしたみたいな白はく髪はつの先生は、以前は貴族階級の子息を教えていた教師だと聞いたことがある。どうしていま、町民たちの学校の先生になったかその理由は知らない。

　行ぎよう儀ぎ作さ法ほうに歴史に読み書き算盤そろばん。南蛮の言葉までも教えていたという老おいた教師は、あかりのことを鷹おう揚ように許してくれるような変わり者だった。

「今回は誰もおりてきてません。すみません」

　しゅんとうなだれてオボを袂に入れる。

「そうね。あかりちゃん、おりてきたーって言うときは、踊おどるものね。今回、踊ってなかったものね」

　隣に座る、やよいが、納なつ得とくしたようにつぶやいている。

「あかりくん、つまり今回のはただの居眠りかね」

「え……いや、そうじゃなくて」

　みんなには見えなくて自分にだけ見える[image: 謎]の動物のしっぽが硯の墨汁に浸ひたされそうになったので立ち上がりました、という説明をしていいものなのか。

「ああ、あれか。オボか」

　先生がヒゲをしごきながら、にやりと笑う。

　そう言う先生も、オボのことは見えない。何度か「ここにいるんです」と主張してみたが、最後には「医い療りよう所じよに行くか」と真顔で言われたので、あかりもそれ以上は説明するのをやめた。

　結局はオボは、あかりの心のなかの生き物ということでみんなが納得している。

「そうです。オボです。オボがおりてきたんですっ」

　とうとうあかりも、開き直る。

「あんまりあかりくんがオボオボと言って駆かけ回るから、儂わしも気になって調べてみた。文ぶん献けんを紐ひも解といてみるに、オボというのは異国の南西の地で伝わるあやかしの名前のようじゃな。死体の脳みそを喰くらうそうじゃ」

「え……」

　予想外のことを言われ、あかりは袂から顔を覗のぞかせたオボの可愛かわいい顔を凝ぎよう視しした。「きゅきゅきゅ」とオボが「食べないから食べないからね」というようにヒゲをヒクヒクさせてばたついている。

「先生、オボはそんな怖こわい生き物じゃありませんっ。金色の毛をして茶色の可愛い目をしてしっぽはふわふわで毛け触ざわりがよくてしゅるっとしていて素早くて賢かしこい生き物なんですっ」

　ここはオボのために断固抗議と拳こぶしを強く握にぎって言う。

「あかりちゃん……大丈夫？」

　やよいが、いたましいものを見る目をしてあかりを見上げる。あかりの着物の裾すそを、すがるように握りしめ、きゅっと引いた。あきらかに、脅おびえている。

　そして他のみんなも、遠巻きに──あかりのことを見守ってくれているのだ。

「だ、大丈夫」

　あまりにも心配そうに聞いてくるから、ひきつってそう応じた。これ以上主張すると、やよいが心配のあまり泣きだしそうな気がして、もうなにも言えない。

　みんながあかりのことを「空気が読めない」と言うが、あかりはこれでも精一杯周囲の気配を察して対応しているのである。

「先生、あやかしって本当にいるんですか？」

　やよいが、ちいさく挙手をして、おそるおそるという感じで質問をする。

「おらん。政府の中ちゆう枢すうには、天てん狗ぐの一族の末まつ裔えいが人のなかに紛まぎれているとか、悪あつ鬼きが人を化ばかすとか、いまだに一部の人間たちはそんな昔話を信じておるが、そんなものがいるわけはない」

「そうなんですか？　悪い鬼を討とう伐ばつした天狗の一族が貴族のなかにいるって、聞いたことがあるけど……」

　くるりと丸い目をしたこの学友は、いつでも、どんなことでも真剣だった。あかりのなかに物語が「おりてきた」ときに、あかりを現うつし世よに引き戻もどす作業にも常時真剣で──何度彼女に、授業中助けられたことか。

「今度、寿都を守護するために新しく寺院を建造される、阿あ闍じや梨りの秀しゆう徳とく様も天狗の末裔だってお芝しば居いでやってました」

　後ろの席で誰かが挙手をし、そう言った。

　あかりも秀徳の名前だけは聞いたことがある。

　いろいろな伝説がある阿闍梨だった。修行の結果、人という存在を超こえてしまったとか、天狗の末裔であるとか。

「秀徳様が天狗の血筋というのは、箔はくをつけるためにでっちあげた[image: 噂]うわさみたいですよ」

　みんなのまとめ役である級長のいづみが眼鏡めがねを押し上げて、首を傾かしげる。いづみの家は、寿都では一、二を争う織おり物もの問どん屋やだ。王族や貴族に絹きぬを献けん上じようしている家なので、国の政まつりごとや権力争いや醜しゆう聞ぶんなど、裏の情報収集に長たけている。

「いづみくんは物知りじゃのう。秀徳様は、徳を積んだ、力のある阿闍梨様だというだけじゃ。秀徳様に限らず、天狗の末裔だとか、神の血を引いているというのは、神社や寺院を守る者たちの説明でよく出てくるな。信しん仰こうする側にとって特別感が出てくるからじゃろう。それに芝居や黄き表びよう紙しの世界では、物ものの怪けや妖よう怪かいが出ないと、つまらない。物語なんぞすべて噓うそ事ごとじゃ」

「秀徳様は、お支払いがきれいなのでいまのところ上得意様です。金払いがよければ天狗でも人間でもどうでもいいですよね」

　きりっとした顔でいづみが言い放つ。

　商家の娘むすめらしい断言に、先生が噴ふきだした。

「えー、でもうちのお父さん、山奥で鬼に会ったことがあるって言ってましたよ」

「そうだ。うちのお婆ばあちゃんも、昔、サトリに会ったって言ってました」

　みんなが口々に、話しだす。

「言い伝えじゃ。妖怪なんぞおらん」

「そうかなあ。じゃあ幽ゆう霊れいはいるんですか？」

「先生、だったらお祓はらいは効力はないんですか？」

　難しい南蛮の歴史より、妖怪について話しているほうが楽しいせいか、みんなの脱だつ線せんが止まらない。

「秀徳様は、皇おう子じ様が祟たたられたときに霊から守りきったことで、王様に召めし上げられたってうちの母が言ってました。ということはお祓いは効果があるし、霊とか化け物はいるんですよね。なのに妖怪だけいないって変じゃないかしら」

　いづみが疑問を口にする。

「いづみくんは金払いがよければ妖怪でも人でも関係ないんだから、いてもいなくても変わらんだろうな。かく言う儂わしの祖父も、過去に、書物が好きな名のない妖怪に知恵を授けてもらったと言い張っておった。妖怪というより、物の怪じゃな。そういうのはもしかしたら、いるのかもしれん」

「えー、どっちなんですかー？」

　わーっと声を上げたみんなを「静かに」と叱しつ責せきし、先生がにやりと笑う。

「儂は見たことがないので妖怪も物の怪も信じない。もしも誰かが妖怪を見つけたら、儂のところに連れてきてくれ。神社には神様がいらっしゃるだろう。だが、妖怪などおらん。オボだ、カマイタチだという伝でん承しよう妖怪の類たぐいは、人の恐きよう怖ふ心しんが見せた幻まぼろしじゃろう。儂らは暗がりで怖いことがあると、それに妖怪の名前をつけるだけじゃ。妖怪は、いない」

　先生の話を、あかりは首を傾げながら聞く。

　──そんなこと言ったって、ここにオボがいるのに。

　オボもカマイタチもいないと言われても、あかりの目にはオボが見えているのだ。ということは天狗だって鬼だって、この世界にはいるかもしれない。

　みんなには見えないだけで──。

「うん、で、あかりくんはこの漢文を明日の朝までに百回書き取りしてくるように」

　タンッと教科書の所定の頁ページを指し示され、あかりは慌あわてて「はい」と小声でうなずいた。




　休きゆう憩けい時間になってから、あかりは、やよいに頭を下げる。

「教えてくれて、ありがとう」

「ううん。結局、あかりちゃん怒おこられちゃったし、ごめんね」

　やよいが、ふるふると頭を横に振る。頭の上でふたつに縛しばられた髪かみの房ふさも、ふさふさと揺ゆれる。なにかの耳みたいだなと思って、揺れる髪を見ていたら──。

「兎うさぎ。そうよ。兎。可愛いわよね、兎。兎姫ってどうかしら」

　姫様の名前の候補として、可愛い生き物の名前をつけるというのはどうかなと、思いついて口にする。

「どうかしらって言われても。なにが？」

「なにって……姫様よ。うーん」

　考え込み、途中まで書きかけていた反古紙の裏を食い入るように見る。「四天王最弱の男」から線を引っ張ってつないだ「姫様」のところに「兎姫」と書いてみて……。

「いや、ないか。兎は、ないか」

　筆を置いて「くううううう」と唸うなって頭を搔かきむしっていたら──。

「やよいちゃん、はじまっちゃったから、そっとしておきましょう。いまは休憩時間だから、おりてきてても大丈夫よ」

　いづみが、小声で、固まっているやよいの袖そでを引いた。

「そ、そうね」

　やよいが、机に突っ伏ぷし「兎姫、ないわよね～。ないわ～」とつぶやきつづけているあかりを見て、嘆たん息そくする。

「あかりちゃん、普通にしてたらいい子なのにね」

「でも、おりてきてるほうが見てて楽しいし、いいんじゃない」

「見せ物扱あつかいは、ちょっと」

　やよいは眉まゆを八の字に垂たれさせて、あかりを見ているが──当のあかりはすでに級友たちの視線など気にもとめず、妄もう想そうの世界へと旅立ったきりしばらく戻る気配もなかったのだった。




　授業を終えての帰り道、あかりはひとりで本日の反省をする。

　ひとり会議の脳内議題は「どうして私には友だちができないのか」だ。

「なにがいけないのかしら。まず、学校帰りに野菜を買って帰るようなところがまずいのかしら」

　同い年のみんなが帰りにお茶屋で寄り道しようと言っても、あかりは「夕飯の買い物をして帰るから」と断る。

　そこがいけないのだろうか。

　夏──棒のついた氷こおり菓が子しがあちこちの店で売られる季節だ。

　あまりにも暑いので、野菜のついでに氷菓子を買い食いしながらの帰宅途中。

「あと、思いついたときについ、踊りを踊るのがいけないのかしら」

　あかりは、黄表紙作家になるのが夢だ。赤本や青本をたくさん書いて、寿都の人たちを楽しませたい。赤本とは少女たちの心をときめかせる恋愛物の書物だ。青本は冒険活劇が主しゆ軸じくの物語本である。

　我ながら素敵なお話が思いついたとき、人は、たいてい踊りだすものではないのか？

「誰と話してても、登場人物が『おりてくる』と、登場人物のことに夢中になって、それまでお話ししていた相手との会話が嚙かみ合わなくなるのもいけないのかな」

　そういうときは「ただいま降こう臨りん中ちゆう」という看板を作って掲けい示じしたら、みんなも理解してくれるかしら？

「それともみんなには見えないオボが見えるからかしら」

　これに関しては[image: 謎]が深まるばかりだ。こんなに愛らしい生き物が見えないなんて、世間のみんなは損をしていると思う。

「困ったなあ。このままだと友だちができないかも……」

　いつもなら友だちがいなくても、そこまで気にはしなかった。

　でも、この学年では！

　なにせ「消えてなくなる」[image: 謎]の美青年と出会い「友だちを作る」と約束した。

　すすき野原の果てでの出来事のすべてが夢かと思ったのに、そうじゃなかった。

　つねれば痛かったし、なによりオボが懐ふところに残っていた。

　すぐに青年の姿をあちこち捜したけれど二度と現れることはなく、狐きつねにつままれるとは、こういうことかと思った。

　帰宅しておそるおそる祖父と弟にオボを見せたのに、ふたりにはオボの姿がまったく見えず、弟の忠ただ春はるには「お姉ちゃん、正気になって！」と肩かたをつかんで揺すぶられた。祖父にも「おまえまたおかしなことを」と悲しい目で見られたのだが──それに関しては、もう終わったことだ。

　──うまく取り繕つくろうのに大変だったけど。

　忠春が「お姉ちゃんを正気に戻すために」と、水すい行ぎようで願がん掛かけをすると言って、まだ冷たい滝たきに打たれにいこうとして、それを止めるのが大おお騒そう動どうだった。まだ十三歳なのに、姉のために滝に打たれるって、どういう決意だ。

　という騒ぎはさておき──あかりは、黄表紙の物語みたいだと思い「なにか」が起きるのではと、うきうきしていたのだ。




　氷を口に咥くわえて、ガリッと齧かじる。

　こめかみにキンと冷たさが染みて、その後にじわっと甘さが口のなかに広がる。

　齧った棒を口から引き抜いて「ん」と首を傾げる。

「棒になんか書いてある」

　たしかこの氷菓子、アタリって書いてあったら、もう一本、もらえるはず。

「やったー。文字が書いてるから、きっと」

　残りの氷をガリガリと齧って飲み込んで、棒に焼き印された文字を読んだ。

「──サイヨウ」

　アもタもリも書いていない。

　あかりは手にした棒をじーっと見つめて、再びつぶやく。

「サイヨウ？」
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「サイヨウですよ。サイヨウ。こんなところにいらしたんですね～」




　背後から、ゆったりとした声がした。

　いつのまにかそこに立っていた男が、ぽんとあかりの肩を叩たたく。

　振り返ったあかりに向かい、善人そうな笑顔を浮かべて、つづける。

「可愛いお嬢じようさんを即そく採用～」

　秀しゆう麗れいそうな整った顔立ちの男だった。宝寿の国では珍めずらしい、異国の紳しん士し服ふくを身に纏まとっている。

　黒い髪を後ろに撫なでつけ、銀ぎん縁ぶちの眼鏡。少し目め尻じりの垂れた甘い目元と、優しい笑顔が、春風みたいに穏おん和わな印象を与える。

「え？」

　男は、あかりの手をぎゅっと握り、引っ張って歩きだす。

「ちょっと待ってください。なんだか意味がわからな……」

　あかりが男の手を振り払うと、

「ぐわっ」

　男は道ばたに土つち煙けむりをあげて派は手でに転てん倒とうした。

　その場で、ずれた眼鏡をかけ直し、上半身を起こし、両足をしどけなく崩くずした「女座り」になって、あかりを見上げる。

「もう～。その棒にちゃんと書いてるでしょ。採用って。あなたは雲くも越こし家けのおぼっちゃまの話し相手としていままさしく採用されたんですよ～」

　間延びしているようにも感じられる、まったりとした口調が耳に残る。

　見た目だけはかっこいいのに──女座りとその口調で、かなり残念な人だ。

「雲越って……？」

　──すすき野原だった、あの場所に建った屋や敷しき？

　あかりは、オボを預あずかった翌日に[image: 謎]の男を捜さがしにすすき野原へと行ったのだ。

　でも不思議なことに、前日にはなかった柵さくが、野原を囲むように長く長くつづいていた。立ち入り禁止の看板が立てられ、しかもあちこちに屈くつ強きような男たちが見張りとして立っていて、あかりを追い払ったのだ。

　──材木問屋の橘たちばな屋やさんがあの土地を買って、雲越という人のために、すごく大きな屋敷を建てはじめたって[image: 噂]では聞いたけど……。

「橘屋さんが建てた家に、住んでいるっていう？」

「それですよ～。橘屋さんの、遠い親しん戚せきの、雲越のおぼっちゃまですよ～」

　その屋敷と、橘屋と、オボを預けてくれた男とのあいだになにかの関わりが？

　あかりは何度か、柵の向こうへと侵しん入にゆうを試みたが──どういうわけか、まったく乗り越こえられなかった。柵を越えてあちら側に飛び下りたつもりでいたら、またこちらに戻ったり。

　つまりはあそこは「不思議な場所」なのだ。

「でも……話し相手って言われても」

　あの場所には行きたいが、見ず知らずの人に「話し相手になってくれ」と言われても、困る。胡う散さんくさいことこのうえない。

「駄目ですか？　雲越家のぼっちゃんは、いつもひとりぼっちなんですよ。友だちもいないし、同じくらいの歳としの子が話し相手になってくれたらなあって、毎日、悲しそうにおっしゃるんですよ～。駄目ですか～？　駄目ですか～？」

　へなへなと横座りしたまま、男は涙なみだ目めになってあかりを見上げている。

「友だちがいないんですか……」

　身につまされる話だ。

　あかりは思わず同情し、立ち上がる気配のない男の側に屈かがみ込み、その手を取って、引き上げる。

　オボが袂の口から顔を出し、あかりを見つめて「きゅ」と鳴く。

「おじさんの手を取りましたね？」

　男の双そう眸ぼうが眼鏡の奥できらりと光った。

「おじさんの手を取ったっていうことは～、採用されることを決めたって意味ですよ。いまさら違ちがうなんて言わせない～。きみ……いい子だなあ。おじさん、すっごい感動しましたよ～。おじさん、きみのこと、幸せにしたいかもしれない～」

　しゃきんと立ち上がり、あかりの手を両手で握りしめてぐいと顔を近づける。

　それは、ちょっと、どうだろう？

「だって氷菓子の棒にサイヨウって書いてあったし！　信じるしかないでしょ。ねねねねね」

　駄目押しされて、あかりは怯ひるんだ。

　信じるか信じないかというより、男の得体が知れなすぎて、信じたくない。

　それでいて、あの場所にもう一度、行きたいという気持ちはあった。

　屋敷が建ったとしても、あの、大きな木のある場所はそのままのような気もする。

　そこに行ったらまたあの人と出会えるかも。

「だーっ。駄目だ。おめぇは誰のことも、幸せにすんなっ」

　と──唐とう突とつにまた横から人が吹っ飛んでくる。

　どだだだだと土つち埃ぼこりをあげて駆け寄ってきた男が、眼鏡男をどついた。

　眼鏡男は再び転倒する。

「余計なこと言うなっ。おめぇは心底使えねぇよなっ」

「あなたは？」

「俺か？　俺は白びやく夜や。誰が呼んだか知らないが、人呼んで『カマイタチの白夜』とは俺のこと。背中の太た刀ちは伊だ達てじゃねぇぜ。俺に触ったら怪け我がするぜ！」

　粋いきな着流し姿の背中に太刀を背負い、男が名乗る。

　白い歯と、切れ長の双眸が颯さつ爽そうと光った。

「白夜さん、考えましたね～。誰も呼んでくれないから、自分で名乗って『カマイタチの白夜』の通り名を普ふ及きゆうさせる作戦ですね～」

　女座りになった状態で、眼鏡男がぱちぱちと拍はく手しゆをした。

「う、うるせーっ。余計なこと言うなっ」

　大声に驚おどろいて見ていたら、白夜は「ふ」と笑って髪をかき上げた。

「お嬢さん、俺に惚ほれると火傷やけどをするぜ？」

「……惚れません」

　思わず片手を挙げて即答した。

　──惚れないわよ。こんな変で、怖そうな人。

「な……なんだと。まあ、お嬢さんにはまだ早いかな。俺のおとなの魅力はなっ。熱く危険な恋がしたくなったら、俺に聞きな！」

「聞きません」

　反射的に即座に否定。

　白夜は、あかりを見下ろし、笑って告げた。

「お嬢さん、あんた、いい目をしてやがる」

「してません」

　あかりは白夜を無視して、眼鏡男を立ち上がらせた。




　おかしいし、この話には乗るべきでないと思った。

　なのにあかりは、眼鏡男と白夜に連れられて、屋敷へと向かうことになった。

　──だって、すすき野原だった場所に行きたいんですもの。

　あかり以外には見えないオボを渡してくれた青年と、その[image: 謎]を探りたかったのだ。

「私はうちの仕事を手伝ってるので、あまり長居はできないです。夕飯を作る時間までには帰ります。あと学校がお休みの日は、繕い物をしたり掃そう除じをしたりとまとめて働いているので、出かけられないです。それでもいいですか？」

「いいですよ～。なんでもいいですよ～」

　──なんでもいいの!?

「ひゃあ～」

　眼鏡男が、つまずくようなものがない路面で急に転倒する。

　咄嗟に手を差しだすと、眼鏡男は潤うるんだ目で見上げて、あかりの手を握る。

　こんなに転んでばかりのおとなに悪人はいないような気がする。

「なんでそんなに転ぶんですか？」

　三度目の転倒時にさすがに疑問を口にした。

「それがわかったら、転ばないですよ～。どうしてこんなに転ぶんでしょうね～」

「その眼鏡、もしかして合ってないんじゃないですか？　よく見えてないとか」

「そうかな～」

　眼鏡を外はずして、じっと眺ながめていたら──頭ず上じようから鴉からすの糞ふんが落ちてきて眼鏡に直撃した。

「あ……、ああああ」

　眼鏡を外した眼鏡男の絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

　さすがにあかりも絶ぜつ句くする。

　──なんという不幸体質!?

　かわいそうになって取りだした懐かい紙しで眼鏡を拭ふいてきれいにしてから「はい」と手渡す。男は涙目で眼鏡をかけた。

　眼鏡男は、独特の、のらりくらりとした話術でもって、自然とあかりから名前や歳や住まいを聞きだした。見知らぬ男にそんなことをたやすく教えるなんて危機感がないんじゃないのかと、傍かたわらで聞いていた白夜に突っ込まれたぐらいだ。

　しかし──ここまで情けないおとなの男には正直もう同情しか浮かばなくなっていた。

「私のことはカミと呼んでください」

　眼鏡男がくいっと眼鏡を押し上げて言う。

「カミさん？」

「それはちょっと、奥さんみたいな感じに聞こえるので、カの部分を力強くして、尻下がりに、呼び捨てにしてください。さんはつけないで」

「え……でも」

「私ごときにさんづけをされると、私はあかりさんのことを、あかり様と呼んで[image: 這]はいつくばってそれだけでは不足なのであなたの足に踏ふみにじられたくなるのですがもしそれでもいいのでしたらどうぞ」

　爽さわやかな笑顔で、ひと息に、耳が拒きよ否ひするようなことを言われたので、あかりは自動的に拒きよ絶ぜつした。

「嫌いやです」

「ですよね。じゃあ、カミと呼んでくださいね！」

　問答無用か。

「で、雲越のおぼっちゃまは、ソラさんって言うんですよ」

「空？」

「あー、そうですけどちょっと違う。いま、あかりさんが思ったのって漢字の『空』だったでしょうけど、そうじゃなくてソラなんです」

「わかりづらいわ……」

「わかれよ」

　白夜が返す。

「わからせてくださいよ」

「んだと。やんのかっ」

「……白夜とあかりさんって、息がぴったりですね～」

「ぴったりじゃないわよっ」

　と、あかりが言ったのとほぼ同時に白夜も「ぴったりじゃねーよ」と怒ど鳴なり返す。

「ほら」

　にっこりと眼鏡男が笑顔になった。白夜とあかりは「む」と口をへの字にして顔を見合わせる。

　先に笑ったのは、あかりだった。

「そうかもね。息がぴったりかもね」

　だってたしかに同時に同じことを言ったわけだし。

　白夜にそう笑いかけると、白夜は、口をあんぐりと開けてあかりを見返してから、照てれた顔になってそっぽを向いた。

「ま、まあな。俺様にかかれば、なんだって、ぴったりなんだ」

「意味がわからないですね～」

　カミが言い返し、白夜が目をむいて怒鳴る。

「うっせーっ」

　──こっちの人は、怒ってばかりで怖いわりに、中身は単純でいい人かもね。

　白夜の性格をそう結論づけ、あかりは、カミに話しかける。

「ソラさんて、どんな人なんですか？」

　オボがあかりの袂から鼻だけを覗のぞかせてひくひくさせている。

「ソラさんはいい人なんですよ～。私ね、みんなに嫌きらわれてて、あと、いつもすごくお金がなくて、だからたいていお腹なかがすいて倒たおれてるんですけど」

　ひどい境きよう遇ぐうで、ひどい自己紹しよう介かいだ。

「ソラさんだけは、私のことを、おうちに招まねいてくれるんですよ～。私ね、おまえがいると不幸になるとか、おまえはいい奴やつだけどどうしても友だちにはなれないとか、うちに来るなとか、こっち見るなとか、そんな仕打ちばっかりなんです。でもソラさんは週に三日まではうちに来ていいって許してくれて～」

「週に三日まで……」

「それに～、三時間に一回はソラさんのこと見てもいいって言うんですよ。そんなこと言われたのはじめてなんですよ～。すごいことですよ～」

「それって、いい人なのかな？」

「いい人ですよ～。ソラさんは私と同じ種類なのに、いろいろと崇あがめられてて、たくさんのものを持ってるんですよ。それで出てきたら危ないからって、引きこもるように運命づけられてて、まあ最初は引きこもってたんですが～」

　崇められている、引きこもり？

　どちらにしろカミと「同じ種類」ということは、似たような残念な人なのでは。

「ソラさんは人への思いやりに[image: 溢]あふれているんですよ～。病弱で出歩けないから、話し相手が欲しい、年代の近しい相手が欲しいって、探してたんですよ。それで、あかりさんに採用の棒が当たって～」

　引きこもりにも病弱っていう理由があれば、ちょっと安心かもしれない。

「そうなんですか。あの棒って、ソラさんが命じて作らせたんですか？」

「そうですよ～。すごいでしょう？　ソラさんは～、見た目もすっごいかっこいいんですよ～。少し前に理由があって髪を切ったんですけど、そうしたら髪の毛がなんかふわっふわになっちゃって、生まれたての獅し子しの子とか、そんな感じになって、頭を撫でたくてたまらなくなること請うけ合いですよ～」

　請け合われても？

「……何歳さいなんですか？」

「髪切ったら幼おさなくなっちゃったんで、いまは推すい定てい年ねん齢れい十七歳って感じですよ～」

「推定？」

　ソラについて話しながら歩き、屋敷に着いた。

　物々しい護ご衛えいが守る門を避さけ、人のいない場所へと移動すると、白夜が塀へいを先によじのぼった。次にあかりたちへと縄なわ梯ばし子ごを下ろし、のぼるようにと言われる。

「ここをのぼるの？」

「見つからないように、早く」

　うながされ、慌ててみんなでよじのぼる。

「なんでこんなところから入るんですか？」

　塀を降りてから、カミに尋たずねる。

「ソラさんは身体からだが弱いから、雲越家の主人にお客様を禁止されているんです。あと、私たちがここの衛兵に嫌われているんですよ～。私たちを見かけたら、衛兵たちが追いかけてくるんです～」

　それって不法侵入なのでは？

「あかりさんも今後はここから入ってくださいね」

　にっこりと言われ──あかりは引き受けたことを後こう悔かいしたのだった。




　降り立った屋敷のなかは──不思議なことに無人だ。

　かぐわしい香こうが焚たかれた屋内は、門の外とは空気の色ですら違っているように感じられる。

「……こないだまでなにもなかったのに、なんでこんな立派なお屋敷が建ってるの？」

　想像していたより広く、立派な屋敷である。つい四ヶ月前まで野原だったとは思えない。

　あかりが驚くと、白夜が「よくある、よくある」と受け流した。

「突とつ貫かん工事で手抜き工事ってやつだぜ。たいしたもんだろう？」

　手抜き自じ慢まんかっ。

「ソラさん～、戻って参りました～。あかりお嬢様と、凶きよう暴ぼうな役立たずを一種類連れてきましたよ～」

「それ、もしかして俺のことだったら倒すぞ、こらぁっ」

　と言ったと同時に白夜がカミに足を引っかけて転倒させた。

　おもしろいぐらいにたやすくカミは倒れ、けたたましい音をたてて、廊ろう下かを前のめりに滑すべっていく。

「ひゃあああああああああ」

　カミの悲鳴がしんとした空気を切り裂さいた。

「きゅ」

　オボが、袂から顔を覗かせちいさく鳴いた。

　ちらっとオボを見た白夜が、舌打ちをしてオボを叱しかりつける。

「おまえもな、ちったぁ自力で歩けよ。そんなところに入ってねぇでよ。足が退化すっぞ。足が！」

「え。見えるんですか？」

　あかりは、オボを怒った白夜を見て、目を丸くした。

　オボを譲ゆずられてから、はじめて、自分以外にオボを見ることができる人物と巡めぐり合ったのだ。

「んあ？　オボだろ？　当たり前だろ。俺様はカマイタチの白夜だぜ。なんだってお見通し……って、おい、引っ張るな！」

　あかりが白夜の袖を引いて、真顔で尋たずねる。

「すみません。じゃあオボについて詳くわしいんですよね？　教えて欲しいことが」

「ん？　おお。なんでも聞け。この俺が答えてやらあ」

「なんで見えるんですかっ」

「なんでって……んなもん見えるからだ」

　あっさりそう答えられ、困こん惑わくする。見えるから、見えるんだと言われても。

「ええと……じゃあ、この子のこと詳しく教えてください。この子はいったいなんていう生き物なんですか？　なにを食べるんですか？　預あずかってからずっと、ご飯あげてもなにも食べなくて。でも[image: 膄]やせてく様子はないから、こっそりどこかでなにかを食べてるのかなって思って」

「聞きたいって、そいつの好物についてか？」

「だってお腹すかせたらかわいそうだし」

　いや、もちろんなにを食べるかも知りたかったが──それ以上にオボの正体が問題だ。

「オボがなに食べてるのか、おめぇ、知らねぇのか」

　呆あきれた声で白夜が言う。

　微妙に論点がずれている。

　訂てい正せいしようと口を開いたとき──。

「待っていたよ。遠いところをよく来てくれた」

　と──襖ふすまが開き、ひとりの少年が天てん真しん爛らん漫まんな笑顔でそう言った。

「ソラさん～。ひどいんです。ひどいんですよ。白夜が私のことを蹴けるんです。バーンって蹴りましたよ～？　私なにも悪いことしてないですよ～」

　廊下に伏していたカミがそのままずりずりと[image: 這]いずって、少年──ソラの足下にすがりつく。

「それは──大変だったね。ごめんね。厄やつ介かいな仕事を頼んで」

　ソラが優しくカミの頭を撫でた。








[image: ]









　あかりはひとめで、ソラの笑顔に魅み了りようされた。お日様の明るさと、あたたかさに似たものが、ソラから[image: 溢]れている。

　光を受けてきらきらと透すけて輝かがやく茶色の髪はふわふわで、毛先が好きな方向に跳ねている。手のこんだ刺し繡しゆうで縁取られた絹の衣い装しようは、どういうわけか帯が斜ななめに巻かれ、着物の合わせが緩ゆるんでいる。

　跳ねた髪と、いまにも解ほどけそうな帯が、だらしなさではなく愛あい嬌きように見えるのは、容姿の良さと、発散される陽ようの気配ゆえだろう。

「誰が役立たずだよっ。触るもの皆傷つける凶器みたいな俺様に向かってなんだよっ」

　カミが弱々しい口調で吐はいた嘆なげきに、白夜が拳を握りしめて文句を言う。

「ひいいいいいいっ」

　ぶるぶると震ふるえるカミを両手を開いて背中に庇かばい──ソラが挑いどんだ。

　きりっとした目で、叫さけぶ。

「白夜、それ以上カミを虐いじめたら、僕はいますぐ泣くからな！」

　いさましいが、言っている内容はとても弱い。

　泣くのか!?　

「はあ？」

「僕の泣き顔を見たいか？」

「いや……なんか後味悪そうだから、いいです」

　白夜が、引いた。

「……なるほど。泣き落としというのはとても効果的な技みたいだね。本で読んだとおりだ。白夜が言うことを聞いてくれるなんて」

　ぐっと唇くちびるを嚙みしめて納得している。

「泣き落としはそういうんじゃないと思う」

　突っ込まざるを得ない。

「そうなの？」

　ソラがきょとんとしてあかりを見た。

　金がかった茶の髪が、思わず、撫でてあげたい感じにふわふわと揺れている。

「本当だ。可愛い」

　あかりの口から勝手に言葉が零こぼれた。

　──帯がずるっずるなのは気になるけど。

　ついでにあかりの脳内に、天てん啓けいが舞い降りた。

　──来たわ。来たわ来たわ来たわ！　おりてきたわ。その名前は、ソラ！　ずっと思い描えがいて悩なやんでいた四天王のうちのひとりの造形が、いま！　これよ。これだわ。病弱で優しくてでも責任感に[image: 溢]れて家け来らい想いで可愛らしくて……しかしそう見せかけて実はちょっぴり性格が悪くて陰いん険けんなところがあるのよ。来たわこれよ。

　あかりは華か麗れいな舞いを踊った。

「なんか[image: 謎]の踊りを踊ってるなにこれ」

　白夜がつぶやく。

　天てん井じように向かって両手を上げて叫ぶあかりを、誰も止められない。

　浮かんだのだ！

「くくく……。ソラは我ら四天王のなかでも最弱。気配り上じよう手ずとして知られている。得意技は泣き落とし。見よこの奥おう義ぎ──家来のかわりに土下座流水剣。流れる水のごとく土下座をするのは、四天王、南方を守るソラのみ！」

　取り憑ついたものが消えないうちにと、あかりは、懐から紙を取りだしてちいさくなった炭で思いついたものを書きしるす。

　その場に座り込んで「ふふ、我が土下座流水剣の切れ味を思い知ったか。いたたまれないだろう？」などと、[image: 謎]の笑顔で一心不乱に書いている。

「たしかに──いたたまれないな」

「四天王なのに土下座が奥義」

「流れる水のように土下座」

「しかしそう見せかけて性格が悪くて陰険？」

「嫌だそんな四天王」

　白夜とカミが、ぼそぼそと突っ込んでいる。

　豹ひよう変へんしたあかりに、ソラは絶句している。

「ソラさん～？　なんか……よかったんでしょうか、あかりさんをこちらにお連れして～？　採用の棒を持っていらしたからお連れしたんですけど～」

　カミがもじもじと左右の指を組み合わせて、あかりとソラとを交互に見て泣き顔になった。

　ソラは黙だまってうつむいた。

「ソラさん～？」

　が──うつむいたソラは、すぐに、くすくすと声を上げて笑いだした。

「退屈を紛らわせる話し相手として、これほど最適な人はいないと思うよ。ありがとう、連れてきてくれて」

　ソラはすたすたとあかりの前に行き、屈み込んであかりの手元を覗く。

「他の四天王はどんな性格なの？」

「東と西はすっごく強いんですけど性格が悪いんです。北は意外といい奴で涙脆もろいの。仁義に[image: 溢]れているんですよね。北と南は仲良しで、北は南のことが大好きなんです。南が病弱だから気にかけてて」

「ふうん」

「……って。わ。あぱぱぱぱ。わ、私、考えてたこと口から出してしまってました？」

「うん。いろいろ口から出てた」

　ソラが顔を近づけてきて額ひたいが当たったため、あかりがやっと現実世界に戻ってくる。

　すぐ近くにソラの漆しつ黒こくの、双眸。

　あかりは尻[image: 餠]をついて、尻だけで後ずさった。

　だが、書きしるした紙と筆記具はしっかり手に持っている。これはあかりには、命より大事なものだから。

　オボが袂からストンと降り──ひくひくと鼻を動かして、ソラの着物に取りすがる。

「あ……オボ」

　ソラはオボには気づくことなく、あかりだけを見ている。

　──でも、あれ？　この人の目、似てるわ。

　オボがソラに無視されても必死で取りすがっている様子を見て、あかりは、ソラと、かつてオボをあかりに預けた青年との類似に気づく。

　あかりはソラの顔を凝視して、首を傾げる。

「もしかして前にお会いしたことがありますか？　……でも髪の色も違うし、年齢も違う気が。あの……お兄さんか、もしくはよく似た年上の親戚の方がいらっしゃいませんか？　すごく似た人に会ったんですけど」

「僕と？　会ったことがあるような気がするの？」

「その真っ黒な目がすごく似ている人と会ったことがあって。──もう一度会いたいと捜していて」

「へえ～。もう一度会いたいんだ？」

　ソラはゆっくりと笑みを深め、近づいて、あかりの手を握りしめた。

　あかりだけを見つめたソラは、愛あい玩がん系けいだった印象を、一いつ瞬しゆんだけ変へん貌ぼうさせる。獲え物ものを見つけ、挑む直前の肉食の獣けものの目。

「……会ったら次はしっかりと平手をくらわせたいなって」

　[image: 謎]の青年がオボを預けてくれたのには感謝している。

　が、友だちがいないことを馬鹿にしたし、いきなり着物の裾を捲めくろうとしたしで、一回、しっかりと怒ってやりたい気持ちで一いつ杯ぱいだ。

「平手？　ああ～、その、残念ながら、僕には兄も年上の親戚もいないです」

　ソラが浮かべた危ない光は目の奥から消えて──優しげな、人なつこい犬みたいな、従順で甘い目元に戻る。

「それはさておき……カミからもお話ししてると思うんですが、僕からもお願いです。これから毎日、僕のうちに話し相手として来てください。お給きゆう金きんははずみます。僕を楽しませてくれますね？」

「え……あの」

　それはありがたい話だ。

　あかりの家は特に裕福というわけではない。

　祖父は腕うでのいい鍛か冶じ職人ではあるが、その稼かせぎだけでは弟と自分をもっと上の学校までいかせるには不足だろうとは、あかりにもわかることであった。

　──私はいつか黄表紙作家になって稼かせげばいいとして、弟の忠春は医者になりたいっていう夢があるんだし。

「駄目……なんですか？」

　ソラがしゅんとうなだれた顔になって、眉尻を下げ、悲しげに言う。

　母性本能を刺激するような、切ない顔だ。

「僕は医師に外に出るなと命じられていて、ずっとここでひとりで過ごしているんです。友だちもいなくて──誰か外の世界のお話を聞かせてくれたらなあって。でも……そうですよね。僕みたいな泣き虫で最弱で土下座しか取り柄えのない男となんて、友だちにはなりたくないですよね」

　あかりが思いついた「土下座」の設定を巧たくみに会話に盛り入れた。この男、できる。

「そそそんなことないわっ」

「じゃあ友だちになってくれますか？」

「もちろん！」

　気がついたときには、あかりは、ぶんぶんとうなずいていたのだった。
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　翌日の放課後──取るものもとりあえず急いで、あかりは、ソラのもとへと走った。

　毎回、縄なわ梯ばし子ごを使うのは大変だろうからと、塀へいの下の地面を深くくり抜いて、屋や敷しきへとつながる通路を作ってくれていた。

　衛えい兵へいの目を盗むのは気が引けたが、ひとりぼっちで話し相手もいないで寝てばかりいるのは退たい屈くつだと悲しい顔をしたソラのことを思うと、やむなしだ。

　ソラは奥の間で寝ていることが多いから、勝手に入って、奥まで来てくれていいと言われていて──。

　それでもいちおう声をかけると、ソラが襖ふすまを開けてくれる。

「よく来てくれた、あかりさん」

「こんにちは。……はあああああっ！　赤あか鳥とり先生の新しい赤本が」

　ソラの後ろに大好きな黄き表びよう紙し作家の本を見つけ、あかりの挨あい拶さつは途中で[image: 謎]なぞの気合いに満ちたものになる。

「読む？」

「読みます読みま……せん」

　飛びついて本を手にしてから──いや、だけど話し相手として雇こ用ようされたのだから、読書に熱中してはいけないのではと我われに返った。

「どっち？」

　ソラが小首を傾かしげた。

「読みません。お話をします」

　きっぱりと言って──でも手は本の上に置く。好きな本に触ふれているだけで嬉うれしいのだ。

「じゃあ音読して。あかりさんが読んでくれるのを僕ぼくが聞くから」

　ソラがそう言って、座るあかりの膝ひざの上に頭を載のせた。

　話をするって言ってるのに、無視か？

　──しかもいきなり膝ひざ枕まくら!?

　衝しよう撃げきにあかりの全身が固まる。

「……もしかして重い？」

「重くはないですが」

「なんだ。僕の頭ってたいして中身が入ってないみたいだね。がっかり」

　かすれた声でそう言って、横を向く。

　──重いって言って、おろせばよかった！

　気づいてももう後の祭りだ。

　ソラが頭を動かすと、跳はねた髪かみの束がふわふわと揺ゆれる。寝ね癖ぐせみたいな、動物の柔やわらかいうぶ毛みたいなそれが自分の膝の上にあるのを見ると、撫なでたくなって、手がうずうずする。

　それに、ソラからは、いい匂においがした。

　──なにこの可愛かわいい（推定）十七歳さい男子!?

　背だってあかりより高いし、歳としも上だし、ちゃんと男の子なのに。

　無む駄だに顔が整っていて保護欲をそそる生き物め！

　うずうずする手を必死で押しとどめ、仕方ないから、袂たもとのなかのオボをよしよしと撫でさする。

　が、オボは寝ねていたのをあかりの手で起こされ、不服そうにして袂から抜けでてしまった。

「そういえば今日はカミと白びやく夜やさんは？」

「白夜は出かけてます。カミは、たぶん台所の片かた隅すみかなあ」

　白夜がいたらオボについて聞きたかったのに残念だ。

「片隅？」

「カミは隅っこが好きなんですよ」

　言われてみれば、カミは、道を歩くときですら、できるだけ端はしを選んで歩いていた。

「赤鳥先生の本は？」

「え……はい」

　そうだ。大好きな赤鳥先生の本を……と開きかけたところで、あかりは、絶句した。

　──そうよね。赤鳥先生は恋愛本の大たい家かだから～。

　いきなり、最初から、燃え上がる愛についての描びよう写しやがてんこ盛り。

　──これを、ソラさんを膝枕して音読するのか!?

「わ、私はひとめで恋に落ちたのです。そう、それは……」

　出だしはいい。いいが、序章のところでいきなりいろいろと恥はずかしい台詞せりふが連なり、さらに中ちゆう盤ばんでは怒ど濤とうの展開で激しさを増し──という赤鳥先生の本を、音読しつづけるのは……。

「ひとめ惚ぼれのお話か～。あかりさん、ひとめ惚れってしたことある？」

「ないですね」

「……ないんだ。そうなんだ」

　ソラがどうしてか落らく胆たんした口調になった。

「ソラさんは？」

「僕は……あるような、気がする」

　ソラはあかりの顔を下から覗のぞき込むようにして見つめ、低い声こわ音ねでささやいた。

　いつもなら本を手にしたらすぐに没ぼつ頭とうできるのだが──ソラに膝枕をしていると、目が泳ぐ。

「気のせいじゃないんですか？」

　ソラを意識しないようにと、本に集中して応じる。

「あかりさんにそう言われたくないっ」

「なんで？」

「なんでって……」

　──なんだかこれは不本意だわ！

　ソラに膝枕をしていると思うから、身体からだが固まったり、声が裏返ったりするのだ。せっかくの読書なのだ。ここは無心で本を読もう、それしかない。

「ソラさん……。黙だまって聞いていてください」

　そう告げて、あかりは、一気に読書の高みへと駆かけのぼったのである。




　そして、読了後──あかりは、ため息をついて書を閉じた。

「ふう～。泣けましたね。そして燃えましたね」

　だが──はじめは羞しゆう恥ちを、そして最後には感動と高こう揚ようとを運んだ音読作業の最中に、ソラはすやすやと眠ってしまっていた。

「ソラ……さん？」

「うん。あ……ごめん。ちゃんと聞いてたよ。聞いてたから」

「目をつぶってましたよねっ」

　あかりの脳内を瞬時にさまざまな罵ば倒とうが駆かけ巡めぐった。つまり赤鳥作品を読んでいる途中で眠るとはなんという不ふ埒らちなふるまいであり、その世界を無視して睡すい魔まに襲おそわれるなど人間として最低の行こう為いである。

　この良さを理解できないならいますぐそこに正座して我わが鉄てつ[image: 槌]ついを受けよぐらいの勢いで瞬間的に逆上するあかりだ。

　──赤鳥本を音読されて眠る男なんて説教してやるわ！

　ふるふると怒いかりに震ふるえ、口を開けかけたとき──。

「目を閉じて聞いてた。あかりさんの『そんなふうに優しくされると、わっちは、もう……』っていうのとか『修しゆう三ぞうの熱い吐と息いきでわっちの肌はだは溶とけ、愛の焰ほのおが心を焼き尽つくした。もう死んでもいい』とか、ちゃんと聞いた」

　前ぜん言げん撤てつ回かい。むしろ寝てていいです！

　しかもソラの声はとても甘くて、いい声なのだ。

　さらにあかりの目から見ても色っぽい目つきで、あかりの顔を見上げてささやくのだ。

　読んでいるときは作品の世界に没ぼつ入にゆうしたので羞恥はなかったが、冷静になってからソラに指摘されると、言葉にして人に聞かせたくなかったかもしれない台詞がたくさん……あった……ような。

「そんなふうに見ないでください」

　耳まで熱くなって、心臓がどきどきと早はや鐘がねのように鳴りはじめる。

「どうして？」

　ソラが膝枕されたまま手をのばし、あかりの頰ほおにそっと触れる。

「……鼻の穴、見ないでくださいっ」

　そうやって下から見られているということは、視線の先は鼻の穴ですよね？

「そんなところ見てないよっ」

　即そく答とう。

　ソラがあかりの膝から頭を上げ、起きる。

　片膝を立てて座ったソラは、自分の髪の毛をくしゃりと搔かきむしり、苦笑してあかりを見つめる。

　──あれ、なんだか雰ふん囲い気きが違ちがう？

　今日もソラの着物の帯は、ずれて、緩ゆるんでいる。無防備な座り方のせいで、着物の合わせ目がさらにはだけ、足が見えた。ちらりと覗く臑すねや、足首が、あかりの目に[image: 灼]やきつく。自分のものとは違う、男の足だった。

　まばらに散った前髪の隙すき間まからこちらを見み透すかす双そう眸ぼうが強く光っていた。

「あかりさん、僕のことからかって楽しいですか？」

　ささやく声は、低く、甘い。

　吸いつけられたように視線が離はなせない。ソラは、あかりを凝ぎよう視ししたまま、ゆっくりとにじり寄ってきた。

　ソラの手が、正座したあかりのつま先に触れる。触れた箇か所しよから、じわりと熱が[image: 這]はい上がってくる。思わず身じろぐと、膝が崩くずれ、着物の裾すそがはらりと捲めくれた。

「な……にするんですかっ」

　あかりの声が裏返る。

「なにって……着物の裾が、ね。捲れてるのはよくないなあって」

　くすっと笑って、ソラが言った。

　捲れて、裏地の赤が覗いたあかりの着物の裾を、ソラが直してくれる。

　きれいな指の動く様を見て、あかりの耳が燃えるように熱くなる。

　──なんだかやたらに恥ずかしい。

　ソラの挙きよ動どうを変に意識してしまった。赤鳥本音読効果だろうか。一瞬、ソラがとてもおとなっぽく見えた。あかりの着物の裾を、いましも捲まくり上げようとしているように、感じられたのだ。

　ソラは、あらためてちょこんと正座をしてあかりの前に座った。

「……あかりさんは、一度、うちに帰ってから僕のところに来てくれているんですよね？　学校帰りにそのまま来てくれたら、もっと早くに会えるんだよね？　もしよかったら……」

　ソラが跳ねた毛をふわふわさせて言う。

「ごめんなさい。弟におやつを用意したり、朝に干しておいた洗せん濯たく物ものを取り込んだりしてから来てるんで」

　祖父には、ソラのもとに来ることを秘密にしている。学校から帰ってから、友だちのところに行ってくると言ってでてきた。

　学校の友だちのところに行っていると思われているはず。

　そもそも、学校には、あかりの友だちがいないなんて祖父は知らないはず。

　──内緒にしなくても大丈夫かもしれないけど、もしも駄だ目めだって言われたら、来られなくなってしまうから。

　祖父と弟に噓うそをついてでてくるのは、実は心にチクチクと痛い。

　給きゆう金きんがもらえるというのも引き受けた要よう因いんだが、なにより──ソラともっと話してみたかったのだと、こうやって側にいると実感する。

「えらいなあ。家の仕事もしているんだ……」

　ソラの表情が曇くもる。

「それに比べて僕は……毎日、寝てるか黄表紙を読んでいるかぐらいで」

　病弱だというのは本当のことらしく、あかりが訪れるまで床とこについていたようだ。

　作り物みたいに整った顔で、弱々しげに言う。

「ソラさんはたくさん読んでいるんですよね。おもしろかったお話を私に貸してくれますか？」

　慰なぐさめるのもなんだか違うし、うまい言葉が思いつかないから、そう聞いた。

「もちろん。そうだ。うちの黄表紙部屋、きっと、あかりさんは気に入ると思うな。見ませんか？」

「黄表紙部屋？　そんな素敵なものが！」

　声が少し上ずった、黄表紙の山が積み上がっているところを想像すると、心臓があり得ない速度でどきどきしはじめた。

「見せていただいていいんですかっ」

　がっと前に乗りだして訴うつたえると、ソラが勢いに飲まれたように後ずさってから「……もちろん」と応じる。

　立ち上がって、ソラが先に歩く。

　後ろをついていくと、頭頂部でちょこんと跳ねた髪が、歩くのに合わせて、ふわっふわっと揺れている。

　見ていると、指がわきわきと変な感じに意識される。

　──ううう。なんだかあの髪、撫でて、ちゃんとしてあげたいっ。

　ちょっとだけ、毛が跳ねている頭髪。撫でて、まとめてあげたい欲望が湧わいてくる。

　──だってすごくきれいな顔して、かっこよくて、背も高くて、優しそうなのに、どうしてか髪は毎回、寝癖みたいになってるって。

　弟の髪に水をつけて櫛くしで撫でてあげるように、ちゃんとしてあげたい気持ちになる。

　いきなり「その寝癖みたいな、ふわふわした毛を、直させてください」と、髪の毛を櫛けずることは、失礼だと思うのでしないが。




　それにしても──広い屋敷だ。

　この敷地なら、あかりが住んでいる家を百ひやつ軒けんぐらい並べられそうだ。

　なのに人がまったくいない。すれ違うこともなければ、声すら聞こえない。

　屋敷の門のまわりは護ご衛えいの人間が何人も固めているというのに、門を抜けると、しんと静まりかえって無人になる。

「ソラさん、この屋敷には何人の人が住んでるんですか？」

「住んでいるのは僕だけだよ。僕には親がいなくて──これという身よりもないから、あちこちを転々として生きてきたんだ。いまはご縁えんがあって、秀しゆう徳とく様のお世話になっている。このお屋敷は秀徳様のもので、お借りしているだけ」

　両親はすでに亡なくなってしまったのか。それは、あかりと同じだ。

「秀徳様って徳とくの高い阿あ闍じや梨りだっていう？　あれ、ここって材木問屋の橘たちばな屋やさんが雲くも越こし家けの人のために建てたんですよね？」

　秀徳については、先日、学校で話題になったばかりだ。

　皇おう子じに憑ついた悪あく霊りようを祓はらったことで有名になった阿闍梨で、とにかく力があるのだと聞いている。最近では黄表紙や芝しば居いのなかの登場人物として描えがかれることもある。

　──箔はくをつけるために天てん狗ぐの末まつ裔えいだと言い張ってる金払いのいい上客とも言われてたっけ。

　いづみに言われた無駄知識もあかりの頭には蓄ちく積せきされている。

「だったらもしかしたら、秀徳様にお会いできることもあるのかなあ」

　ソラはあかりの質問には答えず、歩いている。

「でも……ひとりで住んでるのって、それじゃあさすがに困こまりますよね？　自分でご飯作ってるんですか？」

　病人で床についていることが多いのに、誰だれも看かん病びようしない？

「食事は朝に、決められた人がその日の分を運んできてくれる。そのときになにか必要なものがあれば、頼んでおくと御ご坊ぼうの使いの人が運んできてくれる。特に困ることはないよ？」

　淡たん々たんと答えられ、絶句した。

　──寂さびしいよね。

　視線を泳がせる。廊ろう下かの端に、埃ほこりがうずたかく積まれている。

　高価なものばかりを使って造られた屋敷なのは一見してわかる。なのによく見れば、手入れや掃そう除じをされた跡あとがなく、新築のはずなのに、すでに雰ふん囲い気きがどことなく煤すすけていた。

　室内もそうだし、庭がさらにひどかった。

　広大な空間に、雑草が生おい茂しげり、あちこちに気まぐれにばらまいたように石が置いてある。樹木は一切ないどころか、それまでそこに生はえていただろう大木を根こそぎ抜き去ったらしき大きな穴が開いていたりする。

　病気で寝込みがちで外にはいけなくて──一緒に暮らす家族すらいないのは、孤こ独どくだろう。

　それは──友だちや話し相手を金を出してでも探そうとするだろう。

　棒の氷こおり菓が子しにサイヨウとつけた変わった探し方だったが、それは、それとして。

　──ソラさんって、あれよね。私が書いているお話の、姫様みたいよね。上品できれいで孤独で、でもしゃんとして生きていて……。

　脳内姫様とソラの姿を重ねているうちに──あかりはある事実に気づいた。

「間違ったわ……」

　小声でつぶやく。

　──ソラさんのことを四し天てん王のうの南方守護者と想定してしまったけれど、なのに姫様とも性格が似てるなんて、駄目よ。それって、たくさんの登場人物を妄もう想そうできない私の力不足？

　姫様と四天王の性格が同じなんて、なんという失策。

　あかりが書こうとしているお話は、もしかして、駄だ作さくじゃないか!?

　四天王は四天王で、もっとしっかりと把は握あくして性格を練らないと!!

　こんなとき四天王南方守護者ならばどうする？　そしてその後ろをついて歩く四天王東方の気持ちは？　そう、いまあかりに必要なのは東方と南方の性格を我わがものとすること。

「間違ってないですよ。ここですよ」

　ソラが立ち止まり、廊下の行き止まりにある部屋の襖を開けた。考え込んでいたあかりは、ソラの背中に衝しよう突とつする。

「……あ、ごめんなさい。急に立ち止まったりして」

　くるりと振り返ったソラが腰こしを少し屈かがめてあかりの顔を覗き込んだ。

「大丈夫ですか？　怪け我がは？」

「それはこっちの台詞。四天王最弱、しかも弱点の背中を我が奥おう義ぎの技に突つかれ、そなたの骨は粉々に砕くだけ、あとは土下座を残すのみ！　いますぐ我の前にひれ伏ふしたその額ひたいを土に押しつけて泣いて詫わびてみよ。さすれば──！」

　あかりは、ピシッとソラを指さして一気に告げた。

「……あかりさん」

　ソラがぽかんとあかりを見ている。

　少しの間があいて──あかりは、自分がなにを口走っていたかに気づいた。

「あ……あぱぱぱぱ、あのいまのは……」

「四天王南方の男ソラは、相変わらず最弱で、背中をちょっとつつかれただけで背骨が粉々に砕けちゃうんですね。そのソラに、物語のなかでなにか見せ場はあるのかな……」

　どよんと暗い顔になり、うなだれてソラが言う。

「あり……ます。あるんです。姫様のことを最後に救いだすのは、世間では最弱とあなどられているソラ将軍なんですっ。私のなかではっ」

「あかりさんのなかでは？」

　ソラがあかりの顔を両手で包み込み、軽く上向かせた。

「最弱の男なのに、ソラをちゃんと活かつ躍やくさせてくれるんですか？」

　闇やみ空ぞらみたいな目に見つめられ、とくん──と、胸が鳴る。

　ソラの双眸は、底が見えない漆しつ黒こくだった。何色に重ね合わせても、すべてを塗ぬり込めて、変えてしまうような「強い」黒だった。

　──優しくて、弱いふりしているのに、でも？

　本当は強い人だと感じさせる魂たましいが、瞳ひとみの奥にしっかりと潜ひそんでいる。

「だってソラは本当は強いもの。隠かくしているだけで、実は強いもの」

　ふと口をついて出た言葉に、ソラが目を見張る。

「──という設定なんですね？　楽しみだな。自分と同じ名前の将軍が活躍するお話を早く読みたいです」

　さらりとそう流し、ソラはあかりから手を離した。

「本当に？」

「本当に。だってあかりさんの話を聞いているだけで、わくわくするもの。ソラは病弱で、そんなソラのことを四天王の北方守護の将軍が気にかけているんですよね？　北の将軍の名前はハク」

　あかりが物語を書いていることは、周囲のみんなが知っている。ときどき、あかりが我を忘れて、お話作りに没頭したり、なにかが「おりて」きて語りだしてしまうせいだ。

　──それを変だって言ったり、私があれこれ登場人物について語るのを聞いて馬ば鹿かにしたりする人は多かったけど。

　読みたいと、まともにそう言ってくれた人は、ソラがはじめてだ。

「あかりさんが、物語のなかの人たちのこと大好きなの──側にいたら僕にも伝わってきてます。だからもっとその人たちのこと知りたくなりますよ？」

　あかりの身体のなかで、心臓がちいさく跳ねている。

　こそばゆいような、嬉しい気持ちで満たされる。

　もっとちいさなときは、祖父が、あかりの話をたまに「うんうん」と聞いてくれた。

　おとぎ話を、寝付く前に語るのは、祖父ではなくあかりの役目だった。思いついたことを話して──話して──話しつかれて、眠ねむりに落ちた。

　みんなは、あかりが夢見がちだという。しかも、役に立たない類たぐいの夢ばかり見ていると言う。五歳とか六歳ぐらいまでに終わらせておくはずだった、姫物語と国くに盗とりや争いの話ばかりをぶつぶつと口にして、目の前にいない四天王やら鬼おに夜や叉しややらをうっとりと語るのは、愚おろかだと言う。

「……やだ。照れる」

「え、そこ、そんな可愛い顔して照れるところなんですか？　照れるならもっと違う台詞で……ええと、まあ……」

　ソラが目を瞬しばたたかせた。

　やりきれなそうなため息をついて、つづける。

「そうだ。ハクには似てないけど、四天王の出てくる竹たけ巻まきがどこかにあったんですよ。あかりさんにあれを見せたいな。それからお姫様のお話もあるんですよ」

　黄表紙部屋のなかは足の踏ふみ場もないぐらいたくさんの書物に[image: 溢]あふれていた。

「すごい……」

　呆あつ気けに取られた。

　これがみんな物語をしるしたものなのか。こんなにたくさんの物語が、ソラのためにこの部屋に集められている？

「でもみんな読んでしまったものばかりだよ」

「ええっ。これをみんな読んだの？　それがなによりすごいですよっ。この屋敷ができてから、まだ間がないのに？」

「ここに来る前から持っていたものを運んできただけで、全部をここに来てから読んだわけではないよ。みんなが僕にいろいろなものをくれたがるから、だったら本がいいなって頼んだらこんなに溜たまってしまって。ここに越してくる前からずっと、毎日、他にやることがなかったから読んでばかりいた」

　ソラの台詞にあかりははっとした。

　ソラは──本当にひとりぼっちなのだ。

「きっとここに来ても、書を読む以外にやることがないだろうからって、読み終えたものも運んでもらったんだ」

　ソラはどうということもなく、淡たん々たんと、当たり前に話している。

　黄表紙の青本や赤本が床ゆかにも山と積まれ、傍かたわらには巻物が重ねられている。竹巻というのは、竹に文字をしるしたものだ。黄表紙などの紙の本よりも保存に向いている。

　ばらばらに無造作に撒まかれた書物のあいだに、点々と空あいている床の部分を、慣れた足取りでソラが歩く。

　あかりもソラの真似をして、書物が置いていない限られた隙間を[image: 辿]たどるように、部屋の奥に進んだ。

「意外。ソラさんはもっと几き帳ちよう面めんかと」

　ソラが耳まで赤くなった。

　顔を赤くする場面がずれている。

　──平気で膝枕させるくせに、恋愛本の音読させるくせに、ここで恥ずかしがるって？

「こ、これは散らかっているわけじゃないんです。僕にだけわかるように置いてあるんです。だいたいこのへんって頭のなかに入ってるから、誰かが掃除をして片付けると、なにがどこにあるかわかんなくなるんですよ」

　ソラがもっともらしい言い訳をむきになったような言い方で告げる。

　──別に責めてるわけじゃないんだけど!?

　ソラはごまかすかのように大げさに動いて、左端にあった棚たなから竹巻を取りだした。

「あった。これはお姫様のお話です。ひとりぼっちのお姫様が流る浪ろうの旅をして幸福になるんです」

　にっこりと笑顔で差しだしてくれた竹巻を受け取ると、あかりの胸がきゅっと痛んだ。

　このたくさんの物語をソラはひとりでずっと読みつづけたのだ。羨うらやましいけれど、悲しい気持ちにもなる。ソラは、この本の山のどこに、なんの書物があるのかを把は握あくできるぐらい、この部屋に入り浸びたって過ごしてきたのか。

　──他に誰もいないこの屋敷で？

「ここでは座る隙間がないから、元の部屋に戻もどって読みましょうか？」

　にこにこと笑うソラの顔を見返し──あかりは「はい」とうなずいた。




　そうやって毎日、学校のある日は、ソラのもとに通った。

　ある日──声をかけてソラの部屋の襖を開けると、ソラは鏡を前にして、髪の毛と格かく闘とうしていた。

　いつもふわふわと跳ねていた髪が、もつれて、くしゃくしゃになっている。

　着物も、前以上にはだけ、帯は目に見えて斜ななめになっていて、ずり落ちてしまいそうだ。

「なにしているんですか……」

　振り返ったソラの手には、細いきれいな紐ひも細ざい工く。

「カミが僕の髪の毛がいつも跳ねてるのが気になるから、縛しばれって言ったので」

「……縛ってたんですか」

　言われてみれば──頭頂部で、前髪が鬼の角のようにぴんとまとめられていた。不格好に斜めに曲がった蝶ちよう々ちよ結びは、いまにも解ほどけそうだ。

　──ちっちゃな子みたいな前髪をして。

　額をぺろりとだして、前髪をてっぺんで結んでいる様子は、幼おさな子ごのようだ。ずるずるの着物もまた、妙みような味を醸かもしだしている。

　変に似合っているのが、たまらない。

　くすくすと笑い声を上げたら、ソラが首を傾げてあかりを見た。

「あ……ごめんなさい。笑っちゃって……その……」

「うん。あかりさんが笑ってくれると僕も嬉しいです」

　ソラがてらいなく、まっすぐな目をしてそう言うと、天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮かべる。

「ねえ、あかりさん。大変なんですよ。髪の毛をまとめて縛ろうとしたら、髪の毛が逃にげるんですよ。あかりさんはどうやってその髪をまとめているの？」

　言いながら、また鏡へと向き直り、しかつめらしい顔で、自分の髪をすくいとって手にした紐でまとめようとする。するりと髪の束が逃げ、ぎゅっと引っ張った手のあいだで、紐だけが玉結びになった。

　──もしかして変な着付けで、やたらに前がはだけているのって、不器用でちゃんと帯が締しめられないだけなの？

「髪がもっと長かったときは、後ろでひとつにまとめられたんだけどなあ。短いと難しいですね」

　嘆たん息そくし、ソラは手のなかに残った紐を見下ろす。

「だいたいソラさん、どんなふうに髪をまとめるつもりなんですか？」

　前髪をひとつにまとめて、そのあとはどこを縛り上げようとしているのか。

「跳ねてるところをてきとうに」

　真顔で答えた。

「縛ってあげましょうか？」

「いいんですか？」

　ソラが勢いよく振り向いた。

「いいけど……。そもそもこの髪は、櫛できちんと撫でつけてあげたらいいだけで、縛る必要ないですよ」

　答えると、ソラが「なーんだ」と手のなかの紐を見て、つぶやいた。

「ソラさん、よかったら着物の襟えりを合わせてもいいかしら」

「襟？」

　きょとんと聞き返すソラの襟を指で引っ張り上げる。しゃっきりと襟もとを合わせて決める。それからくるりとソラを後ろに向かせ、帯の下から手を入れて着物の裾を引いた。

　それだけで少しは見られる形になる。

　斜めに下がって緩んでいた帯を一度解ほどき、後ろでしっかりと結び直す。

「ああ。あかりさんはすごいなあ。なんだか違う着物のようだ」

　鏡を前にして、ソラが目を見張った。たしかにいまのソラは、すっきりと粋いきに着物を着こなした美少年だ。

　──前髪が、角になってるけど。

　鏡に映る姿を見て、あらためてまた笑いがこみ上げてくる。容姿がいい分、ちょこんと縛った髪が、おかしい。あかりはソラの角になった前髪の紐を解いた。

「じゃあこれはお礼です。この薄うすい桜色の紐は、あかりさんのほうが、似合うから」

　笑っていたら、ソラがあかりの髪をひとふさ手に取った。持っていた紐であかりの髪を束ねる。

　あまりにも真剣だから、あかりは身動きできなくなった。

　ソラが眉み間けんにしわを寄せ、この世の一大事といった顔つきで、あかりの髪を紐でまとめる。くるりと回して作り上げた蝶々結びは、やっぱり斜めに歪ゆがんでいた。

「うまく……できないけど」

　はにかんだ顔でそうつぶやいて、歪いびつな蝶々結びから手を離し、あかりの顔を覗き込んだ。

「ありがとう」

　ソラの一生懸けん命めいな優しさが伝わってきて、だからあかりはそう応じ、笑い返した。




　その日は、また膝枕での音読をし、さらに竹巻も読んだ。

「今日のは、このあいだお話しした、四人の強い武将が東西南北を守っているお話です」

　起き上がったソラが言う。

「本当ですか？　四天王のお話、すごく読みたかったんです。このあいだのお姫様のもとてもおもしろかったし」

　あかりは、うきうきとソラの側に近づいた。

　ふたりでひとつの竹巻を、顔を突き合わせてゆっくりと読んでいく。

　最初は、ソラとの距きよ離りが近くてどきどきしていたが──物語を読み進めていくうちに、その内容に夢中になって、ソラの顔が近いことも気にならなくなった。

　いつのまにか戻ってきたオボが「きゅう」と鳴いて鼻はな面づらを手のひらに押しつけてきて、やっとここがどこかを思いだす。

「……はあ～。すごいですね。四天王みんなかっこいい。どうしよう。でももう帰らないと……」

　一緒に本を読んでいるだけで時間が経たってしまった。

「僕はこのお話のなかだと北壁守護の将軍が好きなんですよ。また明日も読みに来てください」

　貸してくれないかしらと思ったが、ソラは、あかりの期待を裏切って、竹巻を引き寄せるとくるりと巻いてしまった。

　あかりがオボの首筋を撫でてあげると「きゅ」と鳴いて、しっぽをくるくると回してみせた。

　オボがなにをどうしても、ソラは、オボに気づく様子がない。

　鳴いても、ソラの着物の裾に前足をかけて引っ張っても、無視している。

　──ソラさんはオボのこと見えないのね。

「はい。……って、でも私、今日もあまり話し相手になってなかったですよね」

　常時、本を読んだだけで終わってしまって、あんまり話していないような？　こんなことでいいのだろうか？

「ソラさん、私がサイヨウされて、よかったんですか？」

「はい。あかりさんが来てくれて、嬉しいですよ？」

　そうなのだろうか？　全体に、疑問だ。

「本当ですか？　あんなふうに棒にサイヨウって入れたのを作って、しかもその氷菓子を町に売り物として放出してって、手間がかかるしお金もかかりますよね。なんであんなやり方で、話し相手を選ぼうとしたんですか？」

　ソラは「ううん？」と小首を傾げて応じる。

「そうだね。うちはお金持ちで、僕には時間がたくさんあるから、お金がかかって面めん倒どうくさいことをしたかったのかな」

　さらりと、とんでもないことを言う。

　金持ち自じ慢まんと病弱自慢は鼻につくものだと思うのだが、不思議と、ソラの場合は嫌いやみに聞こえない。

　──なんでだろうな。言われるまで、思いつきもしなかったみたいな感じだからなのかな？

　自分が資産家であることを当たり前みたいに受け止めていて、自然だからなのかもしれない。それに、ソラが、この屋敷のなかでの孤独な日々に飽あきていることは、会って間もないあかりにも伝わってきていた。

「実際、それで採用してもらった身の上でこういうのは変だけど……。そんなことしなくても、私、ソラさんと友だちになれたような気がします。なんて……お給金をいただく約束で来てるのに、いまから言うのは卑ひ怯きようかな」

「だったら、もう少しここにいてくれませんか？」

　切ない声でソラがつぶやいた。

　日が暮れていく。早く帰らないと──祖父と弟が心配する。

「ごめんなさい。うちに帰って夕ご飯を作るから。弟が待ってるし」

「あかりさんは、家族思いなんですね」

　ソラは寂しいんだろうなと、わかった。

　だから、あかりは、自主的には他人に話さないでいたことを、するりと口にのぼらせてしまった。

　ひょっとしたら──あかりは「誰か」にこの話を語りたかったのかもしれない。

　胸に抱かかえているもやもやとしたものを、共に抱えてくれそうな相手を──友だちを、探していたのかもしれない。

「うちは両親がいなくて。──私が三歳のときに火事で家が燃えて、親はふたりとも火にまかれて死んじゃったんです。そのあとはお爺じい様さまが私と弟のこと必死で育ててくれたの。そのせいかお爺様はけっこうな心配性で」

　唐とう突とつな自分語りを、ソラは、静かな顔で聞いてくれる。

「十三年前の大火事ですか？」

「そうです。大火事だったらしいですよね。私はちいさくてそのときのこと、ほとんど覚えてないんですけど」

　昼に起きた火事。

　町の六分の一ぐらいは燃えたという大きな火災で、家が燃えた。父の働いている商家も燃えて、あかりの父母は、それぞれに別な場所で亡なくなった。

「私は三歳で、弟はまだ生まれたばかりで──本当だったら私たちも焼け死ぬところだったのに、お爺様が火のなかに飛び込んで助けてくれたって。お母様が私と弟を連れて逃げようとして、ちょうど倒たおれてきた柱から、私と弟を庇かばって、お爺様に、私たちのことを頼たのむって、託たくしたって」

　三歳の子と零れい歳の子をそれぞれ両手に抱え──柱の下になった母のことまでは祖父は救えなかったのだと聞かされたのは、あかりが物事を理解できるようになったあとのことだ。

　しかも祖父からではなく、伯お母ばから聞いた。

　祖父は、あかりたちを火のなかから連れだしたあとで、まだ燃えている家に飛び込もうとしたのだという。娘を救おうとして。

　──でも間に合わなかった。

　祖父はそれから、男手ひとつであかりたちを育ててくれた。

「……お爺様は、子どもなんて育てたことがなかったから大変だったと思う。もちろん私たちのお父様のことは育てたんだろうけど、でもそのときはお婆ばあ様がいたから。実際におむつを取り替かえたり、そういうことってしたことなかったのに、ひとりで頑がん張ばってきて」

　祖父のつらさと心の痛みをなんとなくでも理解したのは──あかりが八歳になって、自分で自分の髪を切ったときのことだ。

「女の子を育てたことなんてなかったから、私の髪のことや、着物のことでも苦労したみたいなの。いつも私の髪をどうしたらいいのか、きれいにできないって零こぼしてたから……私は、だったら髪を切ったらお爺様には楽になるのかなって、それまでのばしていた髪を自分でばっさりと切ったのね。お爺様のためにもなると思って、私は意気揚よう々ようとして、これで楽になるよって見せたら」

　祖父は、あかりを見て、顔をくしゃくしゃにして泣きだした。

　後にも先にも、祖父が泣いたのを見たのは、あのときだけだ。

「ごめんなって、私のこと抱だきしめて、お爺様が泣きだして。びっくりしちゃった。なんにもできなくてごめんなあって……。髪の毛ひとつ縛ってやれんで、ごめんなあって、おいおい泣いて。私の名前と一いつ緒しよに、お父様の名前もお母様の名前も呼んで──泣いて……」

　抱きしめられて、ぐしゃぐしゃに髪をかき回されて、泣く祖父に最初は驚おどろき──そうしているうちにあかりもまた、胸の奥のところがじわじわと熱くなって、泣いてしまった。

　それまで両親の喪そう失しつを実感し、泣いたことはなかったのに。

　親の記き憶おくは、柔らかく、静かなものでしかなかった。なんとなくの子守歌の歌声や、ちょっとした匂いや、笑い声。抱きしめられた感かん触しよく。

　それから、燃え上がる火のなかで、あかりに触れた母の必死な手。

　三歳までの記憶の断片が、祖父の号ごう泣きゆうと共に、あかりの内側で堰せきを切って[image: 溢]れだした。

　祖父の悲しみと、あかりの悲しみが、一緒になって、弾はじけた。

「私ね、身体に火傷やけどの跡があるんです。お爺様が一生懸命、その跡に軟なん膏こうをつけて、手を尽つくして治してくれたの。でもまだ跡が残ってて……それも、お爺様にとっては、やりきれなかったことだったらしくって。酔よっぱらうとときどき私に謝あやまるの。女の子の身体に火傷の跡を残してしまって、ふがいない、悪かったなあって。そんなの私、気にしてないのに」

　いや、気にしていないのは、噓だ。

　物心ついたときにはすでに、太ももにしっかりと火傷の跡があったから、自分の身体はそういうものだと思い込んでいた。大きくなって、他の女性の身体を見て、みんなの太ももがまばゆいばかりに白くてみずみずしいことを知り、愕がく然ぜんとした。

　あかりの左の太ももについた火傷の跡は、茶色く枯かれた紅葉もみじの葉のようでもあり、人の手にも見える。

　他のみんなに引き比べ、自分の太ももは醜みにくいなと思う。思って、悲しくなる。

　なるけれど──仕方ない。

　火傷の跡が残っても、あかりは、生きているのだ。祖父に助けられ、毎日を過ごしている。それだけで充じゆう分ぶんではないか。

「お爺様はもっと、威い張ばっててくれていいのにね。おまえのこと助けてやったんだぞって、胸張ってくれていいのに──なのにときどきひどく悲しませちゃう。私、お爺様に心配かけるようなことはしちゃ駄目だなって、髪を切って泣かれた、そのときに思った。だから夜遅おそくまではいられないの。ごめんなさい」

　頭を下げる。

「うん。わかった。だったら仕方ないね」

　ソラがそう告げ──ふいにあかりの腕うでを引いて、抱きしめる。

「え？」

　そうやって抱ほう擁ようされると──やっぱりソラは男の子だった。

　すっぽりとあかりの肩を抱き寄せ、力もあかりより強くて──それでいてソラの手は優しく、癒いやすようにあかりの背中をとんとんと撫でる。

「あかりさんは頑張って生きてきたんだなって。そう思ったら、こうしたくなった。ちょっとだけ」

　ささやき声が耳じ朶だをくすぐり、慌てて、あかりはソラの腕から逃のがれようとした。

　ソラが、甘える目をしてあかりのことをじっと見つめる。

　あかりを励はげます言葉を言いながら、どちらかというとソラがあかりに励まされたくて言っているみたいな目つき。

　──そんな寂しいよっていうのを丸だしにした顔されたらっ！

　突き飛ばしたり、離れたり、できないではないか。

　きれいな顔があまりにも近くて──ソラの体温があかりの背中や肩かたをあたためて──どうしたらいいのかわからなくなって、頭が真っ白になった。

　無む垢くな目をしているのに、手つきは強引で──。

　たまにあかりは、父母の夢を見る。

　父母はあかりと忠ただ春はるを抱きしめて「いつも私たちはおまえたちの側にいて見守っているよ」と言うのだ。

　なのに、あかりは、父母の顔を思い出せなくて──。

　ソラの腕は、夢のなかの父母がするのと同じに、優しくて、あかりのすべてを包み込むような抱擁だった。

「ねえ、あかりさん。強がってばかりいないで、つらかったら泣いてもいいんだよ？　ひとりで溜め込まなくていいよ。あかりさんのお爺様が見てない場所でなら、泣いたっていいんじゃないかな」

「……ソラさん」

「泣き顔見せたら悲しくさせるって思って我が慢まんしてるなら──僕の胸で泣きなよ。泣いてるとこ見られたくないなら、僕が、あかりさんの泣き顔を隠していてあげるから」

　耳の奥でソラの言葉が溶けていく。

　じわっと鼻の奥が痛くなって──。

「きゅ」

　が。

　座った足を崩して、ソラに抱きしめられたあかりを見て、オボが鳴き声を上げた。あかりの袂や、膝のあたりを「きゅう～」と鳴きながら爪つめで引っ搔く。

　茶色の目がうるうるして「かまってください」というような愛らしい顔であかりとソラを見上げ、身体やしっぽをそれぞれにすりつけている。

　緊張で固まった手足が、オボの声をきっかけにして、緩む。

　そうしたら──跳ねたソラの髪の毛が、目についた。ふわふわした毛先に、自然と手がのびた。

　いきなりだったら失礼だけど──ソラのほうから抱きしめてきたのだから、いま、あかりがソラの髪を撫でてもいいよね？

　触れたいと、思ったのだ。

　優しい言葉をかけて抱擁してくれる、きれいな顔をした男の子の髪の毛に、触れたいなと感じたのだ。

　ソラの髪は見た目のまま柔らかかった。
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　髪の毛を撫でられて、今度は、ソラのほうが目を丸くした。

「あ……ごめんなさい。この寝癖みたいなのがずっと気になってて」

　あかりが言い訳をすると──いぶかしげにあかりを凝視してから、くすりと笑う。

「もう本当に……あなたっていう人はいつも予想の斜め上のことをするから」

　ソラが小声で、咎とがめるようにつぶやいた。

　いつもって？　そんなにいつも、おかしなことをしていたかな？

　──してたかも……しれない。

　おもに四天王妄想的な部分で。

「せっかくだから、もうちょっと撫でてて」

　手を引こうとしたあかりの気配を察して、そう命じてきた。

　そういうところは、獅し子しの子どもみたいという形容が似つかわしい。可愛いけれど、威張っている。命令することに慣れている。

　──ソラさんは、弱いのに、強いなあ。不思議な人だなあ。

　ソラは、愛あい玩がんされて気持ちよくなった犬や猫ねこみたいに、目を細めて脱だつ力りよくする。

　しばらく撫でられるままにしてから、あかりから身体を離す。

「また明日も来てくださいね」

　目を覗き込み、小首を傾げて、愛らしくねだられた。

　自分の上品できれいな顔の使い道を、熟じゆく知ちしたものの言い方。あかりは、黙ってうなずくしかなかった。
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　あかりが帰っていった屋敷で──カミと白夜が碁ごを打っている。

　カミ──しかしてその実体はというと、貧びん乏ぼう神がみであった。

　貧乏なのに新しいものが好きなので、あえて洋装で、人とは違うお洒しや落れを楽しんでいる。

　貧乏神ですと名乗ったら、みんなに嫌きらわれるから、いつも自みずからは名乗らない。嫌われるのには慣れっこだが、名前を言うだけでみんなに引かれるのは、いくらなんでも傷つくのだ。

「あかりさんって実は大物なのかもしれないですね～。ソラさん相手にいきなり頭撫でちゃうとか、帯を直したりとか～。びっくりです～」

　カミがパチリと黒い碁石を隅に置くと白夜が速攻で白い石で囲む。

「まあな。普通は見えないはずのオボのことも見えてるし。なんかの力があるってことだけはたしかだろうな」

「私のような貧乏神に優しくしてくれる人が、いまの寿すつ都つにいるなんて……私はもう……」

　うるうると目を潤うるませたカミを見て、白夜が嫌そうな顔になる。

「あれはだまし討うちみたいなもんだろう。貧乏神だって自己紹しよう介かいしないで仲良くなったら駄目だろうっ。あの子、もしかしたら貧乏になるかもしれないぜっ」

「だって本当のこと言ったら、嫌われちゃうし～」

　カミがくねくねと身み悶もだえた。

　ちなみに──白夜は本人が名乗ったとおりにカマイタチという妖よう怪かいだった。

　人びとが気づいていないだけで、物ものの怪けとされるものは、宝ほう寿じゆ国こくのあちこちでそっと暮らしている。

　同じ世界で暮らしているのに、妖怪は人間を見ることができ、人間たちは妖怪たちを認識できない。不可思議な魔法の合わせ鏡のなかで暮らすようにして、人と妖怪たちはこの世界に共存していた。

　昔からそうだったわけではない。

　過去には妖怪たちは、人間とたしかに共存していたのだ。それがいつのまにか、人間たちは、妖怪たちを「見る」ことができなくなった。

　どうしてそうなったのか、妖怪たちにも、わからない。

　それでもかつての「妖怪が見えたときの記憶」を人びとは「言い伝え」という形で残していた。

　それゆえか、恐きよう怖ふ心しんにかられた一いつ瞬しゆんだけ、いまも、人間たちは妖怪の姿を「見る」ことがある。

　そして伝でん承しようのなかの妖怪の姿と、目の前の妖怪との一致に騒さわぎ、脅おびえるのだ。

「いいから黙って嫌われろ。それがあかりちゃんのためってもんだ。おまえは神様だから、すべての人間に姿見てもらってんだろう。そんな立派な貧乏神様に魅み入いられた日にゃあ」

　白夜がぶるっと肩を震わせた。

　神や物の怪、妖怪のなかでも、妖よう力りよくのある者は人型に変化でき、さらに人の目にも映るし、人と会話もできる。なかには人に化けたまま出世して、妖怪である出自を隠し、人界の政まつりごとや商売の中ちゆう枢すうに食い込んでいる大物もいた。

　それが天狗の一族だ。

　人びとが[image: 噂]うわさしている「貴族や僧そう侶りよのなかには天狗の一族がいる」というのは、実は、本当のことなのだ。

　妖怪たちの一部は、人にはない特とく殊しゆな力を持っている。彼らはその力を使って、人の生活にこっそりと食い込んでいった。

　かつて、もっと人の数が少なく、集落がちいさく、夜が心底暗かった時代、妖怪たちは闇のなかを闊かつ歩ぽしていた。なのに、いまや、人を脅おどかすことすらできず、いるのだか、いないのだかわからない存在として、片隅に追いやられて過ごしている。

　人に見えるか、見えないかは、妖力の強さに比例する。

　あかりにすっかりなついて暮らしているオボも、みんなに認められない弱い物の怪だ。

　孤独や不安を抱いだいているものたちの足にからみつき、すり寄るのが、オボの習性だった。オボは実は、人の心に空いた穴を癒やしたい物の怪だ。

「白夜さんにはわからないですよ～、私、人間だけじゃなく妖怪にも嫌われてるんですから～。神様のなかでも悪名高くて、こっち来んなって追い払われるんですよ～、神様なのに社やしろないなんて私ぐらいですよ～、寂しい人になつくっていうオボですら、私にはなつかないっていうのに、あかりさんは私に優しくしてくれるんですよ～」

　じーんとしている貧乏神だったが、オボがなつかないということはすなわち、貧乏神はそこまで寂しくもなく、案外、日々を楽しく暮らしているのだという考えには至らない。

「病弱できれいだがちょっと性格悪くて陰いん険けんなところがある四天王のひとりって、初見で、ソラの大将の性格設定きっちりしてたわりに、見る目ないよな。おまえに優しくするなんて……どうするんだ、このあと」

「どうしましょうね、このあと……」

　カミが白夜の置いた石を見て「うー」と唸うなりだす。

　カミは熟じゆつ考こう型がたで、白夜は即そつ決けつの人だ。

「白夜？　誰が陰険だって？」

　ひょいと顔を覗かせたソラが黒い石をカミの手から奪うばい取り、ピシリと小気味いい音をさせて打ち込んだ。

「わ。ソラさんっ。いつからそこに？」

　白夜がびくっと震えて、視線を泳がせる。

「白夜が僕のことを性格が悪くて陰険でけちだって言っていたあたりから」

「けちって言ってねぇよ！」

「性格が悪くて陰険は否定しないんですね～。まあ実際に言っちゃってたから～。あと心のなかで、ソラさんが実は不器用ってのも思ってましたよね～。髪の毛切ったら、毎日、跳ねてるのどうにかしたらいいのに～って」

「告げ口すんなよっ！　心読むなよっ」

「……僕のこと不器用だと思ってたんだ」

　げんなりと言う。

　ソラもまた、カミや白夜同様、人ではなかった。

　妖怪である。

　秀徳はソラたちの姿を見ることができた。

　力のある妖怪たちが人の目に映るのと同じに、人間の側にも、例外がある。そのなかのひとつに、修行を高く積み上げた一部の神職や僧侶たちは妖怪の姿を見ることができるというのがある。

　秀徳はソラを見るだけではなく、ソラをつかまえて、閉じ込めた。

　髪の毛には、力が宿る。ソラの妖力を制限するために、ソラを閉じ込めている阿闍梨は定期的に髪を切っていく。そうしたら髪の色も変わり、体力と呪じゆ力りよくが落ちて、見た目も若返る。

　次にまた黒髪に戻り、長くなるまでは──一年以上かかるだろう。

　──おかげで、あかりさんは僕のことを初対面だと勘かん違ちがいしてくれているけど。

　ほっとするのと同時に、あかりが、ソラのことを見破ってくれなかったことに気落ちもしていた。オボを預けたのがソラだと気づいてくれなかったことが、少しだけ、悔くやしい。

　悟さとられないようにと、オボのことを見えないふりまでしていたのに。見破られないと切ないなんて矛む盾じゆんしている。

　ソラが「病弱でお金持ちの人間の子ども」ではなく、妖怪だと知ったら、あかりはソラと仲良く話をしてくれるだろうか？

　あかりは、ソラが妖怪でも気にしなそうではあるが。

　それに、いつかあかりも、オボを見られなくなるのかもしれない。

　まれに、人のなかでも、オボのことを「見る」ことができる人もいる。それは、年とし端はもいかない子どもに多い。けれど、幼いうちは心が柔らかで、オボの姿を見ることができたとしても、育つにつれて、オボの姿に気づかなくなる。

　そして、オボのような、ただうろうろしているだけの弱い物の怪のことなんてみんな忘れてしまう。

　あかりのように大きくなってもオボが見えるのは、めったにないことなのだ。

　その分、あかりは、人の世界では生きづらいのかもしれない。ちょっとずれたところがあるのは、少し会話をしただけでわかった。

　──いつまで、あの子は、オボを見ていられるんだろう。おとなになったら、見えなくなってしまうんじゃないかな。

「うるせ。俺だってこんなこと言うつもりなかったのに。……って、貧乏神のくせになにしてんだよっ。だいたいおまえ来んなよっ。ここんち貧乏になんだろうがっ。ていうか、そうだよな。貧乏神だから貧乏くせぇんだよ。貧乏くせぇから、告げ口なんてことができんだよなっ。おまえ最低だよっ」

　白夜に早口で罵ののしられ、カミが涙なみだ目めになった。

「泣くなよっ。貧乏だけどおめぇは神様なんだぞ。こんぐらいで神様が泣くなよ。ああもうっ。ちくしょう」

　自分が泣かせたくせに、白夜は苛いら々いらと頭を搔きむしる。

「カミは、繊せん細さいなんだから仕方ないよ。そこがカミのいいところだもの」

　ソラがとりなす。

「ソラさん……」

　カミがうるっとした目でソラを見つめた。

「……で、そんな貧乏神と、カマイタチの白夜から見て、あかりさんはどう見えた？　火か車しやの匂いがやっぱり少しだけ残ってる。火車はあかりさんに手紙を託してるけど……」

　火車というのは、火を扱う妖怪だった。

　あかりは、ひどい火事で火傷を残したと言っていた。

　その火傷の跡が火車の手紙のように思う。

「……女の子に『身体の火傷の跡を見せて、触さわらせて』って言ったら、怒おこるよね」

「怒りますね」

「怒るでしょうね～」

　カミはさっきまでうるうるさせていた涙をあっというまに引っ込めて、笑顔でソラにそう言う。

　立ち直りが早い。

　けろりと表情を変えたカミを見て白夜が「まただよ」と頭を抱えた。ぶつぶつと「こういう奴やつだとわかっているのに」と、我が身に言い聞かせるようにつぶやいている。

「嫌われるかな？」

「嫌うだろうよっ」

「いや、喜ぶかもしれないですよ～」

「喜ばないよ。だってはじめて会ったときに火車の手紙に触れようとして着物を捲めくりかけたら、オボが、優しくしなさいって言って威い嚇かくしたぐらいだから。それにいまも読み取ろうとすると身体を引かれちゃう」

　──それにしてもオボはすっかりなついてるなあ。

　しかもオボは、あかりとソラが仲良くなるのを邪じや魔ましてくるのだ。

　あかりを抱きしめて、ちょっといい雰囲気になったかなと思っていたら──オボにそのいい雰囲気を破られた。

　──オボめ！

「あかりさん、いまをときめく高僧秀徳の張った結界をするっと破って侵しん入にゆうしてくるような子だからね。なにか特別な力があるのかな……。火車の手紙を持ってるせいで結界を破っただけなのかな」

　ぼんやりと言う。

「あの子が結界に大きな破れ目を作ってくれたおかげで、閉じ込められていたソラさんと再会できて──よく考えたら私にとってもあの子は恩人なんですよね～」

　ソラがすすき野原のちいさな家屋に閉じ込められていたときに、阿闍梨の作った結界を破って、あかりが侵入してきた。

　ちょうどソラが、カミや白夜と連絡を取ろうとして、結界に綻ほころびを作ったあとだったとはいえ──妖怪より先に、人に侵入されるとは思ってもいなかったので驚いた。

　──しかもあかりさんは、結界破りでできた僕の怪我を心配してくれたんだよな。

　ぼんやりと出会いのときのことを思い返す。

「あかりさんが破れ目を広げてくれなかったら、そのときはこっちから出ていってカミと白夜に連絡するしかなかったから、助かったよね」

「ソラさんが秀徳にわざとつかまってから一年、捜しつづけてたんですけどね～。寿都にいるとは思ってなくて、山越えして隣となりの町まで捜してましたよ～」

「神様なのに、秀徳ごときの結界に負けて、ソラの大将の行方ゆくえを見逃すなよっ。本当に駄目だよな。おめぇはっ」

「そうだね。カミは駄目な子だね。駄目な子ほど可愛いっていうけどね」

「ソラさんがそう言うなら、私、駄目な子でいいです～」

　とろんとした目をしてカミがソラを見上げた。

「やってろよ！」

　白夜が自や棄けになったように碁石を碁ご盤ばんに叩きつける。

　途と端たん──碁盤が縦にふたつに切り裂さかれた。

　割れた碁盤が左右に分かれて倒れ、碁石がじゃらじゃらと床に雪な崩だれ落ちる。弾はじけた碁石がいくつかカミにぶつかって「あー」とカミが悲鳴を上げた。

「触るもの皆傷つけるのが俺の宿命なんだよ。悪いかよ。ちくしょう」

「悪くない。むしろかっこいいよね……」

　ソラが腕組みをしてつぶやき──白夜はソラをつり上がった目で睨にらみつける。

「いやいや。本当に、かっこいいって。誰にでもわかるようなかっこよさじゃなく、見る目のある通つう人じんにだけ伝わる良さを、白夜は持っているよね」

「や……まあ、そうだけどよ！」

　褒ほめられて逆上した白夜は勢いで散らばった碁石を手当たり次第にまっぷたつに切り裂いていく。

「……割りすぎだけどね」

　ぼそりとソラが言う。

「や～め～て～」

　どういうわけかすべての碁石がカミめがけて飛んでいく。ビシバシと飛んでくる碁石を避よけて走ったカミが、転てん倒とうした。

　ずるりと滑すべったカミは、割れて半分になった碁盤にしたたかに額を打ちつけて白目をむいた。

「でもそれはやりすぎ……」

　ソラは苦笑し「まあそのぐらいでやめておいてくれよ。片付け大変だし」と止める。

「ソラの大将、あかりちゃんが手紙持ってることははっきりしたんだし、怒られるだどうだって言ってらんないっすよ。叩かれるのが嫌なら、俺があかりちゃんの着物の裾捲めくって触ってやりますよ。まかせてください」

「駄目だ」

　冷たい声が出た。

「そんなこと言ったって、こんなに時間ばかり経って、俺は待ってられな……」

「僕の目を盗ぬすんであかりさんに触れたら、ただじゃおかないよ」

　ソラは白夜の腕をつかみ、その顔を覗き込んで、諭さとすように静かに告げた。

「……ぐ。ソラの大将……」
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　ソラに手首をつかまれた白夜が顔をしかめる。蒼そう白はくになった白夜の顔色に気づき、ソラははっとして手を放す。

「あ、悪い。そんなに力入れたつもりはなかったけど力加減間違えちゃったかも？」

「……わ。なにこれ。痣あざ。すっごい痣になりやがった！」

　白夜の手首がみるみる変色し、腫はれていく。

　──そんなに力をだしたつもりはなかったのに、やっぱり不調だな。自分で自分の力の制御ができない。

　秀徳が、力のある阿闍梨なのは本当だった。

　ちゃんとソラの妖力をそぎ落とし、逃げられないようにと気を配っている。

　自ら、罠わなに飛び込んでみたものの──秀徳の裏をかく機会を見つけられずに一年も書を読んで過ごしてしまっていた。

「白夜、すまなかったね」

「ひどいっすよ。大将」

「仕方ないですよ～。白夜さんが調子に乗るから～」

「まあ、そうですよね。ちょっと図に乗りました。すみませんっ。ソラの大将の計画に則のつとって、焦あせらないでついてきます。それを最初に約束したんだし……」

　腕をさすりながら白夜が言う。ソラは片手で空中から薬草を取りだす。別な部屋に置いてある薬草を、呪じゆ術じゆつで空間をねじまげて手を差し入れて、こちらに引きだしたのだ。

　軽く葉を揉もんでから、白夜の腕を葉で巻いた。

「この葉が腫れを引いてくれる。明日の朝まで巻いておくといいよ」

　懐から紐を出し、葉を腕にくくる。手当てをすると白夜は神しん妙みような顔になり「すんません」と頭こうべを垂たれた。

「いいや。白夜が心配してるのはわかってる。僕のやり方が手ぬるくて、遅いって苛立ってるのもわかってるんだよ。ごめんね」

　つぶやくと、白夜が唇くちびるを嚙かみしめた。

「ソラの大将……あかりちゃんのことですけど」

「うん」

「俺には、火車の匂いがかろうじてするかなってぐらいで、これっていうものはあの子から感じはしませんでした。ただ、今日一日、大将に言われて、あの子の周辺を探ってみて、思ったんですが……」

「…………」

「これ、火車に手紙を託されたせいかもしれないっすけど、あかりちゃん、変でした」

「……うん。変な子だね」

　そこは同意せざるを得ない。

「で、妖怪とかあやかしとかって、いまの時代、普通は人に見えてないじゃないですか。力が強い奴が人の形になったときは別として、オボみたいなのは、気配だけを感じても、形までは見えない。子どもはたまに無む邪じや気きに、こっちの世界に入ってくることがある。おとなはそういうことはない。でも、酒に酔ったときは、おとなも入ってくることありましたよね？」

「ああ。そういえば酔っぱらってこちら側に入ってくる人間てのは、いたな。僕がずーっと引きこもってたときも、酔っぱらいはたまに入ってきた。聞かれたことに答えると金や酒をくれたなあ。金は使い道がないし、お酒より書物がいいと頼んだら、みんながそれを聞いて、どうにかしてうちまで来て書物を運んでくれるようになったっけ……」

　おとぎ話で、人が、天狗や鬼に会うとき、たいていの天狗や鬼たちが祭りで酒を飲んでいるのは、別に天狗と鬼が祭り好きなわけではなく──人の側が酒を飲んで、にぎやかな気分になっているせいだ。

　酔っぱらって歌ったり騒いだりする人間たちに、妖怪のほうが、合わせてやっていた結果、やたらに鬼は酒しゆ宴えんばかりしていることになってしまった。

　鬼と天狗は「俺たちはあそこまでおめでたくない」と、人の世界に蔓まん延えんしている、自分たちの酔っぱらい物語に不快を示している。

「ソラさんは、頼み事する妖怪からも本を取り立ててましたからね～。むしり取るかのごとく～」

「取り立ててないし、むしり取ってないよ。いやだなあ、カミ」

　カミとソラが顔を見合わせてにっこりと笑う。

「俺の話、聞けよっ。──あかりちゃんて、酒飲んでないだけで、ひっきりなしに酔っぱらってるんじゃないかと思うんですよ」

「はあ？」

　白夜の極論に、ソラはさすがに声を上げて驚いた。

「だってあの子のまわりの猫や鴉からすたちに聞いてまわったら、みんなが、間違いなくあの子は変な子だよって言ってましたよ？　黄表紙を読んでたかと思うといきなり叫さけんでどうこうとか、『おりてきた。おりてきたわ。これは傑けつ作さくよ』って踊おどりだしたとか──。普通じゃないっすよ。酒の力もなしで、四六時中、自分の力だけで酔っぱらってるみたいな子っすよ、あれ」

「……まあ、一理、ある」

「普通にしてて酔っぱらってるみたいな子だから、結界を破れるっていう意味ですか～？」

「そりゃ、カミですら破れなかった秀徳の結界を、ぶっち切った理由としちゃ弱いだろうけどよ。理由なのか、結果なのかわかんないしよ。でも火車のせいなのか、もともとそういう性質があったから火車が手紙託したのかはわからんが──あの子はオボが見えるし、俺らの世界に平気でうっかり片足突っ込んでられるわけだ。人並みはずれた『うっかり力』があるんだよっ』

「……ああ、だけどそれはあり得る解かい釈しやくかもしれません～。夢を見ることのできる能力の高い人間は、私たちのことも、見てますからね～。人の世界とは違う、私たちの世界を覗き見て、歌を作ったり、お話を書いたりする。あの子も、そうなのかも～。いまはわからなくても、いつかはものすごい傑作が書ける天才になるかもしれない～」

「まだわかんないけどよ。おとなになっちまったら、暮らしてくのに必死になって、夢なんて見なくなるし、酒なしで酔っぱらったみたいなこともできなくなるからな」

「だからおとなは、酒を飲んでしまうんですよね～。酒の力がなければ、浮き世から離れられなくて～」

「酒は、まあ、いいもんだけどよ。旨うまいし」

　夢を見る力が、阿闍梨の結界を破ったって？

「もしもそれが理由だとしたら……人間の夢見る力ってのは実はすごいもんだな」

　ソラのつぶやきに、貧乏神がへらりと笑う。

「私たち神も、人の夢見る力から作りだされたっていう説もあるぐらいですからね～」

「ありゃあさすがに噓だろう？　チビ妖怪たちや、村里で奉たてまつられてる地じ蔵ぞう連中の作り話だって。俺ら妖怪や、竜神やらの神様まで、みんな、人が思い描いたおかげでこの世界に生まれたなんざ……笑っちまうって。それは、ねぇな」

「ですよね～」

　カミと白夜が顔を見合わせて笑いだす。

「だけどその仮説は考えてみる価値はあるな。人並み外はずれてぼんやりしている人間が、妖怪の作った結界すら踏み越えてくることがある」

　天狗の里に「うっかり」足を踏み入れてしまう人間の特徴は「うっかりしていること」だ。天狗を探そうと注意深くしている人ほど、里には入れない。

「もしもなんらかの力を、あの子が発はつ揮きしていたら～、秀徳がどこかに連れ去って閉じ込めているという火車の居場所を探すのを手伝ってもらえるかもしれないですね～」

　そう。

　行方知れずとなった妖怪「火車」を捜すために──ソラは、あえて、妖怪世界では悪徳の[image: 噂]の高い阿闍梨、秀徳に囚とらわれていたのだ。

　弱ったふりをして懐ふところに入り込み、秀徳の様子を探っていたが──。

「秀徳は、火車だけじゃなく、他の妖怪たちも取り込んでますからね。行方不明になったのもいるし、秀徳の手下になったらしい妖怪の話も最近聞きましたぜ」

「弱い妖怪は殺すか、そのまま手下にして～、強い妖怪や神は、ちょっと弱らせたあたりで調ちよう伏ぶくして、やっぱり手下にしてるみたいですね～。妖怪軍団作って、なにするつもりなんでしょうかね～」

「ソラの大将が秀徳のところに囚われちまった[image: 噂]を聞いて、自分から秀徳んとこに行って仲間になるって言いだしている奴らもいるとかで……」

「なかに潜もぐり込まないと、秀徳がなにを企たくらんで妖怪を集めてるのかわからないと思ったんだけど……。潜り込んでも、たいして、わからないままだったなあ」

「ソラさん、けっこう馬鹿ですね～」

「うん。人間の考えてることってよくわからなくてさ。カミほどじゃないけど、僕は、世間知らずなんだと思う。本を読んで勉強してみても、人がなにを望んで、どう動いてるのかがさっぱりだよ」

　ソラとカミがにこにこと笑顔で言い合う。

「ってことは、あかりちゃんに人間の考えってのを聞いたらいいんじゃないすか。もうどうせ結界のなかに入れちゃったんだし。そろそろ秀徳も結界破れたの気づくでしょう？」

「でも……女の子にそんな危険な真似をさせたくはないな。火車の手紙を読めさえしたら、居場所はわかるんだし、それだけできれば……。秀徳に見つからないうちにどうにかしたいんだけどなあ」

「無理に触って火車の手紙を読み取ればいいじゃないですか～。サイヨウしたり、仲良くなったりしなくても～」

「おまえ神様なのにときどきすごく鬼き畜ちくだよなっ。だから貧乏なんだなっ」

　白夜が絶句する。

「……だってオボに怒られるし、無理強じいは駄目だよ。それに僕はあかりさんには友だちになろうって言われ……いや、いい」

　──あかりが、ソラにはじめて会ったときに「あなたが友だちになってよ」と言ってくれたから、友だちになって、ちゃんとお願いして手紙を読み取りたかった。

　口にしたら恥ずかしくなった。

　絶対に白夜がからかうだろうから、これは秘密だ。

　あかりが、弱い妖怪のオボを抱きしめて、お姫様みたいな高貴な笑顔を浮かべて、ソラを見つめて──家族もいないで、孤独に閉じ込められている者の気持ちをわかろうとしているのだと、告げたから。

　──寂しい者にしかなつかないオボがなついたのは、あかりさんが、十三年前に火災で両親を亡くしたせいなのかもしれない。

　オボが見えなくなるときは、あかりが、不安や孤独を感じなくなったときだ。オボはあかりの心に空いているのだろう穴がふさがったら、自然と離れ、ソラのもとへと戻ってくる。

　──みんな、そうだ。

「十三年前って、火車の行方がわからなくなったときだよね。やっぱりあの火事、火車が起こしたんだろうね。火車、怒ると、火を出すから。なにかひどく怒るようなことがあって火を出して……そのあとで行方不明になった」

　妖怪の起こした火災で両親を失ったあかり。寿都の人たちは、そんな妖怪のことを許してくれるだろうか？　なにより、あかりは許してくれるだろうか？

「ちょうどそのときに側にいたあかりちゃんの身体をつかんで、俺たちへの手紙を託したんでしょうかね。あかりちゃんにとっちゃ災難だが」

　白夜のつぶやきに、ソラはうなずく。

　あかりにとってきっと妖怪たちは災難だ。

　自分たちはあかりに厄やく災さいを運んでいるのかもと思う。

　──なのに、僕はあかりさんと友だちになりたいんだ。

　自分の内側で生じている気持ちを量はかりかね、ソラは、困こん惑わくした。
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　日々が過ぎていく。

　あかりがソラの屋や敷しきを訪ねると、ソラは今日は床とこにいなかった。

「ごめんなさい。こっちにいます」

　というソラの声がするほうへと足を向けると──そこは台所だった。

「ソラさん、なにしてるんですか？」

「お茶の用意をしようと思って。いままではあかりさんになにもお出しできなかったから、反省して。書物にあったんですよ。お茶を淹いれて客人をもてなせと」

　ソラの足下にはお茶の葉が散乱し、湯ゆ吞のみ茶ちや碗わんが割れて転がっている。

「はあ……」

　嬉き々きとして淹れてくれているのだが、見るからにお茶の葉が多い。とても苦い茶になりそうだ。

　──お茶を淹れるだけでこの惨さん状じよう。

　黄き表びよう紙し部屋を見せてもらったときにうっすらわかったことだが、ソラは、生活全般に関してかなり無む頓とん着ちやくのようだ。

　それに、はっきり言って不器用だ。

　危ないので割れた茶碗を片付ける。目についた布ふ巾きんを濡ぬらして、ついでに掃除そうじをする。

　オボが袂たもとから床ゆかへと飛び降り、散らばったお茶の葉をしっぽで掃はいてまとめた。「きゅ」と鳴いてあかりに指し示す。あかりが「ありがとう」と茶の葉を手ですくいとると、満足した顔になって、棚たなのあいだに入りくるりとしっぽを丸めてうたた寝をはじめた。

　──オボはこの屋敷のなかだと、居い心ごこ地ちいいみたいよね。くつろいでる。なんでかな？

「あ……あかりさん。それ、僕ぼくがあげた紐ひもですね。髪かみを結ぶのに使ってくれたんですね。嬉うれしいな」

　ただしソラは、物に対しては不器用だけれど、人と接することに関しては器用だと思う。

　前にソラにもらった紐で髪を結ゆってきたら、すかさず見つけて、喜んでくれる。

「やっぱりあかりさんの真っ黒なきれいな髪に、桜色がすごく映はえる」

　褒ほめられると素直に嬉しい。

　照れ笑いでごまかしてから、くるりと周囲を見渡す。

「これはなんですか？」

　あかりは、大きな鍋なべのふたを開け、尋たずねる。

「夕ご飯。秀しゆう徳とく様が届けてくれたご飯です」

　──この、襖ふすま紙がみの張り替かえに使う糊のりのようなものが？

　どう見ても、これは、糊だ。

　煮に詰つめた米は糊になる。糊そのものを食べているというのか。

「ちなみにお昼はなにを食べたんですか？」

「それ」

「明日の朝は？」

「それ」

　──無頓着の域いきを超こえている！

「……ソラさん、そこに座ってください。私が、本当の粥かゆというものを作って差し上げます」

「え……でもいまお茶を……」

「お茶を淹れながら待っててくださいっ」

　言い返し、あかりは、さっさと台所のなかを漁あさりだす。

「……って、食材がぜんぜんないじゃない」

　あまりにもなにもないことに驚おどろきながら、それでもどうにか見つけた米をかき集め、あかりは調理をはじめた。

　その、一時間後──。

　台所の隣となりにある部屋で、卓袱台ちやぶだいを囲んだソラが、粥を凝ぎよう視しし「湯気が出てるもの見るの、久しぶりだ」としみじみとつぶやいた。

　どういう生活をしていたのだ!?

　ソラが粥をまずひとさじすくって食べ、そのあとで一心不乱に食べだす。

「いままで僕が食べていたのは偽にせ物ものの粥だったのか」

　半分食べ終えたところで一いつ旦たん、食べるのをやめ、感に堪たえないようにひとこと漏もらす。

　粥の横にはソラが淹れてくれた苦いお茶。

「そうです。わかりましたか？　これが本当の粥というものです」

　威い張ばりたくもないのに、威張ってしまうあかりだった。

「美お味いしい。こんなに美味しいんだ」

　ソラの顔がきらきらと輝かがやいている。

　自じ慢まんではないが、あかりは、料理が得意だ。粥は、単純で材料が少ないからこそ、火加減と塩加減で味が変わる。

「もしかしてあの糊みたいな粥をいつも？」

　こくりとソラがうなずく。

「ソラさん、あれはお粥じゃないです。糊です。もう食べちゃ駄だ目めです」

「糊……」

「あんなの食べてたらソラさんの口の上と下がくっついてしまいますよ。すっごい強力そうな糊です。あれはなにかをくっつけるためのものであって食べ物ではありません」

「……くっつくのかな？」

「くっつきます」

「なんでもなのか？」

　ソラがなにかを考え込んでいる。

「なんでもです！　ソラさん……生活を見直しましょう。そうしましょう」

　幼いときから、家事の手伝いをしてきたあかりの心に火がついた。

　ソラが病弱なのは体質だけではなく、この生活すべてが問題なのでは？

「う～ん。見直すって言われてもどうしたら」

「全体的に私がどうにかしますからっ。毎日来て、掃除とご飯頑がん張ばります」

「でもあかりさんには話し相手になってもらいたくて……」

「話もしますからっ」

　あかりが意気込むと──遠くからカミの声が。

「ソラさん～、ちょっと聞いてくださいよ～」

　けたたましい足音をたててカミが廊ろう下かを走ってきた。

　──なんで裸はだか!?

　カミはほぼ裸ら体たいだった。

　正確に言えば、褌ふんどしは身につけていたようだが、なにせ肌はだ色いろの率が高すぎて咄とつ嗟さに目を伏ふせたので、わからない。

「カミっ」

　ソラの反応が驚くほど早かった。立ち上がり、自分の羽織を脱ぬいでカミの肩かたにかける。

「いつもの場所にカミの服を用意しているから、着替えてきて。あかりさんがいるから」

「はっ。すみません～。今日すごくいい人に会っちゃって～」

　いい人に会ったことと裸の意味がつながらないが──カミは大声で説明しながら着替えるために姿を消した。

「よくあることなんだ。カミはいろんな人に身ぐるみ剝はがされるから、うちには常時、カミの服を置いてある」

　よくあることなの!?

　ソラは平然として粥の残りを食べはじめた。




　カミが服を着て戻もどってきた。

　ソラが「美味しいからカミにもあげたい」と言うので、カミにも粥をよそって渡した。

「すっごくいい人に会ったんですよ～。私の服を褒めてくださって、いい趣しゆ味みだねって言ってくださって、それで嬉しいからでれでれってしていたら、私ともっと話したいからうちに来ないかって、おうちに招しよう待たいまでしてくださって！　……っていうか、なにこれ美味しい～。米の味がしますよこれっ」

「本当だね。粥って米の味がして、甘くて、しょっぱいものだったんだね。僕は粥ってのは、ただネバネバしてとらえどころのないものだと思ってたよ」

　ソラとカミの会話に、あかりは、泣きたくなった。

　なんなのこの悲しい身の上の人たちは!?

「舌の先で溶とけていきますね～」

「口のなかがくっつかないよね？　食べ物ってこういうものだったんだね」

「ですよね～。で、話を戻すと～、そのいい人のおうちにお邪じや魔ましたら、さらにさらに服を褒めてくださって～、その服はきっと高く売れるから置いていったら命だけは助けてやるからいっひっひ～って言われて、気がついたら全部脱がされて、家の外にだされちゃって～」

「それちっともいい人じゃねーよなっ。泥どろ棒ぼうじゃねーかっ」

　ふいに後ろから声が聞こえ──振り返ったら白びやく夜やがいた。

「そうなんですよ～。褌ひとつだけで放り出されたので、私、とっても健康的で身体からだを鍛きたえていて好きで裸になってる人みたいなふりをして、ここまでものすごく朗ほがらかに走って帰ってきたんですよ～。前に同じことがあったときに、ソラさんに、次回はそうしたら不ふ審しん『神じん』物ぶつに見えないからいいよって言われたから～」

「前のときは、[image: 謎]なぞの露ろ出しゆつ大好き男と勘かん違ちがいされてつかまりそうになったものね。そういえばあのとき、僕、健康のために乾かん布ぷ摩ま擦さつしてるついでに、思いついて、町内一周ぐらい走るぞって気分になった人のふりをして帰ってきたらいいって言ったなあ」

「……ソラの大将、たまに非常識なこと平気で提案してますよねっ」

　白夜が頭を抱かかえてつぶやいた。

「そうかな？　普通だと思うけど」

　ソラはきょとんとしている。

「それ普通じゃねぇっす。ですよね、あかりちゃん？」

「待って。いま、ハクがおりてきたから」

　片手を上げてそう言うと、あかりは、帯おびのあいだから思いつきを記しるすために紙を取りだす。

　──全体によくわからないけど、ひとつ言えるのはソラさんもカミも「美味しい」ってことだわ！

　みんなのやり取りは、あかりにとっては美味しい。

　どこかであかりの書くお話に取り入れたいところだ。

「……こっちも非常識かよっ」

　白夜はげんなりと嘆たん息そくする。

「うん。こうなったときにあかりさんは邪魔しないほうがいいみたいだし、そっとしておこうよ。……白夜、もしよかったらあの鍋を持ってきてくれるかな」

　ソラが、糊の入った大鍋を指し、頼んだ。

「いいっすよ」

　白夜が鍋をひょいと持ち上げ、ソラとふたりで部屋を出ていく。




　我に返ったとき、あかりはひとりだった。

「……ハク将軍は飄ひよう々ひようと全裸で走り抜けた、っと」

　ふう～っと息をつき、紙をしまう。

　オボがあかりの膝ひざの上に載のっていた。習慣なのでいつもどおりにオボを袂に入れ、立ち上がる。

　ソラの話し相手になりに来たのに、ちっとも話していないことに青ざめるあかりだ。

「ソラさん……？」

　慌あわてて、ソラがいつも寝ねているはずの部屋へと走っていく。

「ソラさん、ごめんなさい。私、夢中になっちゃって、ソラさんのこと無視しちゃって……あのっ」

　襖を開けると──。

　ソラとカミと白夜が、地味に、碁ご石いしを「くっつけ」ていた。

　傍かたわらには、糊の入った大鍋。

　そこから刷は毛けで糊をすくいあげては、半月の形に割れてしまっている碁石の断面に糊を塗ぬり、元どおりの形に復元中。

　それぞれに趣おもむきの違ちがう美形の男たちが三名、手に手に碁石と刷毛を持って、熱心に「くっつけ」ている。

「なに……してるんですか？」

　どういうわけか白夜が、悪戯いたずらを見つけられた子どものように顔色を変え、碁石を後ろに隠かくした。

「なんでもくっつくって教えてもらったから、くっつくかなって思って試してたところなんだけど。ちょっと無理かなあ？」

　ソラが深刻な顔で割れた碁石をひとつに合わせている。

「たしかになんでもくっつくわよって言ったけど、碁石や碁盤は無理かも……。ていうかどうして碁石がこんなにたくさん割れてるの？　碁盤もまっぷたつじゃないの!?」

　白夜がうつむき、もじもじしているのを横目に、ソラはにっこりと笑ってあかりに告げた。

「よくあることなんだ」

　──なんで!?

　絶句するあかりを尻しり目めに、ソラが眉み間けんにしわを寄せて碁石を凝視している。

　注意して見るとソラの手にも顔にも糊がべたついていて──髪の毛にもついていて──。

「あ。碁石じゃなくて僕の手と髪の毛がついた」

　ソラが困った顔で固まって、あかりは、ソラの髪についた糊を拭ふき取るための水を用意しに、台所に戻ったのだった。




　そんなふうにして──ソラの屋敷に通いつづけて三み月つきが過ぎた。

　ソラの家には食べ物がほとんどなかった。

　自分の家のために買ったものから少しソラの家に運び込めばいいだけだしと、買い物を大目にして、持ち込んで調理することにした。

　掃除も、目に見える範はん囲いからはじめている。屋敷は広いから、全部がきれいになるのは果てしなく先のことに思えるが──。

　幸いなことに、ソラから「話し相手」のお給きゆう金きんを幾いくばくかもらっている。

　──お金はあるっていうのに、どうして食材はほとんどないのかしら。それに持ってきてくれるという料理が、あの糊みたいな粥な理由は!?

　ソラの屋敷の[image: 謎]は、通っていけばいくだけ深まっていく。

「あかりさんの作るものはどれも美味しい」

　ソラはいつもあかりの料理を喜んで食べてくれる。

「へえ～。魚って焼くと身がほぐしやすいんだね。こうすると丸飲みしなくてもいいんだね。昔魚をもらったことがあるんだけど、いつも丸ごともらうから、食べづらくて苦手だった。でも、焼いたら魚も食べられるよ」

　ときどきソラはとんでもないことを言う。

「いままで生魚を丸飲みしていたの？」

　──っていうか、できたのか!?　

　普通の人間は魚を丸飲みできないはずだ。

「魚って普通あんまり焼かないよね？」

「焼くわよ」

「そうか」

　あかりはよく周囲の人に「変わり者」と言われるが、ソラたちに比べたら、変わってないような気がする。

「……最初は話し相手になってって言っていたのに、こんなにいろいろしてもらうようになったら、もっとお給金をあげたほうがいいのかな」

「いいわよ。いまので充じゆう分ぶん」

　お金は──正直、欲しい。

　祖父の稼かせぎだけで、三人が食べ、弟の忠ただ春はるを学校まで通わせるのはとても大変なことだと、気づいている。

　できるだけ家事を手伝って、祖父の負担を減らそうとしているが、それだけでは足りないはずだった。

　だから、ソラにもらえるお給金はとてもありがたく──「いらない」と断ることはできずにいる。

　それでもなんとなく、お金をもらって通うことがソラに対して申し訳ない気持ちにもなってきていた。

　雇やとわれているから来るのではなく、ソラに会いたいから来ているので、複雑だ。

「そうか。……今日はあかりさんの友だちの話を聞かせて？」

「それは……」

　姫様にイツキマルに牛うし若わかにアヤメに鬼おに夜や叉しや。

　と、答えたらさすがに「誰だれなんだそれ」って聞き返されるだろう。

「あかりさん？」

「学校の友だちは、友だちだよねって確認したことないから、ここで言っちゃっていいのかなあなんて」

　ソラに話しているうちにだんだん落ち込んできた。

　──友だち作ろうって思って、学校に行ったのに、いまだに友だちができてないよ～。

　先生はあかりのことを嫌きらってないように思うが、友だちではなく「先生」だ。やよいも、あかりに親切にしてくれているし、ときどき涙なみだぐんで心配そうにしてくれるから、嫌われてないのではと思うが──友だちかどうかは、確認していない。

「言いたくないなら言わなくてもいいけど」

「そ、そう？」

　あかりは、自分の家で夕飯を食べるので、ソラに食事を作っても食べはしない。

　そのかわりにと、ソラが淹れてくれたお茶を飲み、食事につきあうのが習慣になっている。

　傍らにあるお茶をひとくち飲む。

　ソラのお茶はいつも味が一定せず、ひどく濃こかったり、ものすごく薄うすかったりだ。今日は極きよく端たんに薄くて、白さ湯ゆみたいだった。

「……なんだか、羨うらやましいな」

　ソラがぼそりと言う。

「は？」

「そういうの、羨ましい。学校とか、友だちとか。僕はあかりさんにとって、友だち？」

「友だちだよ」

　即そく答とうする。

　ソラは目を瞬しばたたかせ──少しだけ口をへの字に曲げた。

　──なんで不服そうなの？　どうして？　ソラさん私のこと友だちと思ってなかったの？　雇われてるのに、友だち面づらするなっていう意味？

　笑ってくれると思って即答したのに──ソラが笑顔じゃなくて、あかりの胸がちくりと痛んだ。

　あかりは──どこにも友だちがいない悲しい子？

「……僕も、あかりさんの友だちなんだね」

　ソラが思い直したように、にっこりと笑う。

「そうだ。言っとかなくちゃと思ってたんだ。明日はあかりさん、お休みしてください」

「どうして？」

「明日は主治医が僕を診しん察さつしに来る日だから」

「そう……」

　こうやって話しているときはときどき忘れてしまうけれど──ソラは病弱なのだった。外に出るのを禁じられるほど身体が弱くて、お金も時間もあるのに学校にも行けなくて──。

「じゃあ明後日あさつてには甘いものも持ってくるね。私の作る胡桃くるみ[image: 餠]もちは美味しいんだよ」

　元気よく宣言するあかりに、ソラが「楽しみだな」と笑ってみせた。
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　焰ほのおのなかで火か車しやは立っている。

　煤すすが飛び、周囲はすっかり火の海だ。

　火車の髪かみは、まわりの焰と同じ色だ。その手足もまた燃えさかる焰に包まれている。紅ぐ蓮れんの焰を纏まといながらも、火車の肌はだは爛ただれることなく、白く滑なめらかだ。

　人ではないからだ。

　焰は火車に痛みをもたらさない。




　火車は、足下に倒たおれる、ひとりの女を悲しい目で見つめる。




　さっきまで女は生きていた。

　子どもをふたり抱かかえて、燃え落ちる寸前の家から逃にげようとしていた。

　同じように、ここから逃げようとして走っていた火車と、焰のただなかで鉢はち合あわせしたのだ。

　子を持つ女は、手足に焰を纏わせた火車の姿に、この世のものではないものを見てしまった恐きよう怖ふの顔になり──けれど目を背そむけなかった。

　煙けむりと火しかない、燃え落ちる寸前の家のなかで、女は子どもたちを抱だきしめたまま、挑いどむ目をして火車めがけて走ってきた。

　火車のいる方向しか、逃げられる場所がなかったのだ。




　ひとめで、人ならざる者とわかる女がいたとしても──そこしか進めなかったのだ。




　倒れかかる太い柱を素手で受け止め、薙なぎ払はらったのは、火車の意志だ。

　それでもすべてを防ぎきれなかったのは、火車の力不足だ。

　人である女は子を庇かばい、柱と子とのあいだに身を滑すべらせた。

　大きなほうの子どもの足を、火が、ぺろりと嘗なめた。

　咄とつ嗟さに手を出して、子どもを焰のなかから救いだす。つかみ取ったときに、幼おさな子ごの太ももに、火車の手形が残る。

　誰だれかに託たくして伝えなければと念じていた想いと力が、そのまま、幼子の肌に焼きついてしまった。

　赤子の泣き声。




「……子どもだけは。この子たちだけは助けてください」




　火車は女を救おうとした。

　でも、無理だった。




　せめて子どもたちには焰がかからないようにと、ぐるりと回る火の勢いを、別な方向へと向ける。




　助けにきた誰かの気配を感じる。




　人が来る。敵か味方かもわからない、誰かが来る。

　火車は焰のなかに身を躍おどらせ、飛び込む。




「この子たちを……助けて……」




　救助に来た男に、子どもたちを託たくし──火に包まれて倒とう壊かいした柱の下で、こときれた女の顔は、火傷を負いながらどこか満足げだ。

　──こんなこと望んでなかったのに。

　火車の唇くちびるからちいさな声が零こぼれ──次に絶ぜつ叫きようする。

「こんなこと望んでなかった！　こんなつもりじゃなかったのに！」
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　ソラは、知っている。

　あかりの手が働き者の手だということを。

　あかりの手の皮ひ膚ふは厚く、ところどころにちいさな傷がある。

　十六歳さいの、なにもしない少女の柔やわらかな手ではない。冬にはあかぎれをこさえ、ときには火傷やけどを負って、その傷が治りきらぬうちに仕事をつづけるような手だ。

　あかりはいつも心をどこかに飛ばして、夢物語を語りだす変わり者だが──地に足をつけて生きている。

　──幼おさないときからずっと家の仕事を手伝ってきたんだろうな。

　生い立ちや祖父への思いを聞いたとき、ソラは、あかりが「ただの夢見る少女」ではないことに気づいた。

　だから、あかりの作る物語を聞くと、胸が痛くなる。

　はじめて会ったとき、あかりは、誰だれにも見られないで泣ける場所を探していたのだ。

　──なんであのとき「どうしたんだ」って聞かなかったんだろうな。

　他人には見えない心の友だちについて真剣に語るあかりの話の中身に気を取られ、どうして泣きに来たのかを聞かなかった。

　──どうしたのかって聞いてたら、あかりさんを泣かせてあげられたのかな。

　そうしたら、泣いたあかりのことを抱だき寄せて、慰なぐさめてあげることができたのだろうか？

　本当は早く「火か車しやの手紙」を読み取るべきなのだ。こうしているあいだにも火車は、ソラたちが助けだすのを待っている。

　あかりに「友だちだよ」と言われたとき、ソラは、嬉うれしいのに、悲しくなった。

　友だちになれて喜ぶべきなのに、友だちでしかないんだというような落らく胆たんも感じていた。

　自分の気持ちが、よくわからない。




　翌日である。

「ソラの大将、なに深刻な顔してんですか。大将っぽくないっすね」

　白びやく夜やがやってきて、ぼんやりと過ごすソラに話しかける。

「どういう意味だよ。僕ぼくだってたまには深刻になるよ？」

　というか──現在すでに、対外的には「深刻な状況」だ。

　妖よう怪かい仲間の火車が行方ゆくえ不明になってしまったのを捜さがすために、囮おとりになって、阿あ闍じや梨りの秀しゆう徳とくにつかまっている状態。

　妖よう力りよくを秀徳に吸い取られ、弱ったふりをして、震ふるえながら閉じ込められている芝しば居い中。

　しかも今日は秀徳がやって来て、ソラの妖力を弱める儀ぎ式しきをする日だ。定期的にやって来て、ソラの力を弱め──傀儡くぐつにするつもりでいるらしい。

　──秀徳って気が長いよな。一気にやっつけても傀儡にならないってわかったら、放すか、殺すかしたらいいのに。

　火車の居所を聞きに行ったソラに対して、秀徳は術をかけてソラを縛しばりつけた。

　身体からだだけではなく心や妖力も捕とらえて、自分のものにしようとしたのに、できなかったため──ずっとソラのことを捕らえて、力を弱めようとしている。

　いまも実はソラの身体は普通には目には見えない呪じゆ術じゆつの鎖くさりで、この屋や敷しきのなかに縛りつけられていた。結界が張ってあることと、鎖で縛られているという二重の枷かせが、ソラを屋敷内に留めている。

　秀徳にとって、ソラは、どうしても「生きたままで」自分の傀儡にしたい妖怪らしい。

　ソラにとっては秀徳の行動は[image: 謎]なぞだが、不自由はないので、良しとしている。もとから引きこもって過ごしていたので、あらためて結界のなかに閉じ込められても、さして不都合はないのだ。

「今日は、屋敷には出入り禁止って伝えていたよね？」

「そうでしたっけ？」

　──白夜ときたら、天然だ。

　ソラはこめかみを指で揉もんで、うつむいた。

「今日は、秀徳が様子を見に来る日だから、僕以外は屋敷にいたら駄だ目めだから来るなって言っていたのに……。白夜、とりあえず今日は帰って……」

「大丈夫っすよ。俺だってカマイタチの白夜っすよ。秀徳が来る気配はわかりますって。来たなって感じたら、ささっとカマイタチの素早さで屋敷から出ればいいだけっすよ。見つからなきゃいいんすよね？」

「……噓うそつけ。白夜は企たくらみが全部、顔に出る」

「え」

「どうせそろそろ黙だまって引きこもってるやり方が嫌いやになって、秀徳のあとを自分がつけてみて、火車のいる場所を探ろうなんて考えたんだろう？」

「ばれました？　ソラさんみたいな引きこもりの妖怪か神様が住んでるような寺や屋敷をあちこち調べてるんすけどね、やっぱりどうも見つからなくて……」

　白夜がへらりと笑った。

「引きこもりって言うな！　ときどき人里に降りて町の人の話を聞いていたし、ずっとひとりぼっちだったわけじゃないんだから。それにちゃんと白夜に呼ばれて出てきただろう？」

「そうっすね。たくさんの人や妖怪たちに貢みつぎ物をもらって引きこもってたソラさんが、俺みたいな半はん端ぱな妖怪の頼たのみを聞いて『外に出て』くれるなんて、思わなかったんすけど。頼んでみるもんでしたね……」

「頼まれて、居心地のいい祠ほこらから出てきた僕の言うことを聞いて、今日はもう帰っておくれよ。秀徳に見つかったら、おまえまでつかまってしまうよ？」

「大将、そんな心配しなくても」

「するって！」

　白夜が困った顔になって笑った。

　無茶なことをやろうとして、心配されているのに、どことなく保護者みたいな顔つきになっている。

「そうですか。……大将は、ずーっとつかみどころのないお人かと思ってましたが」

「人じゃないよ。僕も妖怪だよ」

「そういうんじゃなくて。もっと裏のある方かと思ってたのに、違ちがうなあって。──正直、俺は、ソラの大将が俺の頼みを聞いてくれるなんて思ってなかったんすよ。そりゃあ俺は火車のマブダチっすから、助けたかったっすよ。でもね、妖怪や、物ものの怪けってのは、みんな自分勝手じゃないですか。俺も含ふくめて」

「そうだね」

　まさしく、いいから早く屋敷から出ていってくれと頼んでいるのに、過去の思い出語りをはじめる白夜は身勝手だよ！

「俺が火車を好きで助けたくて、手伝ってくれって頼んで、聞いてくれたのはカミだけだった。あいつは貧びん乏ぼうだけど、神様だから……。自分勝手じゃないし、人の幸せを願ってるし、助けようとしてくれるのはわかるんすよ」

「カミに幸せを祈られる人は、たいがい不幸になるんだけどね」

　白夜がどんよりと暗い顔をする。

「そうなんすよね。あいつに声かけたのは、まだ知り合ったばかりのときだったんで、そのへん疎うとくて。あいつが頑がん張ばれば頑張るだけ、誰も助けてくれなくなって、俺、不幸街道まっしぐらでどうしようかと……」

　なにかを思い返すような遠い目をした。

「妖怪総大将のぬらりひょんさんにまで断られて、どうしようかと思ってたら……ソラの大将が『いいよ。手伝うよ』って言って祠から出てきてくれて。俺、嬉しかったんすよ」

　ソラは──ずっとひとりだった。

　誰から生まれ、どうやって育ったかの記き憶おくもなく、気がついたときには、ソラは、ソラだった。

　ソラのために作られたらしき祠でひとりで暮らしていた。

　なにもわからないのに、なにもかもを知っていた。

　自分の名前も、他のみんなの名前も、力の強さも、なにもかもが「見れば」それだけでわかった。

　ソラは、他の妖怪たちと比べて、必要以上にぼんやりしていたのかもしれない。

　だから最初の二百年ぐらいを、周囲の人や物の怪の世界が変わっていくことだけを見つづけて、それだけで満足していたのだ。

　祠でぼんやりしているだけで、人や、他の妖怪が貢ぎ物を届けてくれた。

　願いを言われ、できるだけのことをソラは応こたえた。

　次の百年は、自分以外のものの放つ力を見比べて暮らした。

　道に迷ってソラのもとを訪れた人間が、書物というものを教えてくれた。ソラはすぐに本に夢中になった。

　文字を覚える必要もなく、ソラは、どんな言葉でも「見れば」なにが書いてあるかを理解できた。

　呪術についても、人や天てん狗ぐたちが使っているのを見て、さらに書物を紐ひも解といて、自分なりに学んでいった。教えてもらわずとも、見よう見まねでできてしまったのが、ソラにとっては良いことであり、悪いことでもあった。

　なんでも自力でできるから、ソラは、誰かを頼たよろうとする必要がなかったのだ。

　──なんで自分がひとりなのかを疑問に思うこともなく。

　そのうち人が訪れてこなくなった。妖怪や物の怪たちを人が「見る」ことができない世界に変わっていたことに、ソラは気づきもしなかった。引きこもっていたからだ。

　貧乏神も、そうだ。

　カミも、ひとりだった。

　そもそも神は、はなから、みんな孤独なものだ。

　特に貧乏神は、神様なのに誰からも好かれず、あちこちをどつき回されて嫌きらわれる存在。浮ふ浪ろうしていたカミと仲良くなっていったのが、ソラが四百歳を過ぎた頃。

　──そこから先は、人の世の無情を見聞きして、なんだか切なくなったんだ。

　妖怪たちも、弱いものは虐しいたげられて。すぐに死んでいき、救いようがない。

　──カミはよくうちに来て、泣いていたなあ。自分は神様なのに、誰も助けられないって。

　傷ついて倒たおれていたオボを見つけたのも、カミと知り合った時期だった。

　たまには出てみようかと人里に降りていったソラは、道ばたでぐったりしているオボを見つけた。

　人間たちが、オボを足あし蹴げにしていく。オボはぼろ布みたいになっていた。でも人びとは悪くない。ただ、オボが弱すぎて見えないだけで、わざと蹴飛ばしているわけではなかったのだ。

　拾い上げて、オボを、山の祠に連れていった。

　手当てをして、暮らしているうちに──ソラは、自分以外のものと寝ね泊とまりして過ごすことの意味を身をもって知った。

　誰も側にいないときは寂さびしさは言葉だけのものだったのに。

　オボと暮らすうちに、オボがいないときには身が引きちぎられたような寒さを心と身体が感じることと、オボを抱きしめて撫なでているとそれだけで気持ちがあたたかくやわらぐことを知ってしまった。

　──だから僕は、白夜の「外に出て俺と火車を助けてください」という言葉にうなずいたんだろうな。

　ひとりでいることに飽あきてしまった。

　正確にはオボと、ふたりではあったが。

「でも、いまだから言うけど、俺、信じてもいなかったんすよ。ソラの大将、あんとき、どうでもいいって顔していたから」

「どうでもいい？」

「だってあんとき『毎日に飽きているから、たまにはそういうのもいいかもな』って、そう言ったじゃないすか。退たい屈くつしのぎに手助けかよって、ちょっと悔くやしかったっす」

　──あのときはまだ、友だちっていうのがどういうものかわかってなくて。

　カミとは話をしていたし、道ばたで傷ついていたオボを拾って暮らしたりもしたが──行方ゆくえ不明になった「友だち」を捜すために努力するという強い感情は、まだ、当時のソラには理解を超こえたものだった。

「ソラさんの初対面の印象、実は最悪でしたよ。すっごい強いっぽいのに、引きこもっててめったに出てこなくて、こっちが頼みに行ったら『いいよ』って気軽に安やす請うけ合いっすよ。んで、退屈しのぎだよって顔っすよ」

「ごめん」

　うなだれると、白夜が「いやいや」と手を左右に振る。

「ソラの大将は、五百年も生きてるのに、お子様なんだってわかったから、もういいっす。退屈な顔してても、深刻な顔してても、大将は所しよ[image: 詮]せんはお子様っすよ」

　天てん真しん爛らん漫まんに笑って白夜が言い放つ。

「……白夜」

　聞き捨てならない台詞せりふだ。

　──五百歳の子どもがいてたまるものかっ。

「そうだ。言おうと思ってたんすけど、ソラさん。おとなの俺が助言しますけどね、女の子には花っすよ。ソラさんはやたらあかりさんにお茶を淹いれてあげてるけど、お茶だけじゃ駄目。甘いものも必要っす」

「花？」

「女の子が好きなのは花と甘いものと可愛かわいいもんっすよ。今度なにかお茶ちや菓が子しを用意しておきましょうや。俺がどこかで調達しますよ。その次は花かな」

「花と甘いものと可愛いもの……」

　ぼんやりと反はん芻すうしていたら──あかりの声が。

「ソラさ～ん。おやつと、おにぎりを握にぎってきたの。ご飯だけちょっと置いていくね～」

「今日は来ないでいいって言ったのに」

　白夜だけではなく、あかりまで!?

　暢のん気きな声に頭を抱かかえて立ち上がったところで──。

「まずい。──秀徳が来る」

　あかりが廊ろう下かを歩いてくるぱたぱたという足音の向こうで──ソラを閉じ込めている阿闍梨、秀徳の気配がどっと大きくなってくる。

「来ますね。なんかじわっと真っ黒い力がこっちめがけてきてる。頭、痛いてぇや」

　秀徳の力は暗く淀よどんでいて、妖怪たちにとっても、あまり気持ちがいいものではないのだ。

　妖力とはまた違うものだ。秀徳の力には、人の欲がつまって、重たくて、暗い。

　──妖怪や物の怪たちより、人の欲のほうが、怖こわいものなのかもしれない。

　そう感じさせる暗黒の気を放っている。

　その、暗黒の気配が、ずんずんと近づいてくるのが、わかる。

「……いつもはもっと遠くからあからさまに力を放出してくるのに、今日に限って、門の側に来るまで気配を消してきてる」

　──どうしてだ？

　疑問を抱くより先に、しかし、やることがあった。

「ソラさん～。お医者さんがいらっしゃるっていうからすぐに帰るけど、胡桃くるみ[image: 餠]もちを食べてもらいたくって……」

　襖ふすまを開けて、あかりが言う。

「あかりさん。お願いだから言うことを聞いて」

「え？」

　ソラはあかりの手を引いて抱き寄せた。

　ソラの腕うでのなかで、あかりの身体はあまりにけなげでちいさい。

「ごめんね。しばらく黙ってて」

　あかりの耳元で低くささやいて、そのまま押し入れの戸を開き、その奥へと、あかりを押しやる。

「白夜、もしなにかあったら、あかりさんを守って」

「うぃっす」

　白夜は顔をきりりと引きしめて、あかりの後ろについて押し入れに入る。

　戸を閉めて──あかりと白夜の気配を消すための呪じゆを唱となえ──ソラは、ゆっくりと振り返る。

　とす、とす、とすと──足音がする。

　秀徳が、ソラのいる部屋へとやって来る音だ。

　深呼吸をして、待つ。

「なにをやっているのだ、ソラ？」

　秀徳が襖を開いた。

　岩のような体たい軀くの上に美び麗れいな顔が載のっている。黙っていれば、見目の好よい僧そう侶りよにしか見えないが、眼光の鋭するどさと、放つ威い圧あつ感かんが特異である。

「なにもしておりません」

「儂わしの放った式神から報告を受けている」

　屋敷の周囲を守っている護ご衛えいたちは秀徳の式神だ。

「ここに、儂以外の人間が出入りしているらしいじゃないか。それだけじゃなく、儂が届けた以外のものを食べているようではないか。食べることで力を取り戻もどし、ここから出ようとでも思ったか？」

　秀徳が片手に持っていた魚の骨をソラへと投げつける。

　ソラの顔に骨が当たり、床ゆかに落ちた。ソラは視線をそらさず、秀徳を見て優しく笑う。

　笑顔は──場合によっては最強の嫌みにもなる。

「秀徳様ともあろうお方が台所のごみを漁あさったのですか？　どうなさいました？　そんなことをするようなお方ではありませんでしょうに。不安に思われたのですか？　僕が、また、かつての力を取り戻したらどうしようかと？　あなたより強い存在になったら、どうしようと？　おかしな方ですね、あなたは……」

「黙れ──」

　秀徳の平手がソラの頰ほおを叩たたく。

　ソラはきっ、と秀徳を見返し、張られた頰は無視して、告げる。

「……おもてなしもしませんで申し訳ない。お茶をお淹れしましょう」

　秀徳の横をすり抜けて台所へと向かう。

「待て──なにを企んでいるのだっ」

　ソラの着物の裾すそをつかみ、秀徳が大声を上げた。

　秀徳が両手を組み呪まじないを唱えると、ソラの身体を縛っていた呪術の鎖の縛りがきつくなる。ぎりぎりと肌はだに食い込む痛みに眉まゆをひそめ、ソラは不ふ機き嫌げんに応じた。

「なにも？」

「なにか隠かくしているな、気配でわかる。──そこか」

　秀徳は振り返り、ソラが背中で隠していた押し入れへと向かう。足音高く近づき、戸を開ける。

　ソラは、はっと息を飲んだ。

　咄とつ嗟さにあかりたちを守ろうと全身に力を入れたが……。

　──いない。

　押し入れのなかは、無人だった。

　安あん[image: 堵]どの表情を隠し、ソラは冷たく言う。

「わざわざ気配を消して屋敷にいらっしゃるあなたのような小細工はしませんよ。僕の隙すきを狙ねらってまでやることが、台所のごみ漁り。魚を食べたぐらいで僕の力が戻ってあなたを倒すと不安になるなら、僕のことを閉じ込めなければいい。あなたは、その程度だということです」

「ソラ……」

「あなたがなんのために僕を閉じ込めつづけているのか、僕にはさっぱりわかりませんがね」

　吐はき捨てるように告げてから、にこりと笑う。

「とにかくお茶をお淹れします。僕、お茶を淹れるのがうまくなったんですよ」

「茶？」

「火車の場所を聞きに行っただけで僕を閉じ込める横暴な阿闍梨ごときに淹れるお茶なんてないと言いたいところですが……いまお茶を淹れることに凝こっているので」

「おまえまた……なにか変な書物を読んで知識を入れたのだな？」

　秀徳が額ひたいを押さえ、部屋を出るソラの後ろをついてくる。

「変じゃないですよ。書物は知恵の宝庫です」

　台所へと誘ゆう導どうする。

　押し入れにいなかったということは、白夜が、あかりを連れて逃にげてくれたということだ。とにかく、ふたりが見つからないように時間稼かせぎをしなくては。

　──白夜までつかまって閉じ込められたら困るし。それに、あかりさんも……。

　そう考えると、心がぎゅっとつかまれたような痛みがソラのなかを走り抜けた。

　あかりは、人間だ。

　秀徳は、ソラや火車が力のある妖怪だから、閉じ込めている。人間に対してはどんな態度を取るのか、わからない。

　──あかりさんがもしも危ない目に遭あったら。

　友だちになりたいなんて思って、連れてきてしまった。ソラは、心のどこかで自分の力に慢まん心しんしていた。「わざと」つかまっているのだ。「いつでもその気になれば」出られる力があるし「秀徳より力量は上」だと見くびっていた。

　だから結界に穴を開けたまま放置して、そこからカミや白夜やあかりを出入りさせて──。

　その己の傲ごう慢まんさにやっと気づき、怖くなった。

　ソラひとりだけならどうでもよかったのだ。

　でも、もしも自分のせいで、あかりの身が危険にさらされたら、どうしたらいい？

　ソラは生まれてはじめて「自分のせいで大切な誰かが傷つくかもしれない」という恐怖と悲しみを感じた。

　──どうしよう。考えただけで胸が張り裂さけそうだ。

　あかりさん、早く逃げて……。

　ソラは顔に出さないようにして念じる。もう、あかりを怖い目に遭わせたくないから、二度と会えなくなってもいいから、とにかくいまは逃げて、と。白夜があかりを遠くへ連れていってくれるようにと。

　秀徳のことなんてこれまでずっと怖くなかった。秀徳にどれだけ力があろうとも、どうでもいいと思っていた。だから白夜を助けてやろうと思った。

　けれどそれはソラに、なにもなかったからだった。

　ソラは──自分以外に大切なものがなくて──いや、自分のことすらも大切でもなんでもなくて──。

　白夜に「五百歳の子ども」と言われた意味が、なんとなくわかった。

　ソラは、まさしく、年をただ重ねただけの、分別のない、力だけある子どもだったのだ。

　頰を秀徳に叩かれるのは痛い。でも、痛いだけで、我が慢まんできる。

　が、あかりの頰が、自分の無む鉄てつ砲ぽうさと愚おろかさゆえに叩かれることになったら──きっと心が砕くだける。

「お茶を……」

　台所に秀徳を連れ込み、お茶の道具を出す。平静なふりをして茶葉を用意する。

「なんだ。茶を点たててくれるのかと思いきや」

「そのための道具がこの屋敷にはありませんので」

　なにも必要なかった。書物と必要最低限の生活道具があれば満ちていた。糊のりみたいな粥かゆでも満足していたし、お茶だってひとりでいるのなら飲まなくてもよかったし、屋敷が汚きたなくても気にならなかった。

　──あかりさんが、僕の毎日を少しずつ変えていった……。

「おまえが儂のために茶を用意してくれるとはな……。ここに出入りしているらしい、人の子の影えい響きようか？　それとも儂をここに長居させて、儂の心を読もうとする作戦なのか？　儂とて修行を積んだ身。おまえもすでにわかっておろうが、おまえと対たい峙じするときには心を無にしておる。茶の一いつ杯ぱいで動どう揺ようなど……ぶっ」

　ソラの淹れたお茶に口をつけるなり、秀徳の口がくにゃりと曲がり、むせた。

　秀徳が目を白黒させているのを、見るともなく見つめ──ソラはただ、あかりの無事だけを祈いのっていた。
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「ぷは～。間かん一いつ髪ぱつ、間に合ったな」

　押し入れの天てん井じようの板をずらし、あかりを連れて天井裏へと移動した白夜が、額の汗を拭ぬぐった。

「秀徳さんて思ってたのと違う」

　部屋を出ていく秀徳とソラを天井裏から見送って、あかりがつぶやく。

　──気配を消してどうこうとか、魚を食べてとか、ごみ漁りとか？

　ごみを漁る阿闍梨と、その阿闍梨に囚とらわれている美少年。

　どういうこと!?

「まあな。世間では高僧と呼ばれてるらしいな。秀徳が強いことはたしかだが、高い徳を積んだ僧侶じゃあねぇな、かなりの下げ種す野や郎ろうだ」

「……白夜さん、どうして外に出ようとしているの？」

　説明しながら白夜があかりの手を引いて、天井裏から下り、さらに塀へいの外へと出ようとする。

「これ以上、屋敷のなかで移動してたら、そのうち気配探られるから。出ちゃったほうがソラの大将の迷めい惑わくになんねぇからよ」

「でもソラさん、叩かれてましたよ？」

「あん程度はたいしたことないっすよ。阿闍梨はもっとえげつないことしくさって、ソラさんのこと縛ってるし、力をそぎ落としているか……あ、やば」

「力って、なに？」

　白夜は真っ青になった。

　しかし青くなっても、白夜は、あかりの手を放さず、ぐいぐいと引っ張って屋敷の外へと逃げていく。横顔がいつも以上に真剣だった。

「ソラの大将がこれ以上叩かれないように、いまは逃げてくんねぇか？」

　──余計な手間をかけさせるより、言うとおりにしたほうがいいみたい。

「──逃げるほうがソラさんのためになるのね？」

　白夜がうなずくと、あかりは素直に従った。

「じゃあ逃げる。でもちゃんとあとで説明して」




　その一時間後──あかりは白夜からしっかり事情を聞き込んでいた。

　ところどころ理解できないこともあったが……。

　考えてみれば、あかりが、白夜とふたりきりで話すのははじめてである。白夜がオボを「見る」ことができる理由について尋たずねたくても、いままではなかなか聞く機会がなかった。

「つまりソラさんは力のある妖怪で、白夜さんの親友の妖怪、火車さんを捜すために、人間界にやってきた。どうやら火車さんは、阿闍梨の秀徳さんにさらわれたらしい。それを知ったソラさんが、わざと秀徳さんにつかまってみたっていうこと？」

　白夜とふたりで茶屋に入り、茶と団子を頼む。

「最初は、秀徳ぶっつぶそうぜって流れだったんすが、人間のなかでそれなりの地位のある者を妖怪が殺すのは、妖怪たちにとってもいいことじゃないってソラの大将が言いだしたんすよ。本で読んだ知識によると、僧侶を殺すと、そこから先、僧侶の側が妖怪狩りをはじめてしまって、弱い妖怪たちが危なくなるかもしれないからって……」

「そうなの？」

「だいたいもう人間たちのほとんどが妖怪のことなんて見えてないから、妖怪を殺してまわっても誰も気にしないっすよね。だからこそ、妖怪が見える僧侶を敵に回したら駄目だとか。そのへんちゃんと計画して、阿闍梨と取り引きできるようにしようぜって」

「……ソラさんて、意外と気き遣づかいの人なのね」

「人じゃなくて妖怪っすけどね。気遣いの人っていうか、ソラの大将は……なんていうか、相手の欲しいものをさっと渡してくれるようなお人なんすよ。なんでなんでしょうね。そのとき、目の前の相手が欲しがってる言葉や物を、さらっと渡しちまえるんす。あんなに、ぽやーんとしてみえて、ここぞっていうときには、そうなんすよ」

　白夜の台詞に、あかりは心のなかでうなずいた。

「ソラさんて、病弱なふりをしていただけなの？」

「病弱とは違いますけど、秀徳の結界のなかにいるんで、本調子じゃないっすよ。食事でも、滋じ養ようのあるものは与えないようにして、大将の体力落として囲ってますしね」

　それであの糊のような粥なのか。

「それにしたってひどいわよ、あれ。秀徳さんは味あじ音おん痴ちなのに違いないわ」

　いや、味音痴なのはソラたちのほうか？

「でも白夜さん、ちょっと待って。わからなくなってきたんだけど……ソラさんは、わざとつかまってるってことなのよね？　火車さんのことを探るために。じゃあソラさんはあの屋敷から出ようと思えば出られるってこと？」

「無理をすればね。ただ、あそこから出ようとしたら、がくっと体力と妖力が半減するでしょうね。あと、どうしても結界と鎖を破って出ることになるんで、秀徳が察さつ知ちして、飛んでくる」

「で、秀徳様はなんでソラさんを囲ってるの？」

「それがわかれば苦労しません。火車もですからね。生かさず殺さずで力のある妖怪や神様を閉じ込めて……っていうと、いろいろと呪術的にはやれることがあるんで、壮大な計画がありそうなんすけどね。妖怪を集めて、軍を作るんじゃないのかって[image: 噂]うわさもあって」

「大変じゃないのっ」

「大変っすよ。……っていう説明もどこまで本当かまだわからなくて、ソラさんの受け売りっすけど。妖力を結界で囲って、呪いの図を町のなかで描かいていくと、町ひとつが呪いの結界で囲われるとか、国ごと呪いで囲うなんていうのもあるって」

　ずいぶんと大がかりな話になってきた。

「ただ、殺すと力がなくなるんで、閉じ込めはしても殺しゃしないし、いざっていうときに力が出ればいいから、脱出できないように弱らせて囲ってるだけなんで、しばらく安心みたいっす。ソラさんのことは傀儡にしたがってるらしいっす。……まあ、カミの奴は、ソラの大将が秀徳に愛されちゃったから閉じ込められてるだけだよなんて、暢気なこと抜かしやがるんすけどねっ」

「あ……愛？」

「そういえば、そうだ。あかりちゃんをサイヨウした理由なんすけどね、あかりちゃんから火車の匂いがするんすよ。古い匂においなんで薄うすれてますけど、あかりちゃん、火車と会ったはずなんすよね。火車の手紙、託たくされてるんじゃないすか？　それを読ませてもらえば、火車の居所がわかるかもしれなくて……」

「火車の手紙？　あ」

　オボを預けられたときに、[image: 謎]の美青年に、そういうことを言われた気がする。

「それってどういうものなの？　私、そんな手紙持ってないと思うんだけど」

　話しているうちに、お茶と団子がひとつずつ運ばれてきた。

　白夜とあかりのふたりがいるのに、それぞれ、ひとつずつ。これでは困る。

「なんで、お茶がひとつ？　お団子も。……すみません、あの」

　店の人に、注文の品が足りないと声をかけようとしたあかりを、白夜が止めた。

「あ、いいっす。これって普通っすよ。説明したように、人間には、俺のこと見える人と、見えない人がいるんすよ。あかりちゃんみたいなのは、むしろ少数派っすね。ソラの大将や、カミぐらいに力があると、たいていの人間は認識してくれるけど、俺みたいなのは……って」

　明るく言いながら──途中で白夜の顔が歪ゆがむ。

「……俺だって強いんすよ。本気出したらすごいんすよ。触さわるもの皆傷つける『カマイタチの白夜様』じゃ！　見てろやーっ、いつかみんな、目にもの言わしたるわーっ」

　バーンっ。

　拳こぶしで机を叩くと、机が縦に割れた。

　咄嗟に、湯飲みと団子を手に取ったあかりに、みんなの注目が一気に集まる。

「……すんません」

　白夜がしゅんとうなだれた。

　しかもみんなは見ているけれど──遠巻きだ。誰ひとり近づいてこない。

「あと……俺が見えてないってことは、あかりちゃんはひとりで見えない空間に向かって話してる変な子って、みんなに思われてると思うんで。すんません。もう本当にすんませんっ」

　──なるほど。誰もいないところに話しかけてた人間が、いきなり机を縦に割ったとしたとしたら、みんな近づきたくないわよね。気が触ふれてるとか、得体が知れないとか……。危険な人にしか見えないし。

「うん。でもまあ、それは慣れてるから」

　自分の作った物語の登場人物に語りかけているのと、傍はたから見たら、大差ない。変な目で見られるのはいつもと同じ。

　あかりは、しおれた姿で謝しや罪ざいする白夜に団子を手渡し、笑った。
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　オボは人の足あし下もとにすり寄るのが好きだ。

　人じゃなくても、動物や妖よう怪かいが相手でもいいらしい。歩いたり走ったりしている誰だれかの足下にまとわりついて、しっぽや、身体からだを押しつけるのが好きだ。

「……っ」

　あかりの弟──忠ただ春はるがオボにまとわりつかれて転てん倒とうする。

「もう。なにやってるの？」

　オボの姿は忠春には見えていない。忠春を転ばせてしまったオボは、後ろ足で立ち上がり、ヒゲをヒクヒクさせて首をのばし、姉きよう弟だいの様子を窺うかがっている。

　──悪気はないんだよなあ。かまって欲しくて、足下にくっつくだけで。

　ここは、あかりの家──学校から帰って、あかりは、砕くだいた胡桃くるみを入れた[image: 餠]もち菓が子しを作っていた。

　昨日、ソラへと持っていったのに渡しそびれたから作り直し。

　昨日の胡桃[image: 餠]は白びやく夜やのお腹なかのなかに収まったのだ。行方ゆくえ不ふ明めいだという友だちの火か車しやの身を心配する白夜の想いに、団子と胡桃[image: 餠]を渡して、慰なぐさめたあかりだった。

　──で、火車ってどういう妖怪なの？

　あかりの読んだ本のなかでは、火車は、火のついた車の妖怪だ。しかしそんな物ぶつ騒そうなものと巡めぐり合った記き憶おくなんてない。

　それでいったらカマイタチの白夜だって、想像していたカマイタチとは違ちがう姿だった。

　──「びーってして、しゅっとした、すごいかっこいい生き物が火車です」って説明されても、わからないわよっ。

「おかしいな。なんだか最近、僕ぼく、なにもないところで転ぶこと多くない？　どうしてだろう」

　忠春が首をひねっている。

「注意不足なんじゃないの？」

　たいていの人にはオボの姿が見えないから、足をとられて、不注意に転倒してしまうというだけで。たまにオボは、転んでしまった忠春や祖そ父ふの下した敷じきになって「きゅーきゅー」と悲ひ鳴めいを上げていたりする。

　痛い目に遭あうなら学習すればいいのに、何度、踏みつぶされても、それでもやっぱりオボは人の足下に寄っていく。

　──オボも妖怪なのよね。

　白夜に聞いた。オボは力のない、悪意もない妖怪だと。

　オボの食べるものがなにか聞こうとしたが、白夜の悩なやみ相談の勢いに押され、聞きそびれてしまった。

「お姉ちゃんは転ばないのに、お爺じい様さまと僕だけ、家のなかでなにかにつまずいて転んでるような気がするんだけど」

「気のせいよ」

　耳を忠春のほうに向けて立っているオボの首をひょいとつかんで、袂たもとに入れる。

　そういえば、と思う。ソラは、オボにつまずいて転んだことが一度もなかった。

　オボがソラのまわりをつきまとっていたとしても、自然な態度でオボを無視して、蹴け飛とばしもせずに歩いていて──。

　──つまり、ソラさんはオボのことが見えていたのに、見えないふりをしていたのね。

　どうしてだろう。むくむくと疑問が頭に浮かんでくる。

　人間なら「若返る」ことはないが、妖怪なら話は別だ。

　ソラは、オボを預あずけてくれたあの人ではないのだろうか。そうならなぜそうと言ってくれないのだろう？

　──もしかして最初に野原で会ったときに着物の裾すそを捲めくろうとしたのを怒おこったから？

　二度目に屋や敷しきで会ったときにも、もう一度会ったら頰ほおを叩たたきたいって言ったような記憶が……。

「そんなこと気にしてるの!?」

　叩かれたくなくて黙だまっていたとか!?

「お姉ちゃん？」

「ん？」

「なにか隠かくしているよね」

　忠春があかりの前に立って腕うで組ぐみをした。

「え……なにも……」

「友だちのところで勉強しているって言って、毎日のように通かよっているけど、実は違うんじゃない？」

「そんなことないよ。やだなあ。忠春、なんでまた……」

「噓うそついてるとわかるんだって。だって僕、お姉ちゃんのこと好きだもん。好きだから、見てたらわかる。お姉ちゃんが隠し事してること、お爺様も感づいていると思うな」

　あかりのことを下から覗のぞき込み、潑はつ剌らつとした笑顔つきで告げた。

「それでもなにも言わないのは、お姉ちゃんが、僕たちを心配させるようなことはしないって信じてるからだよ。信じてるから、お姉ちゃんが自分から話してくれるのを待ってるんだ」

「それは……」

　さすが忠春は賢かしこいな。そして可愛かわいいな。

　なんていうことを姉馬ば鹿かなので脳内で思いつつ、あかりは口ごもる。

　──妖怪に採用されて、話し相手に通ってますって、言っていいものかしら。

　いや、よくない。

　脳内で即そく答とう。

　では、家族の心配を考こう慮りよし、ソラの家に通うのをやめたほうがいいのか。

　そう考えた途と端たん、あかりの脳内には、しんと静かな広い屋敷にひとり佇たたずむソラの姿が映しだされた。

　白夜もカミもいて、本当にひとりぼっちではないのだとしても。それでもソラがあの広い屋敷であかりを待っている姿を想像すると、胸に棘とげが刺さるみたいに痛くて、つらい。

「いまは──まだ、駄だ目め。あとで話すから」

「あとって、いつ？」

　いつだろう。

　ソラが引きこもって暮らすのをやめたとき？　

　そうしたらソラを連れて、忠春に紹しよう介かいできる。妖怪だとか人だとかは関係なく──たくさんの本を持っていて、物語の話にいつまでもつきあってくれる、そんな気の合う友だちなんだよと、紹介できる。ソラは力のある妖怪だから、きっと忠春にも見えるはず。

「いまはいつとは言えないけど……いつか」

　ソラを外に連れだして、一緒にお茶屋に行ったりできるのかと思うと──明るい気持ちになった。

　そうか。そうしたらいい。

　秀しゆう徳とくの手から、火車を助けて、ソラも助けて──。

「じゃあもう少し待つよ。でもね、お姉ちゃんは、おもしろそうなことにすぐ飛びついて、考えなしなんだからちゃんとするんだよ。あと、昔から知ってるみんなは、お姉ちゃんのことを変な子だと思ってるから忘れてるけど、お姉ちゃんは美人だから、気をつけて」

「変な子……」

「変じゃないとは言わせないよ。だいたいお姉ちゃんは料理も裁さい縫ほうも上手で顔も可愛らしくて僕の自じ慢まんの姉さんなんだよ。あの突然の『おりてきたわ』っていうのと、へんてこな踊りと、『あぱぱぱぱ』をやめさえすれば！」

　なにかに火がついたように──忠春が滔とう々とうと説教をはじめ、あかりを思う存分、へこませたのだった。
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　ソラは庭を掘っていた。

　花か甘いものか可愛いものが女の子にはいいと白夜に言われたが、屋敷には花も甘いものもなかったのだ。

　──桜色の紐ひもはきれいだけど可愛いものじゃないし……。じゃあ、可愛いものっていうくくりで、僕を渡したらどうだろう。

　考えてから自主的に却きやつ下か。

「僕は妖怪としてはわりと可愛いほうだと思うけどオボほど可愛くない。あ、でもオボを預けたから、可愛いものはあげたことになるんじゃないかな。じゃあ、あとは花と甘いものだ」

　──どうしよう。どこにも花なんてない。

　雑草でも、花をつけるような雑草だったらいいのに、なにもない。木の枝にもなにも咲いていない。

「いまから白夜かカミに種をもらってきて、この穴に埋うめて、水をやって育てて……」

　でも──そうしたって今日中には絶対に花は咲かない。

　──今日のうちに花も甘いものもあげないと、駄目なのに。

　両手を土だらけにして途方に暮れて立っていると、なんだか涙が零こぼれそうになってきた。情けなくて、泣きたい。

「ソラさん～。こんにちは～」

　いつもの、抜け道の穴から、あかりがひょいと顔を覗かせる。

　穴から抜けでて、ソラへと走ってくる。

「今日は胡桃[image: 餠]を作って持ってきたんですよ。昨日、ソラさんにあげようと思ってたのに、なんだか変なことになっちゃって。はい、これね、あまーく作ってあってすごく美味しいから」

「う……ん」

　胡桃[image: 餠]をソラに差しだしたあかりは、ソラの手を見て眉まゆをひそめる。

「どうしたんですか？　その手」

「花を植えたくて土を掘っていたんだ」

「お花？　そうですよね。この庭は殺風景で寂さびしいなって思ってたんですよ」

　──殺風景で寂しいと思われていたのか!?

　金だらいが頭に落ちてきたような衝しよう撃げきだった。

　あかりを、ソラなりにもてなそうと努力してきたのに、屋敷そのものが寂しい場所だと認定されていたのか。飾ればよかったのか？

　しかも、あかりのほうから、「甘いもの」をくれている。

　反対じゃないか!?　女の子に甘いものと花と可愛いものをあげるべきなのに、ソラのほうが、あかりからもらっているなんて。

　あかりの袂からオボが鼻を突き出し「きゅ」と自慢げに鳴いた。

　ソラは、オボが、羨うらやましくなった。ソラだって、あかりの袂に入って「きゅ」と鳴いているだけで可愛がられるようなものになりたい。オボと入れ替かわりたい。

　ソラがオボを睨にらみつけると、オボは「きゅう」と袂の奥に引っ込んでしまう。

「お茶を……淹いれます」

　ソラにできるのはお茶を淹れることだけだった。

「わーい。嬉うれしいな。じゃあソラさんのお茶で胡桃[image: 餠]を一いつ緒しよに食べましょうね」

「……でも、やっぱりやめます」

　ソラは──台所へと進めた足を止める。

　──結局、なにもあげられないままで終わるとしても。

　昨日、決めたのだ。

　秀徳が来て、あかりを押し入れに隠したときに、決めたのだ。

　ソラはくるりと振り返り、あかりを見下ろす。

「あかりさん、いままでありがとう。もう話し相手はいいですよ」

「は？」

　白夜のことだから、あかりをうまく言いくるめることができたはずがなかった。

　きっとあかりはソラが妖怪なことも、同じく妖怪の火車を捜さがしていることも、そのために秀徳に囚とらわれていることも──みんな聞いたに違いない。

　あかりが結界を破って入ってきたことや、おそらくあかりが火車の手紙を持っていることなどまで説明したかどうかはわからない。白夜は興こう奮ふんすると話がどんどん脱だつ線せんしていくから。

「なに言ってるの？　私は今日はソラさんからきちんとした説明を聞こうと思ってきたのに。ソラさんは妖怪なんでしょう？　秀徳さんにつかまっているのよね？　火車さんを助け出すんでしょう？」

　案の定だ。

　しかし、白夜があかりにどこまで話したとしても、こうやってあかりがソラを訪ねてきてくれたことに感謝する。

　ソラが妖怪でも、秀徳に狙ねらわれる危険があったとしても、あかりは、今日また訪ねてきてくれたのだと思うと、胸の奥がふんわりとあたたかくなった。

「そうです。僕は妖怪で、秀徳につかまっている火車を助けようとしてここでつかまったふりをしてました。あかりさんのこと、ここに引き入れたこと、いまは後こう悔かいしてるんです。ごめんなさい。危ない目に遭わせたくないから、もう来なくていいです」

　それだけではなかった。

　あかりがいま寂しい思いをしていることのすべてが、たぶん、火車──妖怪の起こした火事が発ほつ端たんのはずだ。

　あかりから両親を奪うばい、あかりの祖父を泣かせ、あかりの身体に火傷やけどを作り──。

　あかりはあの火事が火車のせいだなんて思っていないだろうから、いまは、ソラたちに優しくしてくれているけれど。

　火事の要因が妖怪だと知ったら、自分も、憎にくまれるかもしれない。

　他の人間たちに憎まれることは仕方ないことだとあきらめられても、あかりに憎まれるかと思うと、ソラは耐たえることができなかった。あかりに嫌きらわれることが怖こわくてたまらなかった。

　ソラにとって、あかりは、特別なのだ。

　──たぶん、こういうのをひとめ惚ぼれっていうんだ。

　最初の出会いで惹ひかれ、興味を持って近づいて──知れば知るだけ相手のことが好きになっていく。好きになってしまいすぎて、嫌われたらどうしようと考えて、不安になる。

　──あかりさんを、泣かせたくないんだ。

　あかりにはいつも笑っていて欲しい。変なことを言って「おりてきたわ」と踊っていて欲しい。

　いまのソラの望みは、それだけだ。

「なによ、それ。そんなこと言われて納なつ得とくできるわけないじゃない。それに……そうだ。火車の手紙がどうとかって。それって大切なことなんでしょう？　私が手紙を預かった記憶はないけど……白夜さんに説明されて、決めたの。私、協力するから」

「協力？」

「手紙、見せるから」

「……本気で？　白夜はちゃんと説明したんですか？」

「もちろん」

　──絶対に、噓だ。

　あかりの火傷の跡あとに火車の念が封ふうじられているだなんて、そんな説明を白夜がきちんとしてのけたわけがない。そう説明されていたら、こんなにまっすぐに「協力する」なんて言えないはずだ。

　──でも、火車の手紙は見なくてはならないんだよな。

　それで秀徳がなにをやろうとしているのかわかって、火車のいまの居場所がわかれば──一気に事を進められる。そしてそれは、間接的には、あかりを守ることにもつながるのだ。

　秀徳は訪問者の存在に気がついている。ソラが手をこまねいているあいだに、あかりを見つけだすかもしれない。そうしたときに、秀徳もまた、あかりの身体から火車の匂においを嗅かぎ取るかもしれない。

　だが、あかりの火傷の跡が火車の手紙なら──誰かがそれを読んでしまえば、あかりの身体から火傷の跡が消えるはずだ。

　跡が消えるだけでも、あかりのためになるかもしれない。

「わかりました。怒って、ひっぱたいてくれてもいいです。手紙、見せていただきます」

　そう告げて、ソラは、あかりの身体を引き寄せた。

「え……ちょ……」

　身体をぴたりと合わせ、あかりの着物の上から全身を手のひらで撫なでる。
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「黙って……力を抜いてください。あなたの身体のどこかに、火車の手紙が隠されているんだ。それを探します」

「そ……んな。身体のどこかなんて聞いてな……」

　大きく目を見開いて、ソラの腕のなかで身体をちいさくしているあかりに、ソラの胸がとくんと鳴った。

　か弱くて、柔やわらかいあかりの身体を腕のなかに感じ、切なくなった。

　火車があかりの身体のどこかに触ふれたのだと思うと、腹が立つ。でもそうしてくれたから、ソラは、あかりと出会えたのだ。

「あなたが寂しがってることのすべてが、僕が、あかりさんと出会えた理由なんですよね。ごめんなさい」

　胸が引き絞しぼられるような気がした。

　気がついたとき──ソラは、あかりに、くちづけていた。

　すぐ目の前にあかりの赤くてふっくらした唇くちびるがあって、その唇が開いて、白い歯が零れたから、そうした。視線が唇に吸いつけられ、目が離せなくなって──自然と顔が近づいていた。

　唇を重ね、軽く吸い上げる。

「……ん」

　ちいさな吐と息いきがあかりの唇から零れ、我に返って、唇を離す。

「僕、あかりさんが好きだ」

「──ソラさん？」

　あかりは、ぼんやりと無む垢くな顔をしていた。

　我が身に起こったことをうまく理解しきれていないような顔。瞬まばたきをくり返して、ソラの顔を見返す。

　ソラはいつまでもあかりを抱だきしめていたかった。

　でも──ソラの指は、火車の痕こん跡せきを探しだしてしまう。

　──っ。よりにもよって太もも!?

　そんな気はしていたのだ。膝ひざ枕まくらしてもらっているときに気配がはっきり伝わってきていたから……。

「手紙、見つけました」

　嘆たん息そくをひとつ漏もらし、ソラは、ささやく。

　あかりにひっぱたかれることを覚かく悟ごして、着物の裾を割って手を差し入れる。

「なにしてっ」

「手紙を見せてもらってるんですよ。あかりさん、ごめんね。黙ってくれないなら──黙らせてあげる」

　あかりの頭を支え、二度目のくちづけをする。無理にふさいだ唇から、あかりの抗こう議ぎの声を吸い取る。

　そうしながら、ソラは、あかりの太ももに手を[image: 這]はわせ──。

　あかりは火車に触れられて、きっと痛かっただろう。火傷はつらかっただろう。それを想うとあかりがかわいそうで、自分の胸にも、火傷を負ったような痛みが走った。

　心のなかで謝罪しながら、あかりに触れる。

　──火車が誰かに託たくしたいと思っていた想いと、火車の妖よう力りよくが、ここに。

　指先と手のひらで、火車の想いと力を受け止めたソラの全身が固まる。




　──なんだって!?




　あかりがソラを突き飛ばした。

　ソラはあかりの平手を甘んじて受け止める。

「あかりさん。ごめんね」

「ご……ごめんじゃないわよっ。そんなとこ触さわって……。それに、く、くちづ……わあああああっ」

　真っ赤になっているあかりが可愛らしくて──だけど「可愛い」と言う自信がなくて、だからソラは噓をつく。

「ええと。これは、手紙を読み取るための儀ぎ式しきのひとつ、だから」

「そ……そうなの。そんな儀式。儀式？　儀式」

　目を白黒させて「儀式なの、儀式」とくり返していたあかりが、おずおずと尋たずねてくる。

「火車さんの手紙って、それって私の火傷のことなの？」

　傷つけた。

　それは、わかっていた。

「うん。僕が手紙を読んだから、あかりさんの火傷の跡はきっと消えてると思う。もっと早くにあかりさんに僕が妖怪だってことや火車の手紙を探してることを普通に打ち明けて、それで見せてもらえばよかったよね。言えなくて、ごめん」

　ざざざ──。

　風が吹く。

　ソラは力を放出する。

　あかりの身体を風で包み込んで飛ばし──屋敷の外へと押しだしていく。

　オボがあかりの袂から顔を覗かせ、ソラを非難するように鼻とヒゲを動かした。

　あかりは必死で抵てい抗こうしようとしたが──ソラはそんなあかりを風の力で、いつも使っている抜け穴へと優しく運ぶ。

「ソラさん……やだ。なんでこんなことするのっ。だいたいソラさんて、オボを預けてくれた人よね？　そうなんだよね？　私に友だちを作れって言った人だよね？　なんでもっと早くに……」

　──早くに言っていたら、きっと僕は、こんなにあかりさんのこと好きにならなかったなあ。

　一緒に過ごす時間が、ソラを、あかりへと引きつけてくれた。

　妖怪の一年は、人の一年とは違う。五百年生きているソラにとって、月日の流れは人の感じるそれよりずっと緩やかなものだ。

　だからこそ、あかりと過ごした月日が、ソラの胸に染み込んでいた。

　もしかしたら、ソラはあかりのことを知らないままでいたほうがよかったのかもしれない。そうしたら、ソラは、妖怪である自分が、人であるあかりのことを好きになっていいのかなんて考えることもなくて──。

「帰って。僕にはしなくちゃいけないことがあるから」

「ソラさん？」

「あかりさん──ありがとう。そして、さようなら」

　あかりは屋敷の外へと姿を消した。

　ソラが、そうさせた。

　そうして、ソラは、あかりが二度とこちらへと入ってこないように、抜け穴に封をして、結界を閉じたのだった。










[image: ]




「ちょっと待ってよ。これってどういうこと!?」

　風が、巨大な手になってあかりを運びだしたかのように──あかりは、屋や敷しきの抜け穴へ押し込まれ、そのまま外に出た。

　あかりを放出したあと──穴が、みるみるふさがっていく。

　一瞬、呆あつ気けにとられたが、すぐに地面にしゃがみ込み、なくなってしまった穴を探す。

「オボも妖怪だっていうなら、どうにかしてよ。本当に意味がわからないっ」

　──勝手にオボを預けてみたり、サイヨウだよって呼び出してみたり、抱だきしめたり、くちづけしたり。なのに、今度は、もう帰ってくれとか、会わないとか。

　ソラは、無茶苦茶だ。

　なにひとつ納なつ得とくできない。

　──絶対に嫌いやよ。もう会えないなんて、絶対に！

　地べたにもう一度、屋敷に入るための穴を作ろうと手で土を掘り返す。

　無我夢中だった。

　腕うでを振り回していたら、オボが、袂たもとから転げ落ちた。

　抗こう議ぎの声を上げたオボを無視していたあかりは肩かたをつかまれ、強引に振り返らされた。

「え？」

　いままで見つからないように腐ふ心しんしていた、屋敷のまわりを護ご衛えいしている男たちが、三人固まってあかりを見下ろしている。

　戦衣に、軽めの鎧よろい。刀を腰こしから下げた屈くつ強きような男たちが、無言であかりを睨にらみつけた。

「……別に私はあやしい人間じゃないから。ただ穴を掘ってる……だけで……」

　──充じゆう分ぶんにあやしいよね。

　後ずさったら、背中に塀へいが当たった。

　両手を上げ、ひきつった笑顔を浮かべ、どうやってごまかそうかと脳内で言葉を探す。

　こんなとき、黄き表びよう紙しのなかの登場人物たちはどうやっていただろう。あかりが思い描いて綴つづっている、四し天てん王のうたちだったらどう言う？　鬼おに夜や叉しやだったら？　姫様は？

「頭ずが高いわ。私を誰だれだと思っているの？　通りすがりの穴掘り職人だと思ったらそれは大間違い」

　あかりは、つんと顎あごを上げ、高こう慢まんに言い放った。

「さあ。そこをどいてちょうだいっ」

　勢いで押してどさくさに紛まぎれて逃にげようとしたが──。

　男たちはあかりの台詞せりふなど聞きもせず、つかみかかる。

　オボが、歯を剝むき出し、あかりを守ろうと男たちに飛びかかった。

「オボっ」

　しかしオボの歯はあまりにもちいさく、その爪つめも弱すぎた。威い嚇かくの声をあげて飛びかかったオボは、男に軽く一いつ蹴しゆうされ、遠くへとはね飛ばされる。

「きゃんっ」

　苦痛の悲鳴を上げ、オボが地面に叩たたきつけられた。

「……オボーっ！」

　オボは地面に横たわったまま、起き上がらない。

　あかりは慌あわててオボへと駆かけ寄ろうとする。

　なのに──男たちがよってたかって、あかりの身体からだを押さえつける。

　腕をとらえ、足をつかみ、ひょいと大きな肩へと荷を担かつぐように抱かかえ上げた。男の頭を叩いて、腕を蹴け飛とばして、暴れたけれど、男はまったく意に介かいさない。

　後頭部に衝しよう撃げきを感じ──あかりは、意識を、失った。




　気がついたあかりが最初にしたのは、オボを捜さがすことだった。

「……オボっ？」

　無意識に袂を探ろうとした手が途中で止まる。

　なんだか手が動かない。持ち上げようとしたら、手が重くて──自分の手首が鎖くさりにつながれていることに気づいた。

「なんで？」

　それから視線をさまよわせる。

　──ここは、どこ？

　狭せまくて暗い室内。明かり取りの窓すらなく、しんとしている。

　あかりは壁かべにもたれた形で、床ゆかに座り込んでいた。

　床も壁も石造りで、冷たく、硬かたい。

　妙みように湿しつ気けがこもっていて、耳をすますと、どこか遠くで、ちょろちょろと水が流れるような音がしている。

「オボを助けに行かなくちゃ……」

「……オボってのは、私の知っているオボのことか？」

　ひとりだと思っていたのに、ふいに声が聞こえて、ぎょっとした。

　声のしたほうを目をすがめて見る。暗がりに慣れてきた視力が、ぼんやりとした人の形を認める。

　かすれた低い声は、男とも女とも見当がつかない。

「オボのこと知ってるの？　ここにいる？　見かけたの？」

　思わず詰つめ寄ろうとしたあかりは──手だけではなく、足首にも足かせがかかっていて、鎖でつながれていることを知る。

　床に穿うがたれた杭くいとつながれていて、狭い範はん囲いでしか動けない。

「なに、これ？」

　じゃりんという金属の音がする。頑がん丈じような足かせで、あかりの腕わん力りよくでどうにかなりそうなものではなかった。

「逃げないようにって、足かせだよ。ここは秀しゆう徳とくが、いろんな妖怪を閉じ込める地下牢ろうだ。あんたは見たことのない顔だけど、なんて名前だい？」

「私は……あかり」

「あかり？　なんだか、縁えんのありそうな名前だね。あかりっていう名前なら、私みたいに火が使えたりするんだろう？　聞いたことのない妖怪だけど……」

「そういうあなたは？」

「私かい？　私は、火か車しやだよ」

「え……ええええええっ」

　絶ぜつ叫きようが牢に響ひびき渡る。

「なんだよ。そんなに驚おどろくようなことかい？」

「驚くようなことよ。だってあなたのこと捜してたのにっ」

「私を？　あんたは、私の会ったことのある妖怪ってことかい？　ちょっと顔をお見せよ」

　そう言って、火車は、片手を空中に差し向けた。

　火車の手の上に、ぽおっと、ちいさな火の玉が灯ともる。

「見たことないけどねえ」

「そりゃそうよ。私は妖怪じゃないもの」

「妖怪じゃないって？　じゃあどうして秀徳にこんなところに閉じ込められたんだい？」

　火車は、あかりを興味深げに見つめている。

　──美人だ！
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　火のような赤い髪が、白くてちいさな顔を縁ふち取どっている。手のひらに載のせた焰ほのおが、火車の頰ほおを赤く照らしている。赤い唇くちびるに、切れ長で眦まなじりの上がった眸ひとみも赤い。

　人ではないのはその眸の色でわかる。自分とは違う世界の生き物だと思うから、怖こわいのに、それでも目が離せない。

　燃えさかる焰の美しさと同じだ。

　──反則じゃないの。なにこれ。なんかこれはすごいわ。そうなのよそうよ。姫様ってこういうものよね。強いとか弱いとかじゃなく、見た瞬しゆん間かんに、きたーって感じて、目が離せないのが姫っていう生き物よ。そしてそれが生き様よ。姫としての生き様なのよ！

「おりてきたわ！」

「……なにが？」

　火車が、なにがおりてきたのかというように、あかりの頭ず上じようを見上げた。

「おりてきたのに書けないわ。困る。火車さん、申し訳ないけどこの手首にかけられた手かせをその火で焼いて溶とかしてくれないかしら」

　火車に頼たのむ。

「書けないだけじゃなく、とにかくここを出ないと。オボのことも心配だし、帰らないと……」

「なに言ってんだよ。そんなのが溶けるほど熱したら、あんたの手が痛いじゃないか」

「痛くてもかまわないわ」




「こっちがかまうんだよ。私は無用に誰かを傷つけるのはもう嫌なんだよっ！」




　半なかば妄もう想そうの世界へと入りかけていたあかりの気持ちを、現実に引き戻もどすような、強い悲しみと怒いかりが、火車の叫さけびにはこもっていた。

「……あぱぱぱぱ、はあ」

　我に返ったあかりは、自分がとんでもないことを頼たのんでいたことに気づく。

　──手かせの鉄が溶けるぐらいの火をつけてって、そりゃあ頼まれても困るよね。

　もし火車があかりの頼みを聞いてくれたら、あかりは、大火傷を負ってしまうところだった。命すらなくしたかもしれない。

「火車さん、優しいんだね」

　妖怪って、みんな、優しいのだなと思う。

　ソラにしろ、カミにしろ、白夜にしろ──みんな少しずれているところはあっても、あかりには優しかった。

「優しくないよ」

「優しいよ。火車さん、ここにずっと閉じ込められていたの？」

　秀徳に──ということは、ソラと同じだ。ろくなものを食べさせてもらっていないに違いない。糊のりのような粥かゆが頭に浮かび、あかりは、そういえばと袂の奥を探る。

　両手が手かせでつながっているが──自分の着物の袂のなかには、どうにか手を入れられる。

「火車さん、私の作った胡桃くるみ[image: 餠]もちがあるから、食べて……って、あれ？　一個しかないわ。六個入れてきたはずなのに」

「はあ？」

「なんでないの？　落としたのかな。それともここに連れてきたあのいかつい衛えい兵へいたちが私の袂を探って、取り上げて食べたのかしら。道ばたに落ちて泥どろまみれになるよりは誰かが食べてくれたほうがいいけど──でも、だったら私になにか言ってくれてもいいわよね？　胡桃[image: 餠]ごちそうさまとか、美お味いしかったよとか！」

「あんた、怒るところがずれてるって言われることないか？」

「だって火車さん、お腹なかすいてない？」

「いや……すいてない。それにせっかくだけど私は[image: 餠]は苦手なんで」

「え～？」

　壁の片側と、もう片方の側と、部屋の両りよう端はしにつながれたまま話をする。

　──そっか。火車さんて女の人なんだ。

　あらためて眺ながめてみても、火車は美人で──。

　ソラが捜して、助けだそうとして、託された手紙を捜していたのは、きれいな女の妖よう怪かいだった。

　あかりに別べつ離りを告げ、あかりの身体に触ふれて火車の言こと付づけを読み取り──ソラは、火車を助けに来るのだ。

「ずっと閉じ込められてた高貴できれいな姫様よね」

　ぽつりと声が零こぼれた。

　あかりの綴っていた物語。姫様の名前は、きっと、火車だ。四天王最弱の男ソラが、いままで隠かくしていた本気の強い力を出して、救いにくる姫。

「姫？　姫なんかここにはいないよ。秀徳が閉じ込めているのは、妖怪だけさ」

「……妖怪だけ？　だったらどうしてみんな逃げないの？」

　火車の台詞を聞いて、矛む盾じゆんに気づく。

　よく考えたら、火車は、火を点ともすことができるはず。あかりは人だから火傷を負うが、火車が自分で足かせの鉄を溶かしても怪け我がはないのでは？

　ならば自力で逃げられそうなのに。

「どうしてって……。秀徳は、私が逃げたら、私がいちばん大切にしている妖怪を呪のろい殺すって言ったんだ。ここに閉じ込められているのは、みんな、そんなふうに人ひと質じちを取られている奴やつらばかりだ。人質じゃなく、妖よう質じちか。それに私には、ここにいるべき理由がある」

「秀徳さんてずいぶんと卑ひ怯きような人なのね」

　あかりも、祖父や忠春の命が危ないと言われれば──逃げられないだろう。

「火車さんのいるべき理由って？」

「それは……」

　火車がくちごもる。言いづらそうにしているから、無理に聞きだすことはせず話題をそらした。

「そういえば火車さん、私、火車さんの手紙を運んだらしいの。これだけきれいな人に会ったら覚えてるはずなのに、まったく記き憶おくにないのよね。どうやって火車さんに手紙を渡されたのかな」

　──だいたいあの手紙とやらは、なにを書いてあったのか。

「手紙？　あんた……いまいくつだい？」

「十六歳さいよ」

「私の手紙って、そうか。つまりあんたは私が火の手を押しつけた、あのちっちゃかった子なのかい？」

　火車の手元にあった火が消えた。暗くら闇やみに戻ると、なんだか心細くなる。

「すまなかったね。痛かっただろう」

　暗がりのなかで火車の声がぽつりと響く。

「忘れちゃったから大丈夫です。十三年も前のことだし、もう痛くないもの。あれが手紙だなんて知らなかったから、渡すまでに十三年もかかっちゃった。ソラさんが読んだから、白夜さんとカミにも手紙は渡ったと思うわ」

　話しているうちに、ソラに言われた「さよなら」を思いだし、鼻の奥がつんと痛くなったが我が慢まんする。

「ソラって？　あの引きこもりのソラ様に？　白夜にもちゃんと届いたんだね。ありがとうね……」

　火車が泣きそうな顔でそう言った。

「あんたの母さん、勇気のある人だったよ。あんたたちを最後まで守ろうとしていた。火のなかで私と会って──普通なら妖怪の私は見えないはずだったんだけど、あんたの母さんはあのときどうしてか私を見つけちまった。でも、私に向かって突進してきたんだ」

「突進？」

「そこしか逃げられる道がなかった。あとはみんな火に囲まれて。助けたかったんだけど、私じゃ力不足だった。火を使う妖怪だっていうのに、あのときの火事は、私の扱あつかえる範囲を超こえていた。私の力を超えた火事だったんだ」

「母さんが？」

「すごいなと思ったよ。おっかないだろうに私みたいな妖怪に向かって走ってくるし、自分が柱の下敷きになってあんたたちを庇うしさ。妖怪の私にさ、あんたの母さん、言ったんだ。この子たちだけは助けてって、あんたの母さんはたしかにそう言った」

　火車の声が低く響く。

「自分の命より、子どもの命を守りたくて必死だった。あんたたちの母さんは、あんたたちのことをなによりも大事にしていたんだって。いつか子どもに会うことがあったら、それだけは伝えなくちゃって思ってた。人間って、すごいなって思ったって」

「そ……うなんだ」

「お父さんにも伝えてやってよ。あんたの妻は、すごかったよって」

「お父さんも、あの火事で亡なくなったの」

　火車ははっと息を吞んだ。

「そうかい。そりゃあ寂さびしかったろうね」

「寂しくなんてなかったわ。お爺じい様さまがいて、弟の忠春だっているから私はちっとも……」

　口に出した言葉と裏腹に、別な思いが心のなかでせり上がる。

　寂しくないと言った途と端たん、本当は寂しいんだよと心が痛む。

　物心ついたときには親はいなくて、そういうものだと思っていた。それでも祖父が愛情をかけてくれたし、弟もいたし、よその家庭を羨うらやんだりはしなかった。手が回らない祖父を見て、率先して、家事をした。

　不都合なんて、なかったのに。

　なのに──火車に、母が自分たちを守るために命をかけたのだと言われたら、急に、心の芯しんの部分が寂しさにぼろぼろと欠け落ちていくような気持ちになった。

　見ないふりをしていたあかりの心の穴のなかに、するりと火車の言葉が入り込んできた。

　泣きたかった。怒おこりたかった。運命をなじりたかった。

　でもできなかった。

　そんなすべてが一気に逬ほとばしる。

「お……母さんは、痛くなかったのかな」

　どっと涙なみだが[image: 溢]あふれてきた。

　自分は、母の想いと勇気によって、いま生かされている。父もまた、きっと、あかりたちのことを案じながら天に向かったのかと思うと、涙が止まらなくなった。

「痛かったろうよ。それでも、あんたたちを人に託して助けられたことを確認して、満足そうな顔していたよ。きれいな顔だった」

「う……ん」

「……悪かったね」

「なにが？」

「私が、あんたの母さんのことも──誰のことも助けられなかったこと。私は火車なのに、あのときなにもできなかったよ。逃げ惑まどうだけで、なにひとつできなかった」

　悔くやむような声で火車が言った。

「そんなことないよ。火車さんはいま私に勇気をくれたよ。お母さんの最さい期ごの気持ちを伝えてくれた。そうよね。私は──生きなきゃ」

　つらいことがあったら妄想と黄表紙に逃げて、ときどきは間違ったことをしたり人に笑われたりして──それでも周囲の大事な人を大切にするために、ここから生きて帰らなくては。

　ぐすぐすと鼻を鳴らして、あかりはつぶやいた。

「私はちゃんと託された手紙を渡したけど」

「けど？」

　火傷やけどの跡あとに触れられたことを思い出し──くちづけられたことも脳裏に蘇よみがえり、あかりの耳が熱くなる。

「中身は知らない。あれってなにが書いてあったの？」

「それは……」

　火車が口を開きかけたとき──。




「人と妖怪だというのに、ずいぶんと仲がいいじゃないか。火車は、妖怪のわりには情に厚くて人に近しい性格だと思ってたが、それにお嬢じようさんまでたぶらかされるとは、困ったもんだ」




　閉じられていた扉とびらが開き、秀徳がぬっと姿を現す。

　鉄の分厚い扉の向こうから、光が零れ、秀徳の姿は逆光で影となって見える。

「あなたは……秀徳さんね？」

　ソラの屋敷で盗ぬすみ見た、堂々とした体たい軀くの偉い丈じよう夫ふがあかりを見返す。

「ちょこまかと食べ物を運んでいる人間がいるのはわかっていましたよ。それがこんなに可愛かわいらしいお嬢さんとは予想外でした。手荒な真似をしてすまなかったね。ソラのことだから、どこぞの仏ぶつ僧そうか陰おん陽みよう師じあたりを手下にしているのかと勘かん違ちがいしておりました。こんな取り柄えのないお嬢さんを……」

　秀徳が、背後から現れた男たちに顎で指図する。

　あかりを捕とらえたのと同じ男たちだ。

「……いや、取り柄はあったのか。オボを袂に抱えていたというから、人間なのに、弱い妖怪の姿も見られる力を持っている。ソラだけではなく、カマイタチの姿も見ることができたとか。どうしてか[image: 謎]なぞでしたが、いまわかりました。お嬢さんは、火車の手紙を、その身体に抱えていたんですね。それで妖怪を見られる力を手に入れた」

「オボ……。そうよ。オボはどうなったの？」

　秀徳の口からオボの名前を聞くと、不安にかられる。

　倒れて傷ついたオボを誰か助けてくれただろうか。それとも見捨てられたままなのか。あるいはあかり同様、つかまってどこかで縛しばられていたり？

「さあ。知りませんね」

「知りません……って」

「なんの役にも立たぬ力のないものの行方ゆくえなど、誰も気にしない。儂わしもこれで、忙いそがしい身でな。オボごときのことまで気を配ってはいられん」

「──絶対にあなたのことだけは、許さないから」

　あかりは、外はずれない手かせをがちゃがちゃと打ち鳴らし、叫んだ。

「あんたなんて粥ばかり食べさせる吝りん嗇しよく家かで味あじ音おん痴ちのくせに！」

　秀徳が眉まゆをひそめる。

「けちで粥にしていたわけではないが……まあ、よいわ」

　ゆっくりとあかりへと近づき、腰を屈かがめると、あかりの顎をとらえて上を向かせた。

「火車は人間たちの敵だ。寿すつ都つの町と人を焼き払った十三年前の火事は、火車が起こしたものなんだからな。儂は、人のために、危険な妖怪をつかまえて、こうして閉じ込めておるだけじゃ」

「……違うっ。私はそんなことはしていないっ。おまえが私をつかまえようと式神たちを仕掛けて襲おそってきたから、そいつらを焼き払おうと火を放っただけで……」

　火車が悲鳴のような声を上げた。

「その火が、燃え広がっただろう？　寿都の町のどれだけの建物と人を焼き尽つくしたと思うておる？」

「……それはっ…………」

　火車ががくりと力を落とし、うつむいた。

「そんなつもりなんて、なかったんだ。関係ない人間たちを巻き添えにしようなんて、私は、欠片かけらも思ってなかった」

　火車の語尾がかすれ──ちいさな嗚お咽えつが漏もれる。

「火車さん？」

　声をかけたあかりを見て、火車が言う。

「ごめん……なさい。あんたの母さんのことも、あんたの火傷も……なにもかも……。私は……」

　──十三年前の大火事は、妖怪火車の火がもとだったの？

「おまえは妖怪なのに、どこか人間臭くさいよ。おまえのかわりにカマイタチを捕らえて殺してやると言えば、素直につかまりおって。カマイタチを守るだけじゃなく、おまえは禊みそぎがわりに、儂に囚とらわれて、罰ばつを受けているつもりなのだろう？　人をたくさん不幸にしたぶん、人である儂に痛めつけられようとしている」

　秀徳がつぶやく。

「ところで火車、どういう気持ちだい？　自分が放った火で不幸になった人間と話すっていうのは？　ふたりで閉じ込めておけば懺ざん悔げでもするかと思いきや、おまえは、お嬢さんに真実は告げなかったな。結局、その程度か」

　[image: 嘲]あざけるように秀徳が言う。

「──お嬢さんもだ。どういう気持ちだね？　自分の親を殺した妖怪と話す気持ちってのは？」

「火車さん……本当なの？」

　立ち上がろうとしたが、足かせが邪じや魔まで動けない。手と足を縛りつけている鉄ががしゃがしゃと鳴る。つながれた部分の皮ひ膚ふが擦こすれて、痛い。

　火車は、あかりから目をそらした。

「妖怪なんざ、ろくなもんじゃないよ。やっぱり人間は人間同士だ。お嬢さん、いまはまだピンとこないかもしれないが、あんたは妖怪たちを憎にくむべきだよ。だから儂と手を組んでみないか？」

「手を組むって？」

　秀徳のぎらぎらした目があかりの顔を覗のぞき込む。

「妖怪たちも、あんたも、わかってないことをひとつ教えてあげよう。お嬢さん、あんたには、亡くなったご両親が守護のために取り憑ついているよ。祟たたる霊れいじゃないから不幸もないし、傍はたから見てもわからない。でも儂ぐらい法力のある阿あ闍じや梨りには、あんたに憑いている親の霊が見える」

「え？」

「その霊が、あんたを火車のところまで引き寄せたんだろう。儂の結界を破ってソラのところに潜もぐり込ませ、ソラや他の妖怪たちと会わせ──親の敵かたきを取ってくれと頼んでいるんだ。感じないかい？」

　──霊が？　守護して？

　夢でしか親には会えない。しかもその夢でも、親の顔はいつもおぼろだ。三歳までの記憶しかなくて──似姿のひとつも残っていなくて──。

「ソラの力をどうやって制御したらいいのかをずっと思いあぐねていた。やっと、ソラと取り引きできそうな子が見つかったなと思ってね。あんたはどういうわけか、ソラに気に入られているらしい。儂と手を組むために、ご両親の霊がここまで運んでくれたとしか思えないよ。儂と一いつ緒しよに、ソラや妖怪たちを捕らえようじゃないか」

　くくく……と笑いながら、秀徳があかりの手を取った。

　秀徳の手はなまあたたかくて、生理的な嫌けん悪お感かんが湧わき上がる。

　──嫌！

　咄とつ嗟さに、あかりは、秀徳の手を振り払った。

「そんな噓うそ、信じない……」

「噓なものか。あんたのことは親の霊が守っている。いまもそこに、いるのに」

　秀徳があかりの肩のあたりを指で指し示す。

　はっとしてそこを見るが──なにも見えない。

「修行もしていないものの目には見えないのだろう。悪あく霊りようではないからね。でも、その霊に守護されているおかげで、お嬢さんは、普通の人間とは違う力を持っている。火車の手紙を預かったために、妖怪たちを見る力を持ち、親の霊の守護でしっかりとその身を守られて──。修行を積めばもっと力を増すじゃろう。その力、人のために使おうとは思わないのかい？」

　つかの間──迷った。

　──親の力が、私を秀徳のところに連れてきた？　じゃあ、妖怪たちをやっつけたいっていうのが、お父さんとお母さんの望みなの？

　秀徳の言葉はもっともらしくて、あかりの頭を混乱させる。

　──でも、この人、オボのことを「知らない」って言ったわ！

　ずっとあかりの袂に入って微睡まどろんで、あかりを笑わせて、優しい気持ちにしてくれた、なんの力もないちいさな妖怪を──秀徳とその手下は「役に立たない」と切って捨てた。

　それが、すべてだった。

　もしかしたら妖怪は悪者なのかもしれない。人とは相あい容いれないものなのかもしれない。火車の力が、あかりの両親や、その他のたくさんの命を奪うばったのかもしれない。

　しかし──どこかに矛盾が、あった。

「……そうよ。何か違う」

　そのときだ。

　あかりの頭に「考え」が「おりてきた」。

「おりてきたわ！　鬼夜叉よ。そうよ。あなたは鬼夜叉なのよ」

　──噓は言わないが真実も言わない。

　あかりの脳内の登場人物のひとり。

　悪党の鬼夜叉は絶対にこの秀徳みたいな人に違いない。

　言ってはいけない真実は隠して、都合の悪いことは口に出さず、事実をうまいところだけかいつまんで説明して、自分に都合のいいように人をだまして。

　そういう悪人がいる。知っている。

　黄表紙のなかにも現実にも、たくさんいる。

「あなたの言葉はおかしい。噓じゃなくても、本当のことをちゃんと言ってない。だって火車さんを捕らえようとしたから、逃げようとして火を放ったって、火車さんは言ってたじゃない。あなたたちが追いかけなければ、火車さんは、火事が起きるような火を出さなかった。だからあなたたちも悪いのよ」

「……ほお」

「そういう悪人と手を組めなんて、そんなこと私のお父さんやお母さんが望んでるわけない。私の親はそんな人じゃない」

　──親のこと実はよく知らないけど！

「じゃあ儂とは手を組めないと？」

「もちろん。オボにひどいことした奴やつなんて絶対に許さないってさっき言ったでしょ！」

「では仕方ない。おまえには人質になってもらおうか」

「人質？　私が？」

「ソラは優しい顔をして、存外、図太くてな。どの妖怪を人質にしようとも、言うことなど聞かん。一時は、そこの火車をソラを傀く儡ぐつとするための人質にしようとも思ったが──捜しているというわりに、火車と仲が良かったわけでもないし、執しゆう着ちやくもないようだとわかって、それはあきらめた」

　──ソラと火車とは仲が良かったわけじゃない？

　だったらなんでソラは火車を助けようとしていた？　火車もまた、ソラに手紙を託たくしたぐらいだから、ふたりは恋仲なのでは？

「私だって無理よ。だって私はソラさんに嫌きらわれたんだもの……」

　さよならと、一方的に別離を告げられて屋敷を追い出されたのだ。

「なんだと？」

　怪け[image: 訝]げんそうに秀徳が聞き返し──。




「いつどこで誰がそんな戯ざれ言ごとを？」




　よく通る涼すずやかな声が、一いち陣じんの風と共にどんよりと淀よどんだ地下牢の空気をかき混ぜていった。

　声のほうへと一様に首をひねったその先には──。

「ソラさん？」

　ソラが、立っていた。

　いつもとは違い戦衣に身を包んだソラは、身の丈たけより高い槍やりを片手に持ち、構えていた。

　ソラの足下では、秀徳の兵たちが倒れている。

　槍をダンッと床に叩きつけると、足下の男たちの姿が、ひらひらとした人型の紙へと変わり、一瞬で燃えて、消える。

「おまえ……どうやってあの結界を」

　秀徳が慌てた顔になり、問いつめる。

「どうもこうもないよ。結界に穴が開いていたのはおまえも知っていただろう？　あかりさんが行き来しているうちに、あの屋敷の結界はどんどん綻ほころびていった。修復したつもりだったろうが、甘かったね。だいいち、僕ぼくはもとから、あんたの結界なんて、破ろうと思えば破れたんだ」

　秀徳のすぐ後ろにいたふたりの男が、それぞれにソラへと挑いどむ。

「式神程度なら、僕が直じかに手をくだすこともないよ。──白夜」

「はっ」

　ひょいと飛び退のいたソラの背後から、白夜が身を躍おどらせた。

「待ってたぜ。この日をさ！　俺様はカマイタチの白夜。触さわる者皆傷つける。まっぷたつだっ」

　男のひとりに回し蹴りをし、くるりと身を翻ひるがえらせて、もうひとりへと突きを入れる。

　それぞれに男たちの身体が縦に引き裂さかれ──切断された人型の紙が、はらはらと空中を舞って、燃え上がった。

「白夜っ」

　あかりの声と、火車の声は、同時だった。

　秀徳が、白夜の動きを制止するように片手を上げて言う。

「儂の結界を破ろうと思えば、破れただと？」

　式神の兵たちをみんな倒されたというのに、秀徳は、平然としていた。

　ソラは手にしていた槍で秀徳の足下を薙なぎ払はらう。

　横に跳とんで逃げた秀徳の足を、ソラの槍がさらに追う。

　秀徳が懐ふところから取りだしてソラへと投げつけた人型の紙は、人に変化する前に槍に裂かれて燃えて消える。

　くるり、くるりと旋せん回かいし──ソラがあかりの前に立った。

　秀徳へと突き出した槍をそのまま肩に掲かかげ、空中で翻して、穂ほ先さきをあかりの足かせへと叩きつける。絶妙な位置を槍の先が突き、足かせが音をたてて外れた。

　足かせを突いた槍は、そのまま先端を跳ね上げるように上昇し、あかりの手かせを切っ先で引っかけて切断する。

　──すごい。背中にも目があるみたい。しかも瞬時に！

「……あかりさん、大丈夫？　僕、あかりさんのこと嫌ってなんてないよ。ちゃんと助けるからね」

　ソラは振り返らずに、背中で告げた。

　──ソラさんの、背中。

　屋敷で見たときと同じに、長身で細いのに、捕らえられた地下牢で、その背中に庇われて見れば──頼たよりがいのある、大きな背中だ。

　ソラの戦衣の袂から──ふいに見慣れた桃色のちいさな鼻が覗き──。

「あ……オボ」

　オボがソラの袂から飛びだして、あかりの足下へと走ってくる。

「よかった！　オボのこと心配してたのよ。助けなくちゃって」

　オボは茶色の目を見張り、立ち上がると、あかりの顔をぺろぺろと嘗なめる。

　くすぐったくて身をすくめ──そうしていたら自然と涙が零れてきた。

「オボ……オボ……」

　流れる涙の滴しずくをオボがせっせと嘗め取ってくれる。

　オボを抱だきしめる。いつもはすべすべの毛の一部が泥と血で固まっていた。すり傷の瘡かさ蓋ぶたに指が触れ、胃のあたりがきゅっと縮む。

　──妖怪だって関係ないよ。

　あかりは、オボが好きで大切だ。

　人間じゃなくても、愛しい「友だち」だった。

　──ソラさんのことも……。

　オボを抱きしめたままソラの背中を見上げたあかりの胸が、オボの傷に気づいたときとは別な感じに、きゅっとちいさく縮む。

　痛いような、切ないような、不思議な気持ち。

　いままで誰に対しても感じたことのない想いが、あかりの胸の内側で広がっていく。

　──なんだろう。この気持ち。

「友だち」ってこういうことなんだろうか。

　ソラがやって来てあかりを助けて、庇ってくれているのを見て、泣きそうに嬉しい。

　くちづけられ、火傷の跡に手を触れられたことも許してしまうぐらい。

　──あ、でもあれ、儀ぎ式しきなんだっけ。だからあれに意味なんてないのよね。

　いきなり触れられたり、くちづけをされたりしたら怒るべきなのに、怒れない。胸のなかに、ちいさな生き物を飼っているみたいに、あかりの胸のなかがとくとくと変に爆はぜている。

　自分の心の中央に、がんとして、ソラに対しての信頼と好意が居座っているのを知り、あかりは絶句してしまう。

　──ずるいよ。ソラさん。

　ずっと、可愛らしくて病弱な男の人だったのに。保護しなくちゃならない生き物みたいに、ふわふわと笑っていたのに。

　読書友だちとして仲良くやり取りをして、本について話して──。

　あかりの作った物語の続きを聞きたいと真剣に言ってくれた。他た愛あいないお話を楽しげに聞いてくれた。

　ふだんは飄ひよう々ひようとしてつかみどころがない変わり者なのに、あかりが寂しいと思っているときには、いつだってソラはあかりの心を優しく撫なでてくれようとする。抱きしめてくれる。

　しかも──あかりの危機のときにやって来て、庇ってくれて、かっこいいところを見せつけるなんて、ずるい。

　そんなことをされたら──なにをされても怒れない。

　あかりがオボをかき抱いだくと、オボが「きゅ」とちいさく鳴く。




　──胸が、苦しい。




　秀徳はただひとり、ソラと白夜のあいだに追いつめられている。

「火車。僕たちが来たのだからもう引きこもりは終わりだ。そんな手かせ足かせ、自力でどうとでもできるだろう？　早く外して、ここから帰ろう」

「ソラ……様……」

　火車はソラを呆ぼう然ぜんと見ている。

「馬ば鹿かな。ここから帰るだと？　ならばなんでとっととあの屋敷を抜け出なかった？　屋敷を設もうける前の小寺ですら、破って逃げることができなかったというのに……」

「おまえの言い分を聞こうとしていただけだよ。火車がどこにいるかも見当がつかなかったし、おまえは僕にはそれほどひどいことはしなかったから、つかまったふりをして様子を探ろうと思ったんだ。のんびりやりすぎて、火車にはかわいそうなことをしたけど……」

「儂の言い分？」

「僕は人間のことがわからない。いまもそうだし、前からそうだ。黄表紙のなかでは、人間たちは、とても優しいし、大切なものを持っているし、勇気もある。そういう生き物が好きで、そういうふうに生きていきたいと願っているのが人間なんだと思ったよ。どれも美しい物語ばかりだ。なのに──現実の人間たちは、そんなに美しくもないし、高こう邁まいな理想を掲げて生きているわけでもない」

「また、本か。黄表紙だ、青本だ、竹巻だ、と。本当におまえは、本のことばかり……。妖怪のくせにおかしな奴だ」

「わからないことを、わかろうと思うことの、どこがおかしい？　それが妖怪としておかしい奴だっていうことならば、僕は、おかしな奴でいたいよ」

　ソラが秀徳へと足を進める。

「町を燃やしたのは、おまえたちだろう？　火車は火を使う妖怪だが、殺せつ生しようは嫌いな優しい奴だ。火をつけたのは、秀徳、おまえだろう？　火車に火をつけさせようとして、わざと追い回した。実際に付け火をして、それがばれればおまえが罪人。だが妖怪が火をつけて、その妖怪を捕らえたとなれば、徳のある阿闍梨が人のために動いたと寺の人間や陰陽師、妖怪が見える能力者たちに言い訳が立つ。いまの皇おう子じも「見える」人だそうだね」

　火車が驚いた顔になり、ソラを凝ぎよう視しした。

「……儂の心を読んだとでも言うのか？　だが、儂が火付けをして、なんの得になる？　いいことなどなにもない。妖怪と違い、人はな──自分の得になることでしか動かぬものだ。おまえだとて、それはわかっていることだろう？」

「妖怪でも自分の損得だけで動く連中もいるよ。そういう連中がいまおまえのもとに集まって、手下になりたいって志願しているんじゃないの？　力があるはずの僕ですら、秀徳にはつかまってしまった。だったら妖怪の世界でも、人の世界でも、これからは秀徳の天下だろうって、おまえに日ひ和よった連中がけっこういるよね」

　ソラは、とん、と槍で床を軽く叩く。

「それに、得になることならもうわかったんだ。おまえ、材木問屋の橘たちばな屋やと組んだんだろう？　家屋が焼ければ、建て直しのために木材が売れる。どうしたって新しい家を建てないと、暮らしていけないからね。橘屋に、ひと儲もうけさせてくれと請こわれて、おまえは町に火をつけた」

「なぜそう思う？」

「僕が暮らしていた屋敷を建てたのが橘屋だったから。橘屋の人間が、秀徳とつながっている裏を推理して、そう思った。って、そう言えば満足？　それとも、ここに来る前に橘屋に寄って、主あるじの心を読んできて知ったんだよとでも言えばいいかな？」

「……橘か」

　秀徳が顔を歪ゆがめて、吐はき捨てた。

「そしてその仕し業わざのすべてを火車に押しつけた。火車は、おまえから逃げようとして、怒りのあまり火を出した。ちいさな火だったはずだが、おまえたちはその火をわざと燃え広がらせた。もしかしたらどさくさに紛れて、さらに火をつけ回ったのかもしれないね。消火の手が回らないぐらいの大たい火かを育てたのは──おまえたちだろう？」

「……そうなのか？　あの大火は私だけのせいじゃなくて……？」

　火車が低い声でうめいた。

　あかりは驚いて火車を見る。悔しげな顔をして、火車は、秀徳を睨んでいる。

　──つまり寿都の町を焼いた火災って、火車さんじゃなく、秀徳さんのせいだっていうこと？

「火車は秀徳にだまされてる。人間て本当にずる賢がしこいよ。人間ていうか、秀徳がずる賢いのかな。妖怪は狐こ狸りみたいな一部を除いては、面倒くさいことは考えない奴が多いから、たやすく秀徳にだまされる。そういえば橘屋に狸たぬきが化けたのが何匹か出入りしてるみたいだよね。狸は状況を読んで動くから、僕が秀徳にはむかったっていう報告を受けたら、橘屋から逃げて戻ってくると思うけど……」

「そこまで橘の心を読み取ったのか。サトリめ！」

　秀徳が忌いま々いましげに言う。

　──ソラさんて、サトリだったの？

　サトリといえば──生き物の心を読める妖怪だ。

　相手の思うことを先回りして察知するがゆえに、サトリのことを退治できる者はいないのだと聞いたことがある。次にどう動こうとしても、考えたことを先に読まれ、対策を取られるから。

「逃げる途中で、火車は、手紙を託した。自分が、秀徳たちに追われて火を出して、大火事になってしまったという詫わびの文だ。だからこのまま秀徳につかまって、罪をつぐなうから捜してくれるなという懺悔の文だった。僕たちが火車を捜しても捜しても見つからなかったわけだ。火車当人が捜してもらいたがってないんだから」

　ソラが淡たん々たんと言う。

「秀徳という阿闍梨が、欲に目がくらんで、材木問屋の橘屋と手を組んだせいで、だまされて、いいように使われて、罪をかぶせられたなんて──火車には見当もつかなかったんだ。妖怪は人間みたいに先の先まで考えた欲望を持たないからね。目の前のことしか考えない……」

　と──そこで、ソラの声が止まる。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、秀徳が声を上げた。

「かかったな！」

　ソラが不思議そうに自分の手を見る。さらに足を見る。ソラの両手両足に、蜘く蛛もの巣に似た鎖がつなげられていた。

　ソラの足下の床に、呪じゆ術じゆつの文もん様ようがくっきりと浮かび上がる。そこだけなにかで削けずり取ったように、暗い色で、窪くぼんだ呪術文字と、幾いく重えにも描かれた円が、燐りんとなって燃えている。

「式神たちに呪まじないをこめておいたのだ。おまえの手で消しよう滅めつしたときにのみ、おまえを捕らえる呪術をかけるようにとな。いくらサトリでも、なにも考えずに儂の命令のままに動く式神の心までは読めなかったというわけだな。儂も、式神のことは考えまいとして、考えずにおいたからの」

　秀徳は満足げに哄こう笑しようする。

「てめぇっ」

　殴なぐりかかろうとした白夜にも、蜘蛛の巣の呪じゆ縛ばくを放ち、縛りつけた。一瞬で、糸に縛られて、白夜は悔くやしげに顔をしかめて床に転がる。

　秀徳が、一歩、ソラへと近づく。

「サトリ。そのままここで捕らえられ、儂の手先となれ。もしくは……」

　秀徳が、空中に手を差しのばした。ソラの身体にからみついた、燐となって青く燃える蜘蛛の巣の糸をひょいと引いて、縛り上げる。

　秀徳の指が動くにつれ、ソラの身体がぎりぎりと縛り上げられていく。手足に、胴体に、からめられた糸がきつくソラの肌はだに食い込んだ。

「またこの鎖？　いつも僕を縛っていたこれと同じ呪術の鎖を引きちぎってあの屋敷から出てきたというのに……秀徳はずる賢いようで、実は馬鹿なの？」

　ソラがくすりとちいさく笑った。

　槍を手にした片手を掲げた笑顔のソラの髪が──背せ丈たけが──のびていく。

　茶色だった髪かみが漆しつ黒こくに変わり、背中に流れた。

　背丈もみるみる大きくなり、縛っていた鎖が、育っていくソラの身体を縛りきれず、ぶちんと切れた。蜘蛛の糸に似た鎖は、バラバラと千切れて、床に落ちていく。

　──すすき野原で出会った人は……。

　あれはやはりソラだったのだ。




「おまえは勘違いをしているよ」




　ソラが凜りんとした声で言い放った。

「おまえは僕のことを力のある妖怪──サトリだと思っていたのだね？　だから自分の心が読まれないようにと僕とはできるだけ触れあわず、僕の力をそぎ落とし、遠くからでも僕を傀儡にできるようにと、ずっと閉じ込めて様子を見ていた」

　──え？　サトリじゃないの？

「最初はね、どうしておまえがさっさと僕に挑まないのか──力ちから尽づくで封ふうじようとしないのかが不思議だった。閉じ込めているのに、会えば愛想笑いもし、遠巻きで、悠ゆう長ちようで……」

　秀徳は眉根を寄せ、不ふ審しんそうな顔でソラを凝視している。

「サトリの力に悟られないようにと、遠巻きにしていたんだね」

「おまえはサトリではないのか？」

　怪[image: 訝]な顔をした秀徳だったが「だとしたらさらに好都合じゃないか」と、つづける。

「だったら儂の好きなようにできる」

　無数の式神が、吹雪ふぶきのようにソラへと叩きつけられた。ものすごい音と風に、視界が遮さえぎられる。

　ソラの全身を式神が覆おおっていく。

　ソラが式神を槍で払う数より、ソラに向かう式神のほうがはるかに多い。

　さらに秀徳が呪じゆを唱える。するとソラの立っていた床に描かれた文様が火柱となって高く燃え上がり、ソラを覆う式神ごとソラを焼いた。

「ソラさんっ」

　駆け寄ろうとしたあかりの足にも、ソラや白夜を縛ったものと同じ糸がかかる。粘ねばついた糸が触れた箇か所しよから、じくりと痛みが染み込んでくる。

　それでもソラへと手をのばそうとしたら──。

「──わ」

　糸が、あかりの身体にくるくると巻き付いて、締しめていく。刺さすような痛みが全身に[image: 這]はいのぼる。

「あかりさん、動かないでっ」

　ソラが、　式神に覆われそうになる片手を持ち上げ、薙ぎ払い、叫んだ。

　焰がソラの足下から[image: 這]いのぼり、ソラの戦衣の裾すそを燃やす。

「だって……」

「あかりさんのこと、ちゃんと助けるって言ったでしょう。僕は──人と違って、できない約束はしない。妖怪だから」

　ソラが、言う。

　少しだけ、つらそうな声になり、つづける。

「そう……僕は、妖怪だから。人じゃ、ないから」

　ソラの弱々しいその言葉を、秀徳の声が断ち切った。

「できない約束はしないだって。笑わせる。おまえは儂の呪術に捕らえられ、儂の傀儡となる運命。その式神に蝕むしばまれ、妖よう力りよくを吸い上げられて、おまえはもうじき動くこともできなくな……」

「うるさいっ」

　ソラが、叫んだ。

　咆ほう哮こうと共に、ソラの右手が、一いつ閃せんする。青い火花を撥はねちらかして、式神が一気に燃えて消失する。

　パチパチと爆はぜる光の花が、ソラの周囲を縁取った。

　床から立ち上がる真紅の焰を、ソラの身体から放たれた青い火花が飲み込んでいく。

「な……んだと。儂の式神の術を自力で解くとは……」

　ソラが槍を振り回す。

　槍の先が、式神をばらばらに切断していく。ソラの槍が床を突き、ソラを取り巻いていた呪縛の文様をすっぱりと切断する。

　文様が、ざくりと、床ごと割れた。

「しかも……呪術ではなく、力尽くで、だと……？　まさか。どこまでの妖力だというんだ……そんな……」

　秀徳が驚きよう愕がくの声を漏らした。

　──わ。

　あかりの身体を縛っていた糸も、ちいさな稲いな光びかりみたいな音と光を跳はねさせて、消えていく。軽く叩かれたみたいな痛みが肌のあちこちで弾はじけ、それまであかりの身体に食い込んで強く引き絞しぼられていた力が消えていく。

　秀徳を睨みつけ、ソラが言い放つ。

「一度ならず二度も、あかりさんを縛ったね。許さないよ」

　ソラが一歩ずつ、秀徳へと近づいていく。

「だいたい、僕のことを見くびってもらっては困るんだよ」

　秀徳の手前で足を止めたソラが、槍を床に叩きつける。
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　ぐらり、と、床が揺ゆれた。

　視界も、歪んだ。

　──なに、この力？

　地鳴りのような響きと同時に、石牢の天てん井じようや壁から、石の欠片がぱらぱらと剝はがれて落ちてくる。

　ソラからは、圧倒的な力が放出されていた。

　ぴりぴりと肌が震え、空気が歪むような凄すさまじい力だった。

「我は──夜の覇は者しや。妖怪たちの真の王者でありながら、妖怪をただ見守る者。百ひやつ鬼き夜や行こうの図にて、その軍のしんがりを務め、すべてのあやかしを足下に踏ふみつけて──夜を切り裂いて終わらせる──暗黒太陽である」

　ソラの声が鳴り響く。

「空を踏みつけ、昇る、夜に仕つかえる者たちの太陽。妖怪たちの神──暗黒の太陽、ソラである」

　再び──ソラは槍を床に叩きつける。

「我がもとに集つどえ！　百鬼夜行の軍よ！」





　おおおおおおおおおお。

　轟ごう轟ごう轟ごう轟ごう轟ごう。






　ソラの槍が突いた床に、亀き裂れつが走る。

　地から──空から──どことも知れぬあちらこちらから、誰とも何者ともわからない叫び声が起こり、周囲を席せつ捲けんしていく。

　地割れのように床が盛り上がって裂け──暗黒の裂け目から、妖怪たちが滲にじみ出てくる。

　妖怪の行軍を描いたという百鬼夜行の絵、そのままだ。

　どこかの絵や黄表紙のなかで見たことのある妖怪。まったく見たことのない、どんな力を持つのか見当もつかない妖怪。ありとあらゆる妖怪たちが[image: 溢]れだし、白夜の後ろで、押し合いへし合いしはじめる。

「な……んだって。暗黒太陽？　そんな妖怪がいたなんて……」

　秀徳がうめく。

　果てしなく膨ふくれあがる妖怪たちの集団に怯ひるみ、後ずさった。

　このままではこの建物は妖怪たちで[image: 溢]れて、破は裂れつしてしまう。

　みしみしと嫌な音がした。壁の一部が破損し、地ち殻かくに水路があるのか、亀裂から水が噴ふき出す。

　ソラが槍をくるくると回し、秀徳の首へと刃を向ける。

　ソラの黒い眸が秀徳を射い貫ぬく。

　ぞっとするような殺気が満ちて、見ているだけで身動きを封じられるような気になる。

「うん。僕の姿は百鬼夜行の図にもほとんど描いてもらっていないから、人間たちは知らないんだよね。それでも二、三枚は、僕の姿も描いた絵があるみたい。百鬼の群れの最後に、真っ黒で巨大な妖怪が、他の妖怪たちを脅おどかしている姿が……。でも僕、あんなに見た目怖くないんだけどね」

　口調だけは、いつものソラの、飄々とした、どこかとぼけたものだった。

「そうなんですよ～。ソラさんは～、無名にして最強～。名乗る必要もないぐらい強いから～、白夜さんと違って、名乗らないでずーっと引きこもってたんですよね～」

　カミが、白夜の後ろから現れて、眼鏡めがねを片手で押し上げて愛想よく言う。

　我が事のように自じ慢まんげだ。

「ちょ。どういう意味だよ、てめっ」

　白夜がカミに怒ど鳴なった。しかし糸に捕らえられごろごろと転がっているので、いつもの迫はく力りよくがない。

　なのに──カミが「ひゃあ～」っと叫んで、秀徳のほうへと倒れ込んだ。

　──こんなときに仲間割れ？　しかも縛られてる人に怒鳴られただけで、倒れるってどういうこと!?

　秀徳がカミを抱きとめて──カミの腕を取ると後ろにねじり上げた。

「ひゃあ。いたたたたたたた。痛いです～。腕、折れる～」

「こいつを助けたければ、ここは引いてもらおうか」

　秀徳がカミを盾たてにして、ソラと白夜それぞれに向かってそう言った。

「カミ……なんでカミはいつもいつも……」

　ソラが絶句している。

「ひいいいいいい。ソラさん～」

「……うん。わかった。あかりさんと火車を助けて、火車が無む駄だに抱いている罪悪感を晴らしてあげれば、今日はそれでいいから。いいよ、秀徳、逃げて」

　秀徳がカミを盾にし──カミを捕らえていない側の手で人型の式神を飛ばす。あっというまに秀徳とカミのまわりを屈強の男たちが固める。

「ソ、ソラさん～」

「みんな、退ひいて。秀徳とカミを外に出してあげて」

「そんな～」

　男たちに周囲を守られ、秀徳がカミを引きずって、外へと向かう。

「ソラさ～ん」

　カミの泣き声がこだまし──遠ざかっていった。




「いいの？　よくないでしょう。カミのことどうにかしないと」

　はっと我に返ってカミを助けに走ろうとしたあかりの腕を、ソラがつかんで、引き留めた。

「よかった」

　つぶやいてあかりを抱きしめる。

「話聞いてる？　よくないわよっ」

　じたばたと抵てい抗こうするが──ソラの力は強くて、ほどけない。

「カミのことだからすぐに帰ってくるよ。秀徳だってカミが貧びん乏ぼう神がみだってことに気づくから。なにせ力のある阿闍梨だしね」

「そんなんでいいのかよっ。助けに行ってやんねーと、あいつきっと……」

　やはり我に返ったらしい白夜もソラへと言い募つのる。縛られていなければきっと白夜は走りだしてカミを助けに行ったことだろう。

「だってカミは、神様だよ？　貧乏だけど神様なんだ。秀徳はどうやら使い道のある妖怪のことは殺生しないみたいだから、しばらく居心地よく過ごせるんじゃないかな。カミ、天井と壁がある場所で寝泊まりできればそれだけで相手のことを『実はいい人なんですね』って認めちゃうような神様だし」

「……カミって奴は！　たしかにそういう奴だよ」

　白夜が白目をむいた。

　──そういう奴なの!?

「あかりさんになにかあったら──僕は秀徳を殺しちゃうところだったよ。なにもなかったから逃がしてやったけど。──それとも、あかりさんは、ここで秀徳を殺しちゃうような男が好き？」

「え？」

　あかりの顔を覗き込み、甘えた目をして物ぶつ騒そうなことをしれっと言う。

　──顔と表情と声と言動が一致しないわよ！

　弱そうでいて強くて──甘えっ子に見せかけて、殺さつ伐ばつとしたことを言い放つ。それでいて優しいし、でも優しさがどこかしらずれていて──。

　咄嗟に返事ができないでいたら、ソラは、むっと唇を結んだ。

　眉根を寄せたけわしい顔になり、あかりを抱く腕の力を弱め、秀徳が逃げた方向を睨む。

「……そうなんだ。それなら秀徳を追いかける」

　うってかわって感情のそぎ落とされた、冷たい声だった。

「わ。──そういうんじゃないからっ」

　思わず、ソラの身体にしがみついた。

　──秀徳さんはひどい人だと思うけど、だからって殺せつ生しょうは……。

「そうなの？　あかりさんは優しいし、人として正しい慈じ悲ひの人だから、そう言うとは思ってたけど。もしかして違ってたらいつでも言って。あかりさんのためだったらなんでもするよ。いいことでも、悪いことでも、なんでもあかりさんの望むことを僕はするし、できるよ」

「なんでよっ」

　切れ長の双そう眸ぼうの奥に秘められたソラの熱に、なんだか背中がぞくぞくする。

　嬉うれしいような──怖いような──。

　背が高くなったソラは、いままでとは視線の位置も違う。

　愛あい想そうのいい可愛い犬だと思っていたのに、いまのソラは漆黒の艶つやめく毛皮を持つ気高い狼おおかみのようだ。

　あかりをすっぽりと包み込む腕。記憶にあるものよりたくましい胸むな板いた。意識すると、どきまぎする。

　──暗黒太陽？　ソラさんて、そんなにすごい妖怪だったの？

「好きだからだよ。本当は、僕、こんなんだし──妖怪だし──あかりさんのこと好きになっても迷めい惑わくだろうから身を引こうって思ってた。でも、傷ついたオボを見たとき、あかりさんが秀徳に連れ去られたのかもって思ったら、胸が痛くて、駄だ目めだって思って……」

「え、オボ？　オボが？」

「あかりさんのこと追いだしたあとで、白夜が、屋敷の外に置き去りにされたオボに気づいて──僕のところに連れてきた。オボがひどい怪我をして倒れてるってことは、あかりさんが誰かに連れ去られたってことだってすぐにわかった。怪我をしたオボを捨てるような人じゃないから、オボをそのまま置いていかざるを得ない目に遭あったんだなって……」

　オボが──ソラに抱きしめられているあかりの足下にすり寄って「きゅう」と鳴く。

　いつもならそのまま爪を立ててよじのぼってくるのに、どこか遠えん慮りよがちに、ソラとあかりの足のそれぞれに身体としっぽをすりつけて、ちらちらと見上げている。

「全部、僕のせいだ。僕がちゃんと本気出してなかったからだ。僕がもっと早くに手を打っていたら、あかりさんを巻き込むことなんてなかった。あかりさんを助けられなかったら、秀徳だけじゃなく、寿都の町も──宝ほう寿じゆの国もろとも──いっそ世界のすべてを滅ほろぼして僕も死のうって……」

「いい迷惑よっ。なにそれ」

　ぎょっとしてソラを見返す。

　ソラは真顔だ。

「私の命ひとつと世界丸ごとなんて、その秤はかりは間違ってるから。釣つり合い取れてないわよ」

「取れているんだよ。僕のなかでは」

　ソラの髪の毛の一部は、漆黒になり長くなっても、変な方向に跳ねている。

　──なのに片手にすごく大きな槍を持って、私を助けに来て……それから私を抱きしめて……。

　いまさら、やっと、あかりの頭が現状のすべてを把は握あくした。

　途端、あかりの全身が熱くなった。顔から火を噴きそうなぐらい、火ほ照てりだす。

「あかりさんのいない世界でなんて生きていたくないんだ。僕はあかりさんが好きだ。あかりさん、僕が妖怪でも、僕の友だちになってくれますか？」

　──友だち？

　それならばもう、友だちになっていると思う。

　でも、ソラは、あかりにくちづけた。

　あの接せつ吻ぷんは儀式だと言っていて──それに関してはできることなら怒りたい。はじめてのくちづけを儀式として、ソラに奪われたことを抗議したい。

「できれば恋人に……」

「なんで？」

　あかりの口から咄嗟に出てきたのは、それだった。

「え……」

　ソラが、絶句する。

「なんでって……あかりさん、ひどい」

「ひどいのは、ソラさんでしょうっ。だって儀式とかいって、私のはじめての……あ、あの」

「はじめてだったんだ」

　ソラが晴れやかな笑みを浮かべた。

　叫びたいくらいに、恥はずかしくて、死にそうになる。いたたまれない。どうしたらいいのか、わからない。

「──ソラさんなんて、嫌い！」

　叫び返したら、ソラは、しゅんとした顔になってうなだれた。

「わかった。好きになってくれるまで、待ちます」

「待て」と飼い主に命じられた忠犬みたいに動きを止めて、あかりを見やる。

　──どうしてここで反省して待っちゃうのよ!?

「……僕、あかりさんのこと幸せにするのに」

「でもソラさんは火車さんのことが好きなんじゃないの？　火車さんもソラさんのことが好きで、ソラさんを人質にとられたから、秀徳さんにつかまっていたのでは……？」

「なんでそんなこと？　火車の人質……っていうか妖質は白夜だよ」

「え……？」

「だって……ほら」

　ソラが「あれを見てごらん」というようにあかりにうながす。

　視線を向けたそこでは──白夜が火車の戒いましめを解き、ぐしゃぐしゃに泣きながら、抱きしめていた。

「……泣くんじゃないよ」

　火車が、白夜の背中を撫でている。かすれた声が妙に色っぽい。

　それだけ見ていると、白夜が閉じ込められていて、火車が助けに来たようだった。嗚咽を漏らして、火車にしがみつく白夜を、火車がしっかり受け止めている。

「だって、だってさあ……。火車のこと捜したんだよお。俺はよお。俺だけじゃ捜せなくて、こんなに時間経たっちまってごめんなあ。俺、なんもできなくてさあ、つらかったろう？　なあ、火車ぁ」

　鼻水やら涙やらが渾こん然ぜんとなった顔で白夜が火車に謝罪し──火車は困ったような、嬉しいような、不可思議な表情を浮かべて、白夜の背中を撫でつづけている。

　見ていると──胸がつまった。

　あかりのことを抱きしめて泣いた祖父のことを思いだす。忠春のことも、亡くなってしまった父母のことも。あかり自身のやるせない、やりきれない気持ちと、周囲の人たちを愛いとおしく感じる気持ちも混じりあう。

「あかりさん……僕らは妖怪で、人間たちにとっていいことだけをする存在じゃない。僕たちの姿を見られない人間のほうが多いし、わかりあえないことも多い。でも──僕たちと友だちになってください」

　ソラが真ま面じ目めな声こわ音ねでそう言った。

　──妖怪も、人間も、同じよね。

　強い妖怪もいて、弱い妖怪もいて。大切な誰かがいて、その誰かのために頑がん張ばったり、泣いたり。

「うん」

　うなずくと、ソラが、あかりのことをさらにぎゅっと強く抱きしめた。

「おおおおおおおお！」

「ソラ様の友は我われらの友」

「きゅきゅ」

　なんだかいろいろな音が周囲で[image: 溢]あふれ──なにかと思って見渡せば、なにやら得体の知れない、名も知らない妖怪たちとオボとが、抱ほう擁ようするソラとあかりに向かってぱちぱちと拍はく手しゆを送ってくれているのだった。

　けっこう──怖おそろしい光景であった。
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　百ひやつ鬼き夜や行こうの群むれは、ソラに退去を命じられ、何処いずこへともなく消えていった。

　あかりはオボを袂たもとに入れて、地下牢ろうから外へと出る。

　弱まっていた妖力を、あかりの救出のために一時的に放出したあとのソラは疲つかれきって──縮んでいた。

　背せ丈たけも低くなり、歳としも若返った。もしかしたら屋や敷しきで見ていたときより、幼くなったのかもしれない。見慣れた茶色のほわほわの髪かみは、相変わらず、跳はねていた。

「秀しゆう徳とくと橘たちばな屋やが結びついているということがわかれば、すべては簡単なことだったんです。僕ぼくたちは、人間世界での人同士のつきあいをわかっていなかったから、秀徳のことだけ考えていた。秀徳の関係する寺を探してまわっていた。でも火か車しやが囚とらわれていたのは、僕と同じに、橘屋が建てた別のお屋敷だったんです」

「そうだったんだ」

「僕はあんなに大きな屋敷を建ててもらうまでは、誰だれのためとも知れない廃はい寺じに押し込められていたのに、火車は最初から橘屋が建てたお屋敷住まいだったんですね。ちょっとがっかりです。僕ってそんなに、弱そうに見えたのかな。秀徳の最初の結界もずいぶん緩ゆるかったし……」

「それはソラの大将が友好的で、緩ゆるい結界でも、自主的に閉じこもってたからっすよ」

「ソラ様は見た目が繊せん細さいで病弱そうですから。私みたいに火を噴ふく暴れん坊じゃないですし」

「きゅー。きゅきゅ」

　よってたかって、落ち込んだソラを励はげましている。

　──ソラさんて、愛されているのね。

　でもいつもさらに暑苦しく愛を示しているカミの不在は大きい。

「カミ……大丈夫なのかな」

　ぼそりとあかりがつぶやくと、ソラが目を瞬しばたたいて小首を傾かしげる。

「カミが貧びん乏ぼう神がみだっていう素す性じようがばれるまでは、うまくいくんじゃないかな。万が一、手荒な真ま似ねをされたとしても、カミは『これって愛ですよね』って勘かん違ちがいするし」

「愛じゃないわよ！」

　突っ込まざるを得ない。

「だって、カミ、秀徳が僕を叩たたくと『愛のご褒ほう美びなんですよあれは』って言ってたよ？　僕はそういうの嬉うれしくないけど、カミは嬉しいんだよ。でも秀徳、貧乏神だってわかったら、きっとカミのこと追いだすと思う。秀徳ってああ見えて、力もあるから、見破るのすぐだよ。カミの貧乏力はすごいものがあるから」

「貧乏力って、なに？」

「こういうときに、ああいう真似をして、秀徳の目の前に倒たおれて、人ひと質じちになって連れ去られちゃうみたいな力」

　反論も否定もできない。

「心配することもないよ。たぶんみんなでうちに帰った頃に、きっと、カミも戻もどってきてるよ。もしそれでも帰って来なかったら、あらためてカミを救いだしに行くから……あ」

　そこまで言ったソラが困った顔になって白夜を見た。

「僕、どこに帰ったらいいんだろう。あの屋敷は秀徳が僕を閉じ込めるために建てたものだし、結界破って出てきたのに、またあそこに住むのって変だよね」

「そんなこといちいち秀徳も気にしないんじゃねーですか？　あの家に住んでてもきっと、文句言わないっすよ」

　無茶だ。

　妖怪だからか!?

「気にします。文句も出ます」

　速攻で反応するあかりだ。

「じゃあ仕方ないから、もともと暮らしていた祠ほこらに戻ろうかな。ちょっと遠いから、あかりさんに遊びに来てもらうの大変だけど」

　しゅんとしてソラが言う。

「そんなの……」

　遠くても気にしないで行くわよと言いかけたあかりの言葉を待たず、ソラが不敵な笑みを浮かべあかりを見る。

「もういっそ、あかりさんのことさらって連れてっちゃおうかな」

「え」

「そうしたら僕のこと好きになってくれるかもしれないし」

「なりませんっ」

　──強引に連れ去られたからって好きになんて、ならないわよ。

「ならないのか」

　ソラがしおれた。

　──ていうか、すでに友だちとしては好きだし。

「……とりあえず、うちに来ますか？　あんなに広くないし、居い心ごこ地ちがいいわけじゃないけど。その……胡桃くるみ[image: 餠]もちもまだ食べてもらってないし。……そういえば胡桃[image: 餠]がまだ一個だけ袂たもとのなかにしまってあったはず」

　と、手をのばしたら──。

「きゅ」

　オボが胡桃[image: 餠]をせっせと袂のなかで食べていた。

　目をきらきらさせていたソラが、袂の奥を覗のぞき込んで「あ」と声を出す。

「オボめ。オボめオボめオボめ。僕だってちいさくなって袂のなかに入ってあかりさんに愛されたいのを我が慢まんしているのに。ちょっと可愛かわいいからって！」

　オボに胡桃[image: 餠]を食べられてしまったとわかると、ソラが、泣きそうな顔でオボを怒おこりだした。

　オボは「きゅうん」とちいさく鳴いてからあかりの袂の奥に引っ込んで出てこない。

　本気で地じ団だん駄だを踏ふむソラの髪の一部がぴょんぴょんと跳ねていて、可愛らしい。

「……おりてきたわ！」

　あかりの脳内に、物語の続きが──おりてきた。

　囚われの姫様と四し天てん王のう最弱の男ソラとの恋物語の新展開。

　姫様はずっとずっとソラのことが大好きで──好きで──でも恥はずかしくて言葉にはできないでいる。ソラもまた姫様が好きで。告白しているのに、姫様はちゃんと答えられなくて──。

　でも姫様は、ソラの跳ねた髪を撫なでてあげたくて仕方ないのだ。

　愛らしくて、それでいて強い男のソラが好きで──好きで──。

「おりてこないで！」

　しかしソラがそう言ってあかりの肩かたをつかんで揺ゆすぶった。

「あかりさん、いまは僕のことだけ見て！　姫様とか四天王とか鬼おに夜や叉しやじゃなく、僕のことを見て。だって僕、あかりさんのこと助けたんだよ。せめて僕をねぎらって、好きって言って。僕の目を見てちゃんと言ってよ！」

「……無理」

　頭のなかがふわふわとしている。

　姫様の気持ちをなぞっていたら、脳のなかに蜜みつが滴したたるみたいに甘い感じに満たされる。

　──これって、姫様の気持ちっていうより？

　あかり自身の気持ちなのかもしれない。

「無理って……」

　ソラが絶句した。

「ソラさ～ん。ソラさ～ん。秀徳さんいい人でしたよ～。私のことお寺に連れていってくれたんですよ～。すっごくピカピカの仏像があって～、その仏像が私が来た途と端たんに、金きん箔ぱくが剝はがれて落ちたんですよ～、そうしたら～、その金箔がみんな私に当たって～」

　遠くから、叫さけびながら走ってくる声。

「……カミ、早いな」

　カミが、ぐんぐんと近づいてくる。

「仏像が倒れてきて～、私は下した敷じきになって～、それを秀徳さんが助けてくれたんですけど～、そうしたら床ゆかが抜けて～」

　恐るべし貧乏力。

「さすがすぎるっすよ。あっというまに秀徳に見限られて戻ってきたって、貧乏神最強伝説っすね。なんすかね。あいつの友だちでいる限り、俺、あらゆることに勝てる気がしないわ……」

「貧乏神だからね。……でもカミは、みんなの幸せをいつもいつも祈いのっているんだよ？」

　ソラがとりなすようにつぶやいたのに、白夜が「祈られたくねーな」とぼそりと返した。




　結局、あかりの家にみんなを連れては行ったものの──。

　明るく挨あい拶さつをして話していた途中で、忠春があかりを引っ張って陰かげでこそこそと忠告する。

「お姉ちゃん、お客様の前なのに、いない人に向かって話すのはどうかと」

「いない人って？」

「白夜さん、ってさっきから話しかけてるけど、それってまたお姉ちゃんの脳内物語の登場人物だよね？」

「え。白夜さんは……」

　そこでしばらく押し問答して、忠春には、白夜が見えないということがわかり──。

　そのへんのことをソラたちに伝えると──。

「どうせ俺は力がないから。仕方ねえ。オボ、俺たちゃあそのへんの軒のき先さきで暮らそうぜ、そっとちいさくなって生きようぜ。弱い妖よう怪かい同士仲良く……」

　白夜が肩を落とし、しょんぼりと背中を向けたので──カミが呼び戻して明るく言い放ったのだ。

「そんなこと言わずに～、狭せまいながらも楽しいおうちにしましょうよ～」

「……うん。カミはここに住んだらいけないね。迷めい惑わくだからね。そろそろ帰るか」

　ソラがカミの笑顔を見て冷静に告げる。

「え～」

「カミが暮らすってことはその家が貧乏になるってことだからね。最初から、あかりさんのところにご厄やつ介かいになるつもりはなかったんだ。ただあかりさんのおうちに来てみたかったのと、弟くんにご挨拶したかっただけで」

　ソラは忠春に笑顔を向ける。

「それから……火車は、お仏ぶつ壇だんにご用があるんだよね。お願いして、手を合わせてくるといいよ」




　ソラに言われ、あかりは、火車を仏壇へと案内した。

　火車が、あかりの父母に手を合わせる。

　妖怪なのに仏様に祈るのかと思うと──見ていて、複雑だが。

「火車さん……？」

　声をかけると、火車は仏壇に頭を下げ、あかりへと向き直る。

「なにもかも──すみませんでした。許していただこうとは思っていません。それでも謝らせてください」

「謝られるようなこと、なにもないよ？　火事は秀徳さんが企たくらんだことで、火車さんはむしろ被害者だったわけだし」

　あかりは、ひらひらと手を振ふっていなす。

「私が逃げ惑まどったときに出した火の一部が、町を焼いたのは事実です。私は、人間たちには謝っても、謝りきれないことをたくさんしてきた。あなたに文ふみを託たくしたときに、身体からだを傷つけたことも……」

「もう火傷やけどの跡も消えちゃったし──それに火車さんは、私と弟を助けようともしてくれたんだよね。謝ることないよ」

「……あかりさんと知り合うことができたから謝しや罪ざいをさせていただくことだけはできました。でも謝罪もできない人たちのことを思うと──どうしたらいいのかわからなくて」

　火車がうつむいて、そう言った。

「だったら、知り合っていったらいいのに」

「え？」

「人の知り合いを増やしていって、謝あやまりたいときには謝ればいいんじゃないかな。みんなが私みたいに、いいよって言うかはわからない。私は、火車さんに手紙を託されたから、ソラさんたちと知り合えて──友だちになれてよかったって思ってるから『もういいよ』って言えるけど、そうは言わない人もいると思う。それでもいいなら」

　本当に火車を素直に許せるかというと──あかりは、心の底からなにもかもを許しているわけではないように思うのだ。

　親を亡なくしたことは悲しいし、その火に関わったのは、秀徳にだまされたのだとしても火車なのだろうし──。

　ただ、それでも「許さない」とは、あかりには思えないし、言えない。

　火車も苦しんだのだと知ってしまったから。

「そうですね」

　火車が静かにうなずいた。

　──秀徳みたいに悪い奴やつもいるから、人間が悪いせいでごめんなさいって、火車さんに謝罪したいぐらいなのに。

　どちらがどう悪いというより、どちらにも悪い奴といい奴がいて──互いのことを把は握あくしきれずにずれたまま、巡めぐり合わせで運命が変わっていくのだろう。




　火車たちを連れ、ソラがあかりの家を出る。

「ソラさん……このあとはどうするんですか？」

　まさかもう会えないなんてことはないよねと不安になりながら、あかりが尋たずねる。

「大丈夫ですよ。橘屋にちょっと顔を出して優しく脅おどしたら、きっと僕の家をこの付近に建ててくれると思うんですよね」

　──いま、脅したらって言った？

「ソラさんが脅したら～、間違いないですよ～」

　カミが愛あい想そ良く、駄だ目め押おし。

「やだな。脅すんじゃなく、優しく脅すんだよ。優しさがあるのとないのとでは大おお違ちがいなんだから、そこのところは使い分けないとね。カミ？」

「ごめんなさい～、ですよね～」

　相変わらず、息の合った「ずれ」っぷりのソラとカミだ。

「だから、あかりさんにはまた僕のうちに来て、話し相手をつづけてもらっていいですか？　新居ができたら迎むかえに来ます」

「え……あ……はいっ」

　またソラと会えるのだ。

　ソラと本を読んだり、話をしたり、いろんなことができるのだ。

「じゃあ迎えに来るまでオボを預あずかっていてください。どうせオボは袂から出てこないし、僕のところに戻ってくるつもりもなさそうですし……」

　少し拗すねた声でソラが言う。

「新居が決まって落ち着いたらまた遊びに来ます」

「はい」

「そのときは花を持ってきます。花か、甘いものか、可愛いものを持ってきますね」

　妙みように真剣な顔でソラが言う。

「手ぶらでもいいのに。あ……できれば本を貸してくれると嬉うれしいかな」

　ソラは困ったように、ちいさく笑った。

「……あかりさんは、あかりさんだなあ。黄き表びよう紙しも赤本もいくらでも持ってきます。花と甘いものと可愛いものと本。約束します」

　約束、と、つぶやいたソラの笑顔に、胸をつかまれ──あかりは「約束ですよ」と、うなずいて笑い返す。

　──妖怪は、できない約束はしないんだったっけ。

　すると──ソラがあかりの頰ほおに手をあてて、そっと額ひたいに唇くちびるを寄せた。
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「……わ、わわわわわわーっ」

　いま、額にくちづけました？　さらっと当たり前の感じで、身体を引き寄せて、ちゅっとしました？

　耳が熱くなり、口をぱくぱくさせるあかりに、ソラが悪戯いたずらっぽくて毒のある微笑ほほえみを向け──。

「約束」

　ひそりと低いささやきを残し──。

　風が吹き──ソラとその仲間たちの輪りん郭かくが、ゆっくりと、周囲の景色に馴な染じんで溶とけ込んで──消えていった。
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　──この子たちだけは……助けて……。




　父の姿も母の姿もほとんど記き憶おくにないのに、夢のなかではなぜか彼らのことを「ひとめで」父母だとわかる。

　もう大きくなったあかりと、忠ただ春はるが、焰ほのおのなかで父母に手を引かれて走っている。

　──夢だわ。

　現実ではないと自覚したまま、片手を忠春とつなぎ、もう片方の手を母とつないで、燃え上がる家屋のなかを逃にげていく。

　手をつないでもらっているだけで、大丈夫だと思えた。

　なにも怖こわくない。守られて、絶対にここを逃げられると、信じることができた。

「あ。火か車しやさん！」

　走っていく先に、火車の姿を見つける。

　しゅっと縦に細い火車が、真っ赤な長い髪かみを垂らして、あかりたちを見返す。

「この子たちだけは助けて」

　そう言って、父母が、あかりと忠春から手を離す。

　火車へ向かうようにと背中を押し──。

「お父さん？　お母さん？」

　振り返って、あかりと忠春は父母へと手をのばすのに──届かない。

「そう。あなたが助けてくれたから、この子たちは、お爺じい様さまのところまで行き着けたの。あのときは怖かったけれど、あとでわかったわ。あなたは優しい、いい妖よう怪かいだった。ありがとう」

　母が火車に微笑ほほえむ。

　父母の姿がどんどん遠くになっていく。

　ちいさくなっていく。

「これが本当の別べつ離りではないから。あかりと忠春が、まっすぐに育っていけば、いつかまた魂たましいが巡めぐり会えるわ。ずっと大きくなっても、見守っているから」

　母が言う。

「泣いても、寂さびしがっても、慰なぐさめてやれんですまない。でも側でずっと見守っているからな」

　父が言う。

「お爺ちゃんと仲良くな。頑がん固こだけど、おまえたちのことを愛してくれているから。そんなことはわかってるんだろうが」

　両親に交互に言われ、あかりは泣きそうになる。

　遠ざかる両親のところに駆かけ寄って、抱だきつきたいのに、足が動かない。

　いつのまにか焰は消えて──あかりは、白い靄もやがかかった世界のなかで、忠春と手をつないで、火車の隣となりで、地べたに貼ねばりついたみたいになって、立ち尽つくす。

「忠春は勉強頑がん張ばって……おまえは本当に頭のいい子だから、いつか医者になれるはずだよ」

「あかりは、勉強はできないが、家のことをよく手伝ってくれて、本当にいい子だね」

「でももう少し、あかりも勉強を……。黄表紙のこと以外ももうちょっと頑張れば……」

「あの『おりてきた』っていうのは、さすがにどうかと」

「私たちが守護したせいで、夢や妖怪たちの世界との境界が曖あい昧まいになったのかもしれないから、あかりには悪いことをしたと思ってはいるのよ……でもね、それにしても、あんな変な踊おどりを踊るのはどうかと……」

　感動的だったのに──途中で話の矛ほこ先さきが妙みような方向に!?




「お姉ちゃん……。死んだ親にまであんな心配をかけて、僕、どうかと思うよ。やっぱりもうちょっとまともになってくれないと、お父さんとお母さんも、死にきれないんじゃ」




　忠春が、どんよりとした顔であかりを見上げ──。




「なんでっ。黄表紙最高じゃない。赤本青本特に最高よ。物語はみんなを救うし姫様や四し天てん王のうに鬼おに夜や叉しやに……それさえあれば私は平気っていうぐらい……ていうかお父さんとお母さんであろうとも、黄表紙の悪口を言うなんて許さないわよ。あれは私の生き甲が斐いそのもの、つまり私自身であり私の血肉っていうか！」




　がばり──。




　あかりは布団を跳はねのけて起き上がる。

　まだ夜明け前の薄うす暗ぐらい部屋。

　隣に寝ねていた忠春が、いきなり起きて盛せい大だいな寝言を言う姉に驚おどろいて、むくりと身体からだを起こした。

「お姉ちゃん……」

「うん。……ごめん。なんか変な夢を見て……」

　乾かわいた笑いを漏もらし、ごまかそうとあさっての方角を見る。

「それ、夢じゃないかも」

　忠春がごしごしと目を擦こすって、ぼんやりと言った。

「は？」

「僕も、お父さんとお母さんの夢を見たから。火事のなかで逃げて……お父さんとお母さんに手を放されて……そのあとでいろいろ言われてるうちに、いつのまにかお父さんとお母さんがお姉ちゃんに小言を言いだして、お姉ちゃんがむきになって反論してた」

「忠春」

「夢ゆめ枕まくらに立って文句言うぐらいお姉ちゃんのこと心配してるんだろうね。……ああ、お姉ちゃんがもっとまともだったらなぁ」

　忠春が大きなため息をつき──あかりは、なにも言えなくなって、固まったのだった。
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[image: ]




　こんにちは。佐さ々さ木き禎てい子こです。

　今回は架か空くうの国『宝ほう寿じゆ国こく』で暮らす「小説好きな女の子」と「かっこいいのにどこか残念な男の子」のお話です。

　主役たちはふたりともちょっとだけ変わり者です。

　主人公の女の子、あかりの夢は「作家になること」。物語世界のことを妄もう想そうしていると、ついつい現実から意識を手放してしまい、周囲の学友たちに「なまあたたかい目」で見られたりしています。

　そんなあかりと仲良くなる残念系男子ソラには、実は、残念になってしまうだけの理由があって……それは……。

　という理由その他はどうぞ読んでたしかめてくださいませ。

　主人公たちはちょっと変人ですが、脇わきには、私の書くお話には欠かせない「本物の変へん態たい」がいます。圧あつ倒とう的てき不幸体質の男・カミ。カミのことを書くと筆がどんどん進むというか、どんどん彼を不幸にしたくてたまらなかったです。ひどい作者である。

　でも、カミが不幸なのはやはり理由があって……。

　その理由も本作でたしかめていただければ嬉うれしいです。




　宝寿の国は、日本っぽい和のテイストを基調とした、着物と洋装が混在する国であり、時代になっています。イラストの明あ咲さきトウル先生の華はなやかで美しい着物キャラたちの絵を本という形で拝はい見けんするのがすごく楽しみです。ありがとうございます！

　表紙イラストがとても可愛かわいいので、ぜひ帯を外して一枚絵を見て下さい！

　担当の編集者さまがこのお話で交代されました。前担当のＭ様。いままでありがとうございました。そして新担当のＩ様。今作を形にするにあたりたくさんのアドバイスをありがとうございます。これからもよろしくお願いいたします。




　物語って楽しいなと、当たり前なそんなことを思いだしながらこのお話を書きました。

　読んでくださった皆さんにも楽しんでいただけたらなによりの幸せです。

　お手に取ってくださりありがとうございます。

　またどこかでお会いできますように──。
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